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序文　-principality-






　実際、最初は世界を救いたかった。

　純じゆん粋すいに心からそう思ってた。噓うそじゃない。騙だまされたと思って信じてほしい。俺だってまさか自分が世界を破は壊かいしようとするなんて思わなかったさ。

　始まりは異世界召しよう喚かん。

　気づけば、そこは夢にまでみたファンタジー・オブ・ファンタジーな世界。この世界には魔ま術じゆつがあり、エルフがいて、魔ま獣じゆうもいて、そして聖せい剣けんがあった。もちろん俺は大興奮。

　聖剣抜ぬいて選ばれし者になるのが夢だったから「さあ救ってやるぜ、この世界！」とばかりに息巻いた。

　しかし現実は非情である。

　細かく愚ぐ痴ちると長くなるので割かつ愛あいするが、俺はこの世界でびっくりするぐらい無能だった。

　魔術は使えず、エルフ美女には召喚直後に「チッ、ハズレ引いた」と置き去りにされ、魔獣からは失禁するほど追いかけられて、そして極きわめつけは──聖剣を抜けなかった。

　異世界にくれば無条件に大だい活かつ躍やく出来ると思ってたんだが……本当、現実は上手うまくいかない。

　まあ、そんなわけで俺は愉ゆ快かいなぐらいひねくれた。

　もう自分には期待しないし、世界にも期待しない。成り行きで魔導学院に入学したが、そこでも順当に落ちこぼれ、心のスローガンは『異世界救う。ダメ、ゼッタイ』である。

　ただ、さすがにそんなことで世界を壊こわそうとは思わない。

　落ちこぼれは落ちこぼれなりに隅すみっこで生きていこうと思っていたし、幸いこんな俺でも面めん倒どう見てくれる子はいたし。

　だから、まずはきっかけを語ろうと思う。

　俺が異世界召喚されてから半年後、完全にひねくれていた頃ころ。

　世界を救う物語が終わりを告げ、世界を壊す物語が動きだす。




　じゃあ、始めようか。俺と天使と聖剣と、このバッドエンドな異世界のプロローグを。





「偽ぎ・魔導剣聖」の手記・第二節『俺がアフロになった理由』より抜ばつ粋すい










一章　クズと幼女とケルベロス






　学院東側の飼育棟とう。少年は隣となりの少女へジト目を向けた。

「なあ、セラ。お前、今日の課題は楽チンだって言ったよな？」

「あー、言ったわね」

「内容は可愛かわいいワンちゃんのエサやりだとも言ったよな？」

「まー、言った気がするわ」

「じゃあ訊きくが」

　少年──ユウヤは背後を全力で指差した。

「これのどこが可愛いワンちゃんなんだよ!?」

　そこにいるのは三つ首の魔獣ケルベロス。

　冗じよう談だんのように馬ば鹿かでかい頭が三つ。真っ赤な目を向け、今にも飛びかかってこようとしている。一応、檻おりに入れられ、首輪で繫つながれているのだが、それにしても絵え面づらが凶きよう悪あく過ぎる。頭一つで大型トラックぐらいあり、胴どう体たいも合わせればちょっとした一いつ軒けん家やぐらいの大きさだった。

　指を差した途と端たん、ケルベロスは唸うなり声の三重奏で吠ほえてきた。

　ひぃっと竦すくみ上がり、ユウヤは隣の少女──セラの背に隠かくれる。

「ムリムリ！　超ちよう怖こええ！　こんなん漏もらす、絶対漏らす。っていうかすでにちょっと漏らした気がする！　とりあえずちょっとパンツ穿はき替かえてきます。じゃ、そゆことで」

「待ちなさい。お漏らし程度でパス出来るほど、学院の課題は甘くないのよ」

　素す敵てきな笑え顔がおで去ろうとしたら、間かん髪はつを容いれず襟えりを摑つかまれた。

　く……っ、と歯は嚙がみし、とりあえず逆ギレしてみる。

「じゃあ、俺のこの熱い情熱滴したたるパンツはどうするんだよ!?　お前のパンツと交こう換かんしてくれるのか!?　だったらいいよ！　むしろお願いします！」

「オッケー、黙だまりましょうか？　あんまり馬鹿なこと言ってると、燃やすわよ？」

　セラの手からボオッと炎ほのおが燃え上がった。目がマジだ。ユウヤは速そつ攻こうで「サーセンでした！」とホールドアップ。

　……やべえ、このパツキン幼女、可愛いのにケルベロスぐらい怖え！

　ユウヤが口を閉じたのを見て、セラは「よろしい」と炎を消す。

　ボーボー燃えていたのに、本人に熱がっている様子はない。

　それもそのはず彼女は今、魔術で炎を出したのだ。
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　魔術の学び舎や、ザインダレス魔導学院。二人はここで魔術を学んでいる。

　今いるのは学院東側の魔獣飼育棟。体育館ウン個分というだだっ広い場所に大小様々な檻が並んでいる。檻のなかにはオークやらゴーレムやらガーゴイルやらの魔獣たちがおり、おどろおどろしい鳴き声を上げていた。

　二人はそれぞれ学院の制服姿。ユウヤはよれよれのシャツにブレザーを羽織り、ネクタイをだらしなく垂らしている。腰こしに魔道具入れのバッグをつけているが、中身は空っぽ。顔立ちはぱっとせず、ザ・凡ぼん人じんの空気を醸かもしている。

　一方、セラはアイドルも逃にげ出すぐらいの美少女である。朝焼けのようなブロンドが麗うるわしく、小こ柄がらで顔立ちはあどけない。年ねん齢れいは十二歳。スカートの腰にはやはり魔道具入れのポシェットをつけている。ユウヤと同じ高等部二年生で、学院史上、百年ぶりに飛び級を果たした天才児である。

　二人は魔獣飼育棟のなかでも一ひと際きわ大きい、ケルベロスの檻の前にいた。

「それじゃあ、今日の課題を説明するわ。内容はケルベロスの唾だ液えきの採集ね」

　セラが小さな手を腰に当てて宣言する。ユウヤは思いっきり眉まゆを寄せた。

「はあ？　唾液の採集？」

「そ。人工ゴーレムの製造に必要な素材なの。ゴーレム科がこの後の授業で使うから、唾液を採集して届けてあげるの。それが今日の課題」

「おいおいおい、ゴーレム科の教師って確か小太りのハゲたおっさんだろ？　何が哀かなしゅうて中年の指示で唾液集めなんてしなきゃなんねえのよ。変態か！　プレイが高度過ぎて性せい癖へき歪ゆがむわ。青少年の健すこやかな成長のために断固拒きよ否ひする！」

「ユウヤに拒否権なんてないの！　文句があるなら毎月の授業料と寮りよう費ひを払はらいなさい。それが出来ないからこうして特別課題で免めん除じよしてもらってるんでしょ」

「だったらもうちょい楽な課題とかないのか？　花か壇だんの水やりとかプールの掃そう除じとかテキトーに楽チンな課題を所しよ望もうする！」

「あ、っ、た、わ、よ！　最初はそれこそ水やりとかプール掃除とか、落ちこぼれのユウヤでもこなせる楽チンな課題ばっかりだったでしょーが！　そういうの全部サボって手抜いて大失敗したからこんな罰ばつ則そくみたいな課題になったの！」

「そんな馬鹿な!?　品行方正、真面目まじめ一いつ徹てつ、模も範はん生の見本市みたいなこの俺が失敗なんてするわけないだろ!?」

「はあ……どの口が言うのかしら？　真しん珠じゆ花かの花壇は駄だ目めにしちゃったし、聖水プールでは空飛ぶ絨じゆう毯たんを粗そ大だいゴミにしちゃったじゃないの。他ほかにもアレとかコレとか山ほどっ、忘れたとは言わせないんだからね！」

「あー、そういやそんなこともありましたなぁ」

　具体的なことを言われ、耳をホジホジしつつ、目を逸そらす。

　確かに手軽にやろうとして色々やらかしたような気がしなくもない。

　真珠が採れるという花壇では、水やりのために生いけ贄にえ調達科からタコに似た魔獣を拝借してきた。タコ魔獣が消防車のように水を吐はき出し、瞬またたく間に終わったのだが、どうやら魔獣に弱い花だったらしく、真珠が採れなくなって大目玉を喰くらった。不幸な事故である。

　聖水を貯蔵するというプールでは、デッキブラシでゴシゴシやるのが面倒で、魔道具倉庫から空飛ぶ絨毯を借りてきた。足で雑ぞう巾きん掛がけする要領でプール内をサーフィンし、楽しく掃除をやりきったのだが、聖水で絨毯の魔術が解除されてしまい、コケだらけの粗大ゴミになって、これまたしこたま怒おこられた。とても哀しい事故である。

　その他、あれやこれや、切ない事故が立て続けに起きたような気がしなくもない。

「あのね、ただでさえ落ちこぼれなんだからこのままじゃ本当に退学になっちゃうわよ？　ここを追い出されたら行く当てなんてないんでしょ？」

「いやー、まあそうなんだけどな。実家に帰るとか物理的に不可能だしなぁ」

　ユウヤは異世界召喚されてきた身である。

　半年ほど前、この世界に召喚されたのだが、召喚主のエルフ美女は早々にどこかへいってしまい、成り行きでこのザインダレス魔ま導どう学院に入学した。

　しかし初歩の魔術一つ使えず、現在、見事に落ちこぼれている。一応、チート能力や特とく殊しゆ技能の兆きざしはあったのだが、これといって覚かく醒せいすることもなく、ただの一いつ般ぱん人のまま気づけば半年が過ぎていた。しかも文無しなので授業料も払えない。

　おかげで日々、特別課題という名の使いっぱしりをすることで、どうにか学院に置いてもらっている。

「だがしかし！」

　ユウヤは力強く拳こぶしを握にぎり締しめた。

「それはそれ、これはこれ！　あんなバケモンの唾液なんてどうやって採んのよって話だぞ。見ろ、あのでっかい牙きば！　俺の腕うでより太いじゃありませんか。不用意に近づいたら百パーざっくりよ、ざっくり！　唾液採る前にこっちがエサになっちまうっての。

　──はっ!?　まさかそれがセラの狙ねらいなのか!?　俺の溢あふれんばかりの才能に嫉しつ妬とし、亡なき者にしようというサスペンス……!?」

　偶ぐう然ぜん、ケルベロスが良いタイミングで吠え、ユウヤの衝しよう撃げき度を表した。

　一方、セラは呆あきれ返ったようなジト目。

「あのね、そういうことは四大元素の一つでも使えるようになってから言いなさい。こんだけあたしに面倒みてもらっといて、よく言えたものだわ」

　天才児だけあって、セラはこの歳としで学院上位の実力者である。

　そんな彼女がなぜユウヤの課題に付き合っているかというと、飛び級のおかげで単位が足りなくなったせいだ。なにせ百年ぶりだったので、進級制度が対応していなかったらしい。学院長と色々協議した結果、落ちこぼれのユウヤの『教育係』をすることで、セラは単位の補ほ塡てん待たい遇ぐうを受けている。

「はい、じゃあそれを見て」

　セラが小さな手で横を指差す。そこには台車に積まれた樽たるがあった。

　話の流れからすると、この樽にケルベロスの唾液を集めるのだろう。だがセラの指が差しているのは、樽の蓋ふたの上だった。そこには一ひと抱かかえほどの木箱が乗っている。

「開けてみて。今日のアイテムが入ってるから」

「どれどれ……お、本当だ。なんだこれ？　竪たて琴ごと？」

　木箱には高そうな竪琴が入っていた。

　大きさは腕に抱だけるぐらいで、波をイメージしたような形をしている。

「ケルベロスの特性でね、美しい音楽を聴きくと三つの頭すべてが眠ねむっちゃうの。だからその竪琴を弾ひいて眠らせて、その間に唾液を集めるってわけ」

「なる。そいつはグッジョブだ。じゃあ頼たのむ」

「頼むじゃないわよ。ユウヤがやるの」

「え、誰だれが？」

「ユウヤがよ」

「俺がやるの？」

「誰の課題だと思ってるの？　ケルベロスを眠らせたら柄ひ杓しやくで樽に唾液を入れるのよ。そこまでがワンセット。今日の課題」

　うわ、めんどい。……と思ったが、口に出す前にセラが腰のポシェットから懐かい中ちゆう時計を取り出した。金具の部分を頰ほおへぐりぐり押しつけてくる。

「セラ、痛い。それ地味に痛い」

「じ、か、ん！　次の授業までに持ってくって言ったでしょ？　さっさとやる！」

「へーい」

　三下っぽく返事をし、竪琴を構える。

　背中にじーっとセラの視線を感じる。どうやら逃げる隙すきはなさそうだ。

「しゃーない。今日ばかりは腹くくって働くか。──おい、犬公！」

　ケルベロスと真っ向から対たい峙じした。唸り声がさらに大きくなるが、相手は檻の中だ。

　余よ裕ゆうの笑えみでビシッと指を突つきつける。

「聴かせてやるよ、俺の魂たましいの８ビート。気づいた時には夢の中だぜ？　震ふるえて眠りな！」

　自信満々な態度に、セラが背後で「おー」と少し見直した気配。ケルベロスもどこか警けい戒かいするように六つの目でこちらを睨にらむ。

　ユウヤは腕を高らかに上げ、今こそ竪琴を爪つま弾びいた。

「イッツ、ショータイム！」




　ぼえ～ん。




　腰の砕くだけるようなマヌケ音が響ひびき渡わたった。

　静せい寂じやくが訪おとずれた。他の檻おりの魔ま獣じゆうたちも一いつ瞬しゆん、鳴くのをやめたほどだ。

　ユウヤはやりきった男の顔でセラの方を向く。ダンディな流し目で一言。

「ワタシ、竪琴、弾ケマセーン」

「はい!?」

　驚きよう愕がくの眼まな差ざしが向けられた。

「格好つけといて何そのオチ!?　竪琴なんて普ふ通つう、初等部で習うでしょっ？」

「いや自分、この世界の人間じゃないんで。異世界召しよう喚かんされてきた身なんで」

「またワケ分かんないこと言って！　あーもーっ、手が掛かかるっ」

　異世界召喚のことはセラにも言っていない。学院以外に行く当てがないのは、単純に根無し草だからと思われている。ユウヤはぽりぽりと頭をかく。

「縦笛なら吹ふけるんだけどなー。つってもドレミファソラシドと高いレまでだけど」

　のんきな顔をしていると、またケルベロスが地鳴りのように吠ほえたててきた。

　気を抜ぬいていたので「おお!?」と体が跳はね、セラの背中に退たい避ひする。

「……いやー、まいった。オーディエンスもお怒いかりだぜ。犬公め、そんなに俺の生演奏が欲しかったのか。いやしんぼさんめ」

　やれやれと首を振ふる。

「ま、弾けないモンはしょうがない。セラ、後は任せた。お前の名演奏で犬公をスヤスヤお眠にしちまいなさい。ついでに唾液集めもやってくれると、モアベター」

「……ちょっと、ユウヤ」

「うん？」

「あれ見て、あれ」

　背中から「なんぞ？」と顔を出し、ユウヤは呻うめく。

「……うげ」

　竪琴が檻の中に落ちていた。ケルベロスが吠えた時、驚おどろいて手放してしまったらしい。

　毛むくじゃらの足がベキッと竪琴を踏ふみ潰つぶした。情け容よう赦しやなく全ぜん壊かいだ。

　Ｏｈ……とユウヤは額に手を当てる。

「あいやー、こりゃどうしようもないな。セラさんや、今日は諦あきらめてもう帰ろう。今から学食に並べば『おばちゃんのおススメ・メタルスライムの餡あんかけ定食』にありつけるかもしれない。学食の伝説の一品、中毒性が犯罪レベルって話だ。食べてみたくない？　今日は特別、俺が奢おごっちゃっても構わない」

「……そんなわけにはいかないのよ」

「なんでよ？　俺の奢りなんて滅めつ多たにないぞ？」

「ユウヤ……実はあなた、今日の課題を失敗したら退学なの」

「え」

「授業料その他諸もろ々もろの滞たい納のうが限度超ごえだって」

「……うそん」

　さすがに青ざめた。身み振ぶり手て振ぶりを交えて大おお慌あわてする。

「いやいやいや、なんでそんな大事なこと言わねえの!?　それ聞いたらさすがの俺もちょっとは頑がん張ばろうと思わなかったことも無きにしもあらずよ!?」

「だって言ったら緊きん張ちようして絶対空回ってたでしょ！　口八丁なだけの小心者なんだから、震えて竪琴持つことさえ出来なかったじゃないの！」

「まるで見てきたかのように……っ！　そうですけどっ、仰おつしやる通りの小物オブ小市民ですけどっ。でも結局、言わなかったせいで状じよう況きよう悪化してんじゃねえか！」

「あたしだって単位もらえなくて困るのよっ。だいたいこんな課題にされるまでテキトーやってたあなたが悪いんじゃない！　自じ業ごう自じ得とくっ」

「おお、そうさ！　俺が悪いよ!?　でもここ追い出されたら俺行くとこないかんね!?　野垂れ死に確定だからね!?　というわけで──結けつ婚こんして下さい！」

「はい!?」

　奥の手発動。その場で颯さつ爽そうと跳ちよう躍やくし、鮮あざやかにジャンピング土下座。

「結婚して下さい、お願いします！　必ず幸せにして下さいっ！」

「何言ってんの、何言ってんの、何言ってんのーっ!?　なんであたしがタダ飯喰ぐらいの寄生虫を養ってあげなきゃいけないの!?」

「今だって半分そんなモンだろ!?　大だい丈じよう夫ぶ、お前、天才児だから将来は絶対大物になるから！　タダ飯喰らいの一人ぐらい楽勝で養えるって！」

「ワケ分かんない、ワケ分かんない、ワケ分かんないーっ！　っていうかあたし、まだ十二歳なんだけどっ!?」

「ふっ、愛があれば歳の差なんて関係ないぜ！」

「愛なんてないわよ!?」

「安心しろ、俺が二人分愛せば両りよう想おもいだ！」

「どういう理り屈くつ!?　安心どころか不安しかないんだけど!?」

「ふははは、ここまで俺を甘やかしておいて逃にげられると思うなよ!?　いつもお前がフォローしてくれるおかげで俺の生活力はほぼほぼ皆かい無む！　とてもじゃないが一人で生きてくことなんて出来ないぜ！　だから責任は取ってもらわなきゃね☆」

「言い分がクズ過ぎる……っ！　そんなだから学院中からクズ呼ばわりされるのよ」

「クーズクズクズクズクズっ！（笑い声）　上等上等、ちなみに俺は見抜いているでクズよ、セラ！　そんなこと言いつつ、お前がなんやかんやダメ男を放ほうっておけない、堕だメンズウォーカー気質だということをな！」

「はい!?　十二歳に向かって何言ってんの!?」

「ふははは、ならば思い知らせてやろうではないか！」

　颯爽と立ち上がり、制服のポケットから取り出したのは、くしゃくしゃの紙し幣へいと銅貨。

「これを見ろ！」

「そ、そのお金がなんなのよ？」

「さっき俺は奢ってやると言ったよな？　おかしいとは思わなかったか？　万年金欠の俺に奢る金なんてあるはずない。だが今日だけは違ちがった。こうして金を持っていた。なぜなのか？　その答えをセラ、お前は知っているはずだ！」

　少女ははっとした顔をする。

「そ、それは……っ」

「くっくっくっ、理解したようだな」

　金を握った手が高々と掲かかげられた。

「そう！　俺が昨日泣きついて、お前からお小こ遣づかいをもらったからだーッ！」

　甲か斐い性しよう無しのクズ野や郎ろうは堂々と胸を張る。

「俺はなんの躊ちゆう躇ちよもなく十二歳のお前にお金をせびり、お前はなんやかんや言いつつ、俺にお小遣いをあげてしまう！　年ねん齢れいなど関係ない。お前は生まれながらの堕メンズウォーカーなのだ！　というわけで末永くよろしくお願いしまーすっ！」

「いやぁぁぁぁ！　あたしの未来が侵おかされるーっ！」

　セラの絶ぜつ叫きようが木霊こだました。悲痛過ぎて魔獣たちまで大人しくなる。

　するとちょうどその時、檻が立ち並ぶ通路の先を別のグループが通りすがった。

　爽さわやかイケメン風の男子生徒とギャル風の女子生徒。ネクタイとリボンの形状でゴーレム科だと分かる。二人は台車に水みず瓶がめを乗せて移動しているところだった。

　男子生徒がこちらを見て、ユウヤとセラに気づいた。

「お、見なよあれ。学院のお荷物がまた何か騒さわいでる」

　女子生徒が話に食いついた。

「お荷物ー？　なんか有名な生徒なの？」

「知らないかな？　魔導特務科のクズ野郎」

「あー、知ってる。『聖せい剣けんにまさかの卑ひ猥わいなラクガキ事件』の犯人っしょ？」

「そうそれ。伝説の聖剣にとんでもないマークを描かきまくって、挙句、教師たちに見つかって吊つるし上げられたっていう有名人」

「あはっ、ウケるー」

　どうやら二人はカップルらしく、女子生徒が笑いながら男子生徒の腕うでに抱だきついた。

　制服越しにも分かる、大ボリュームのおっぱいが極きわめて自然にむにむにと押しつけられていた。ユウヤの額にピキッと青筋が浮うかぶ。

「ちょいとセラさんや、あれはなんだい？」

「……へ？　ああ、たぶんあたしたちと同じ素材集めよ」

　床ゆかに突っ伏ぷしていたセラが顔を上げる。

「入れ物が魔導加工の水瓶だから、ウワバミトカゲの体液を集めてたんじゃないかしら。ウワバミトカゲは汗あせとかの体液がお酒の魔獣よ。ケルベロスの唾だ液えきと同じで人工ゴーレムに必要なの。ちょうど上の階が飼育部屋だから台車で下りてきたのね」

「違う、そんな話をしてるんじゃない」

　ユウヤはわなわなと震えた。

「見てあれ！　牛みてえなおっぱいが当たり前のように押しつけられてやがりますよ。ギューギューギューギュー、エロおしくら饅まん頭じゆうか！　あーもー、ハッキリ言って羨うらやましいなぁ！」

「ハッキリ言い過ぎだから。情けなくて泣きたくなるわ。……っていうかクズ野郎呼ばわりされてるのに怒おこるとこそこなの？」

「そこ以外ないと断言する！　よりにもよってイチャコラの肴さかなにされたんだぞ。セラ、俺たちは今、カップルの前ぜん戯ぎに巻き込まれたも同義なんだよ……っ!?」

「いや俺たちとか一いつ緒しよにしないで。ユウヤだけだから。あたしは無関係だから」

「俄が然ぜん許せねえ……っ。リア充じゆうカップル滅ほろぶべし……っ。──はっ、そうだ」

　ユウヤは駆かけ足でケルベロスの檻に近づいた。

　その隅すみには魔ま道どう具ぐの結けつ晶しよう回路と蒸気機関を合わせた装置があった。台座にレバーがついていて、檻内部の鎖くさりに繫つながっている。鎖の先に繫がれているのは、当然、三つ首の魔獣である。ユウヤは武骨なレバーに手を置くと、爽やかな笑えみを浮かべた。

「なあ、ケルベロスにあのバカップル喰くわせて、その間に唾液を採ろうぜ？」

　ガシッと手を摑つかまれた。セラがぶんぶんと首を振る。

「アウト、それ完全にアウト。お願い、どんなにクズでもいいから、人の道からは外れないで」

「おおう、予想外のマジトーン……。冗じよう談だんだって。いくら俺でもそこまでしないぜ」

「半分ぐらい本気の目だったわよ……？」

「まさかまさか、さすがにやらんて。だいたい、ケルベロスの鎖を外したら俺たちだって危ないしな」

　と、そんな会話をしていたら、男子生徒が通路の先から声を掛かけてきた。

「おーい、クズ野郎くーん。オレらの授業で使うんだから、サボってないでちゃんと採集してくれよー？　君はケルベロスに喰われちゃってもいいからさー」

「あはっ、超ちようウケるー。人間食べた後の唾液とかキモいんですけどっ」

　女子生徒が爆ばく笑しようし、男子生徒の腕がおっぱいにさらに埋まい没ぼつした。

　ユウヤの額にピキピキッと青筋が浮かぶ。全力で叫さけび返した。

「うっせ、ばーかばーか！　公共の場でピロートークしてんじゃねえよ、このリア充共！　本っ当羨ましいなちくしょうめ！」

　同時、ガコンッと音が響ひびいた。視界の端はしでセラが「ちょ──っ」となぜか絶句する。

「ん？」

　なんだ？　と思って振り返り、ユウヤの頰ほおも盛大に引きつる。




　レバーが下がっていた。




「……うそん」

　叫んだ勢いで押し込んでしまっていた。台座から鎖がきゅるきゅると排はい出しゆつされ、ケルベロスの拘こう束そくが緩ゆるんでいく。

「ユウヤ！　レバー上げて、レバー！」

「お、おお、そうでした！」

　慌ててレバーを上げようとする。だが引っ掛かって動かない。

「何してんの!?　早く早く！」

「いや分かってんだけど、上がんねえぞこれ……っ！」

　焦あせれば焦るほど上手うまくいかず、そうしてガコガコやってるうちに。

　ズシンッ、と床が揺ゆれた。

　二人は凍こおりついたように止まる。すぐそばに巨きよ大だいなものの気配を感じた。

　ユウヤもセラもレバーを凝ぎよう視ししたまま動けない。ぼそぼそと高速で会話する。

「……セ、セラさんや。大丈夫よね？　たとえ鎖が緩んでも、丈じよう夫ぶな檻おりがあるものね？」

「……えっとね、ユウヤに残念なお知らせがあるの。鎖には強化魔術が仕込まれてるんだけど、檻にはないのよねー」

「……ははは、ご冗談を。学院がそんな怠たい慢まんするわけないっしょ」

「……鎖緩めちゃうマヌケがいるなんて想定外なのよ」

　すぐ頭上で唸うなり声がした。二人一緒に恐おそる恐る顔を上げる。

　馬ば鹿かでかい三つの顔がそこにあった。

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯ──ッ！」

　アメコミばりの大声で吠ほえ、ケルベロスが檻に体当たりする。太い鉄てつ格ごう子しが小枝のように叩たたき折れた。巨大な足が台座を踏ふみ潰つぶし、怪かい獣じゆう映画そのものの様相で檻から這はい出してきた。

「きゃあああああああっ！」

「おわあああああああっ！」

　全速力で逃げ出した。

「どうするの!?　どうするの!?　どうするのーっ!?　どう責任取るつもりよ、ユウヤ!?」

「どうするもこうするもないだろ!?　ほらセラさん、得意の魔術でズドンッとやっつけちゃって下さいよ！　よっ、天才児！　火ゴア属性の申し子！　今が力の見せどころッスよ！」

「無む茶ちや言わないでよ!?　ケルベロスって神話クラスの魔ま獣じゆうなのよ!?　あの個体だって幼体の頃ころに国中総出でやっと捕つかまえたんだから！　成体の今なんて伝説の天使でもいなきゃ倒たおせないわよ!?」

「はあ!?　え、なに？　じゃあまさかこれって国が傾かたむいちゃうくらいのクライシス？　セラ、お前一体どう責任取るつもりなんだ!?」

「こっちの台詞せりふだーっ！　どさくさに紛まぎれて責任転てん嫁かするんじゃないわよ!?」

「はっはーっ、お前の物は俺の物、俺の責任はお前の物！」

「このクズ野郎ーっ！」

　罵ののしり合っていると、ケルベロスが匂においを探さぐるように鼻を鳴らし、三つの頭が同時にこちらをロックオン。足の筋肉が肥大し、一気に駆け出した。床を陥かん没ぼつさせながら重戦車のように追いかけてくる。

　二人は仲良く「「ひぃ!?」」と悲鳴を上げ、さらに全力ダッシュ。

　通路を歩いているカップルの背中が見えた。彼らはまだケルベロスに気づいていない。

「おお、これぞ天の助け！　奴やつらが喰われてるうちに逃にげ延のびよう！」

「だからそれ人としての一線踏み越こえてるから！　──って、あう!?」

　セラがつまずいた。ぺちっと床に転んでしまう。

「ええっ!?　何やってんのお前!?　ドジっ子スキルなんてなかったよな!?」

「いやぁぁぁぁっ!?　置いてかないで、ユウヤーっ！」

「なんで置いてく前提で叫んでんの!?　俺をなんだと思ってんの!?」

　全速力で引き返し、セラを抱き上げ、そのまま再びダッシュ。

「あ、あれっ、助けてくれるの？」

「当たり前だろうがよ!?　お前がピンチになったら何があっても駆けつけるわ！　セラを失ったら俺は生きていけない！」

「ええっ、それってどういう……」

「お前が死んだら誰だれが俺を養ってくれるんだ!?」

「そういう意味よね！　知ってた！」

　慌あわただしくカップルを追い抜ぬく。一いつ瞬しゆん、本当に奴らが喰われてるうちに逃げようかと思ったが、セラが転んだことで距きよ離りが縮まっている。おそらく一いち網もう打だ尽じんだ。

「……ええい、クソ、仕方ない！」

　ユウヤは急停止し、セラを下ろすと、キリッとした顔で振ふり向いた。

「危ないぞ、逃げろ！　いや魔術で防ぼう御ぎよしろッ！」

　鬼き気き迫せまる言葉に反応し、カップルが振り向く。すぐ目の前にケルベロスの獰どう猛もうな牙きばが迫っていた。

「うわああああああっ!?」

「きゃああああああっ!?」

　抱き合って悲鳴を上げるカップル。女子生徒のおっぱいがぐにっと潰れて大変エロい。

　それはさておき、ユウヤの『魔術で防御しろ』という言葉が功を奏した。男子生徒はかなり優ゆう秀しゆうだったようで、とっさに右手を掲かかげていた。

　魔術を行使。周囲に五ご芒ぼう星せいの魔ま法ほう陣じんが現れ、床材の銅が反応。一瞬で寄り集まり、幾き何か学がく的な模様の『銅の壁かべ』が形成される。

　七惑わく星せい・金星イシス属性の魔術だ。金星は銅の使し役えきを司つかさどる。

　ケルベロスの牙が『銅の壁』に当たり、火花が散った。男子生徒は手をかざしたまま喚わめく。

「なんでケルベロスが外に出てるんだ!?　何があったんだ!?」

　ユウヤはすかさず演技派な態度で解説する。

「檻の鎖機能に不備があったんだよ！　そのせいでケルベロスが逃げ、君たちが襲おそわれそうになったところを俺が親切に教えてやったのさ！」

　恩着せがましい台詞に隣となりのセラはドン引き。

「自分がやったくせに、よくいけしゃあしゃあとそんな噓うそ言えるわね……っ。あっ、っていうかケルベロス相手じゃ魔術の盾たてなんて役に立たないわよ!?」

　その危き惧ぐ通り、『銅の壁』に亀き裂れつが入った。そのままケルベロスが体当たりし、壁は粉ふん砕さい。銅の欠片かけらが舞まい、台車の水みず瓶がめが割れ、カップルは腰こしを抜かして床を這う。

「ユウヤ、ここからどうするの!?　ユウヤ……あれっ、いない!?」

　セラは慌てて周囲を見回した。

　すると数メートル先に、空の檻へ潜もぐり込もうとしているユウヤの尻しりがあった。

「なに一人で隠かくれようとしてるのよーっ!?」

　その檻は壁の凹おう凸とつに嵌はめ込むように設置されていた。上部が壁と直結しており、幅はばはケルベロスの頭よりわずかに小さい。ひょっとしたら牙が届かないかもしれない。

「あたしのこと守ってくれるんじゃなかったの!?　っていうか、その檻を見つけたから魔術で時間を稼かせがせたのね。あたしも入れてーっ！」

「オ、オレも！」

「わたしもーっ！」

　セラとカップルもダッシュで檻へ入ってくる。目を剝むくのはユウヤである。

「うわ、なんだお前ら!?　ちょ、馬鹿なの!?　全員来ちゃったら隠れた意味がないだろうが!?」

　案の定、ケルベロスに嗅かぎつけられた。どでかい巨きよ軀くが砲ほう弾だんのように突つっ込んでくる。

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯ──ッ！」

　体当たりを受け、檻全体が揺れた。上部の壁がひび割れ、獰猛な牙が入ってくる。

「う、後ろ！　後ろに逃げて！　ユウヤ、もっと詰つめて！」

「ムリムリムリっ！　これ以上、下がれねえよ！　ってか、俺が潰れるぅ……っ！」

　セラたちが体をぎゅうぎゅう押し込んできて、一番後ろのユウヤは顔の肉が鉄格子からはみ出そうになる。逆側ではケルベロスも顔を突っ込んできていた。手を伸のばせば食いちぎられる距離だ。

「ユウヤ、なんとかならないの!?」

「なんとかしようとしてたっての！　俺がここで時間稼ぎしてる間に、お前らに助けを呼んできてもらう算段だったの！」

「ええっ!?　だったら言ってよ！」

「言う暇ひまもなく入ってきたじゃねえか！」

「次の作戦、次の作戦っ。こんな時こそ、普ふ段だんの悪わる知ぢ恵えを働かせなくてどうするの!?」

「俺は今、鉄格子とディープキスの真っ最中なんだよ！　悪知恵なんか働くか──ん？」

　男子生徒の背中で顔を潰されながら、ユウヤは眉まゆを寄せた。首が変な角度になっているおかげで、妙みようなものが見えた。

　ケルベロスには頭が三つある。真ん中は檻へ顔を突っ込んできていて、右はどうしているのか見えない。だが問題なのは左の頭だ。割れた水瓶を一心不乱に舐なめている。しかもどこか目が虚うつろで、ふらふらしていた。あれはひょっとして……。

「……おい、バカップル！　お前ら、あの水瓶になんとかトカゲの汗あせを入れてたのか!?」

「は？　あ、ああ、ウワバミトカゲの汗さ！」

「二人で頑がん張ばって集めたけど、それがなんなの!?」

「説明してる暇はねえよ。セラ！」

「なあに!?」

　ユウヤはぐぐっと腕うでを伸ばし、天てん井じようを指差す。この檻の上部ではない。魔獣飼育棟とうそのものの天井だ。

「あそこを燃やせ！　手加減無しの全力だ！　天才児の力、見せてみろ！」

「分かった！」

　迷いのない返事だった。セラは両手をかざし、魔術を行使。五芒星の魔法陣が複数展開され、それが歯車のように回り出した。瞬時に発射されたのは、強きよう烈れつな火柱。

　男子生徒と女子生徒が目を見開く。

「火属性の多重展開!?」

「うっそ、火属性って一番扱あつかいが難しいはずなのに……っ」

「ふっ、見たか、バカップル共。これがセラ・マリーベル、俺の嫁よめの力だ！」

「誰が嫁よ!?　ユウヤと結けつ婚こんする気なんてないからね！」

　火柱はケルベロスのすぐ横を駆かけ抜けた。神話クラスというだけあって、毛一つ燃えはしない。だがユウヤの狙ねらいはそこではない。火柱は床ゆかを舐めるように駆け抜けると、直角に曲がり、天井へ突とつ撃げき。

　直後、大だい爆ばく発はつが巻き起こった。鉄の天井がどろどろに融ゆう解かいしていく。そうして開いた穴から大量の液体がこぼれてきた。

「さあ、好きなだけ喰くらいやがれ、犬ッコロ！」

　ケルベロスは爆発に反応し、頭上を向いていた。天井からの液体が馬鹿でかい口に流れ込んでいく。すると、六つの目がグルグルし始めた。

「ケルベロスの様子が……っ」

　セラがそう驚おどろいた直後、魔獣の巨体がゆっくりと傾かしいだ。ふらふらと横よこ倒だおしになっていく。やがて地じ響ひびきを上げ、完全に床へ倒れた。

　ユウヤは「よっしゃあ！」とガッツポーズ。歪ゆがんだ鉄てつ格ごう子しの間を抜け、檻おりの外へ出る。

「ちょ、ちょっとっ、危ないわよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。もうこいつは動けない。酔よっ払ぱらってるからな」

「酔っ払ってる……？　どういうこと？」

「あれ見てみ？」

　ユウヤが指差したのは、割れた水瓶。

「あそこにはトカゲの酒の体液が入ってた。左の頭がそれを舐めてゴキゲンになってたんだ。つまりケルベロスは酒好きで、しかも相当弱い。ヤマタノオロチみたいなもんだな。首の多い怪かい物ぶつのセオリーだ」

「それであたしに天井を燃やさせたの？」

「そゆこと」

　上の階はウワバミトカゲの飼育部屋だと、さっきセラが言っていた。天井の穴からこぼれてきたのは、酒の体液だ。それをしこたま飲み込み、ケルベロスはダウンした。

「よくこんな方法思いついたわね……」

「悪知恵の勝利ってやつだな。ふふん、惚ほれるなよ？　俺に惚れたら火傷やけどするぜ？」

「火傷なんてしないから。あたし、火ゴア属性の魔術師だから」

「え、それプロポーズの遠回しな快かい諾だく？　カモン、マイスウィート・ハニー！」

「違ちがうわよ。調子に乗らないの」

　膝ひざ立だちになって両手を広げると、ぺちっと額を叩たたかれた。

　そうしていると、ふいに天井の穴から丸っこい尻尾しつぽが見え、トカゲのような魔ま獣じゆうが一いつ匹ぴき落ちてきた。女子生徒が「わ、大変っ」と言い手をかざす。魔法陣と共に風が起こり、魔獣が軟なん着ちやく陸りくした。どうやら女子生徒は四大元素の風メア属性だったらしい。

「キュウ？」

　魔獣は不思議そうに首を傾げる。どうやらこいつがウワバミトカゲのようだ。大きさは人間ほどで、形はトカゲっぽい。しかし全体的に着ぐるみのようなファンシーさがある。

　つぶらな瞳ひとみで尻尾を振っている。どうやらケルベロスと違って人ひと懐なつっこいらしい。

　生きる酒さか蔵ぐらが落ちてきたことに気づいたようで、三つの頭がぐぐっと上がった。

「ＧＹＡＯ……っ」

「うおっ!?」

　そばにいたユウヤは腰を抜かしかける。一方、セラたちは危機を察して瞬時に檻へ戻もどった。

「危ないわよー、ユウヤー、逃にげてー」

「そうだぞー、クズくーん」

「頑張れー、クズ野や郎ろうくーん」

「お前ら速そつ攻こう逃げるとか酷ひどくない!?」

　だがケルベロスは襲ってこない。ウワバミトカゲの方へスンスンと鼻を鳴らしているだけだ。恐おそる恐る足先で突いてみるが、やはり立ち上がってはこない。

「……なんだ、まだ動けないのか」

　ユウヤの顔にニヤリと笑えみが広がった。ウワバミトカゲの首根っこを摑つかんで引き寄せ、ケルベロスを見み据すえる。

「おい、犬公。コイツが欲しいのか？」

　どうやら言葉が分かるらしく、ケルベロスは『寄よ越こせ』と言うように低く唸うなった。

「お、なんだその態度は？　欲しいならちゃんとお願いしなきゃダメだろ？　頼たのみごとには態度ってモンがあるんだぜ？」

　グルルッと威い嚇かくするように牙きばを剝いてくる。

　とくに左右の頭の威い圧あつ感かんがすごい。そこでユウヤはウワバミトカゲの腹を撫なでると、比ひ較かく的大人しい真ん中の頭へ体液を振ふりかけた。

「お前は静かにしていて良い子だな。ご褒ほう美びだ。ほれ、たんとお飲み」

　真ん中はすぐさま舌で舐め取り、夢ゆめ心地ごこちのように甘い鳴き声を上げた。黙だまっていないのは左右の頭だ。こっちにも寄越せと言うように唸る。

「お前らも欲しいか？　だったらどうすればいいんだ？」

　ウワバミトカゲの腹を撫でながら焦じらすように言うと、左の頭が態度を変えた。唸るのをやめ、低く頭こうべを垂れる。ユウヤはすぐさま「よーし、良い子だ」と体液を与あたえる。

　今やっているのは、犬をしつける時の『条件付け』だ。元の世界で犬を飼っていたことがあったので、思い出して実じつ践せんしてみた。これが見事にはまった。

　しばらく後、そこにはユウヤとケルベロスが意気投合している姿があった。三つの頭それぞれがくうんくうんと鼻を鳴らしている。

「なーはっはっはっ！　いやしんぼさん共め、ほらこれか！　これが欲しいのか？」

　ユウヤは調子に乗って高笑い。檻の方ではカップルが驚きを通り越こしてドン引きしている。

「噓うそだろ、あいつ、ケルベロスを手て懐なずけてるぞ……」

「あんな飼育の仕方、聞いたことないよ。ケルベロスより怖こわい……っ」

　セラは呆あきれ半分にため息をつく。

「まあ、これで一応、唾だ液えきは採集出来そうね。なんかユウヤがおかしなオモチャを手に入れちゃったみたいで後々心配だけど……」

　魔獣飼育棟にはユウヤの邪じや悪あくな笑い声がいつまでも響いていた。







　黒板へ古文書を投とう影えいし、教師は語る。

「魔術は今から千年前に世界へもたらされた。『神の座』より降臨した天上の存在──天使の手によってな」

　五十代ほどの厳しい顔をした男性教師だ。教室には三十人ほどの生徒たちがおり、皆みな、真ま面じ目めな顔で授業を受けている。教きよう壇だんには水すい晶しようがあり、そこからの光で古文書は投影されていた。

「天からもたらされた術がなぜ魔術なのか？　諸説あるが、魔導特務科の諸君は解答に迷うことはないだろう。最も有力な説を述べよ。ではセラ・マリーベル」

「はい」

　名指しを受け、セラは立ち上がった。

　ケルベロスの唾液はすでにゴーレム科に届け終え、今はこうして自分の魔導特務科で授業を受けている。魔導特務科は特進クラスだ。生徒たちは皆、学生ながらすでに魔術師としての風格を備え始めている。

　なかでもセラは凛りんと際きわ立だっていた。顔立ちは愛らしく、さらりと揺ゆれるブロンドは朝焼けのように美しい。ユウヤといる時は振り回されがちだが、教室の中では優ゆう秀しゆうな生徒である。黒板の古文書に視線を向け、セラは答える。

「天使に与えられた御み業わざが魔術と呼ばれる理由、それは魔術が『魔を滅めつする術』だからです」

　古文書には古いにしえの戦いが文字と絵で語られている。

「千年前、世界は『終しゆう焉えんの竜りゆう』と呼ばれる邪竜によって滅ほろぼされようとしていました。その時、世界を救うために『神の座』から降臨したのが天使たちです。天使たちは人間に邪竜と戦う術すべを与えてくれました。それが魔術です。よって『邪竜という魔を滅する術』という意味で魔術なのだ、というのが今日の最も有力な学説です」

「結構。Ｓ評価の解答だ。座りたまえ」

　教師は鷹おう揚ような頷うなずきで着席を促うながした。

「人類は魔術を振るい、天使の協力もあって、どうにか『終焉の竜』を封ふうじることに成功した。それが今から千年前の出来事だ。竜の眷けん属ぞくたる魔獣は残ったが、それでも今こん日にちまで一定の平和は保たれている」

　教師は教きよう卓たくに乗せられた水晶を撫でる。すると黒板の投影が複数の魔ま法ほう陣じんと相そう克こく図に変わった。

「諸君も知っての通り、魔術は各おの々おのの魂たましいのマナをエネルギーとする。法則に従ってマナで陣を描えがき、出力装置としたものが魔法陣だ。そうして生み出される魔術は四大元素、七惑わく星せい、十二星座の全二十三属性によって構成される。

　まずは四大元素。これは世界の基き盤ばんであり、適性を持つ者は多い。それゆえ極きわめるのが非常に難しい。だが頂点にまで到とう達たつすれば、その術者は文字通り世界の一いつ端たんを解する者となるだろう。火属性の申し子、セラ・マリーベル。この意味において学院は君に非常に期待している」

　普ふ段だん、殊こと更さら厳しいことで有名な教師の評価に教室中で感かん嘆たんの声が上がった。セラは凛り々りしい表情で頭を下げる。

「ご期待に添そえるよう努力します」

　教師は満足そうに頷き、続けた。

「七惑星は天上の星と結び付き、七種の金属を司つかさどる。すなわち金、銀、銅、鉄、水銀、錫すずに鉛なまり。七惑星を極めれば、理論上、対応金属を通して天体の力を得ることが可能だ。しかしあまりに人の身に余るため、現在では非現実的だという考え方が主流となっている。

　一方で七惑星は力を掛かけ合わせることに長たけている。対応金属を触しよく媒ばいとして四大元素や十二星座とも連動出来るのだ。その応用力を利用し、現在は魔道具製造において活かつ躍やくが目覚ましい。この水晶はもちろん、空飛ぶ箒ほうきや人工ゴーレムなど、多くの魔術アイテムは七惑星を基盤として造られている。恒こう常じよう的な魔術文化には欠かせない属性と言えるだろう」

　水晶が撫でられ、黒板に星座のシンボルが映った。

「十二星座についてはいまだ謎なぞが多い。適性者が極きよく端たんに少ないため、体系化出来るほどの研究が成されていないためだ。分かっているのは、十二星座はそれぞれに『神の座』の奇き跡せきを具現するということ。また歴史上、十二星座の使い手たちは誰だれもが大きな成果を残している。十二星座こそが属性の支配者だと謳うたわれた時代もあったほどだ」

　教師は水晶の投影を消し、教壇から生徒たちに目を向けた。

「人は皆、生まれながらに何かしらの属性適性を有している。だが人生においてそれを活用しようとする者は多くない。魔術を修める方法は様々だが、いずれも人並み外れた才能と修練が不可欠なためだ。諸君らはその数少ない求道者の一人というわけだな。

　ここには四大元素の火属性の者もいれば風属性の者もおり、七惑星の土星ホルス属性の者もいれば月ルナ属性の者もいる。十二星座についても三年生に天蠍宮スコーピオ属性の者が一人だけいる。

　それらの属性適性を人は皆、一つしか持ち得ない。一人につき、一つだけだ。火属性の者は研けん鑽さんを積むことで様々に『火』を扱あつかえるようになるが、水や風、水星や太陽、双魚ピスケスや金牛タウロスなど、他ほかの属性魔術を扱えるようにはならない。残ざん酷こくではあるが、これが魔術の根本原理だ」

　教師の視線がぴたりと留まった。

「しかし史上ただ一人、この根本原理を覆くつがえした者がいた。──魔ま導どう剣けん聖せいゼノフィリア。千年前、天使と共に『終焉の竜』を封印した英えい雄ゆうの名だ」

　教師の視線は一点を見つめたまま動かない。セラは怪け訝げんに思って横を向き、そのまま、うわぁ……と頭を抱かかえた。

　ユウヤが隣となりで思いきり居い眠ねむりしていた。机に突つっ伏ぷすならまだしも、座ったまま半目で涎よだれを垂らしている。慌あわてて肘ひじで突つつく。

「ユウヤ、起きなさいよ、ほらっ。授業中よ、授業中っ」

　まったく起きる気配がない。それどころかゆら～と寄りかかってくる。

「ちょ、近っ!?　っていうか汚きたなっ!?　起きてってば、涎つく、涎ーっ」

　セラの悲鳴が響ひびき渡わたり、教師のこめかみに青筋が浮うかんだ。

「ホシノ・ユウヤ！」

「おお!?　な、なんだ!?　飯か？　放課後か？　それとも俺の時代か!?」

　大声で名前を呼ばれ、反射的に立ち上がった。しかしまだ寝ねぼけている。瞼まぶたも半開きで夢ゆめ現うつつだ。そんなユウヤへ、教師は厳格に授業を続ける。

「千年前に『終焉の竜』を封じた英雄・魔導剣聖ゼノフィリア。魔術の根本原理を超こえた彼の特性を一言で答えよ」

「へ？　え、なに？　マドーケンセー？」

　どうやら授業で当てられたらしい。だが問題を聞いていなかった。

　目を瞬またたいているとセラが「仕方ないわね、もう……っ」と小声で答えを教えてくれる。しかし頰ほおになぜか涎がついていた。飛び級の天才児ともあろう者が居眠りでもしていたらしい。まったく嘆なげかわしい限りである。

「なになに……？　ニジュウーサン？　ゾクセイモチ？　……ああ、そういう話か」

　ようやく状じよう況きようを理解し、ユウヤは咳せき払ばらいする。そしてキリッとした顔でいけしゃあしゃあと答えた。

「二十三属性持ちです。伝説の英雄・魔導剣聖ゼノフィリアは一人一つしか使えないはずの属性を全部使えました」

「そう、二十三属性持ちだ。ホシノ・ユウヤ。君と同じでな」

「いやぁ、照れるなぁ」

「褒ほめてなどいなーいッ！」

　とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。教師の怒ど声せいが教室中に木霊こだまする。

「ホシノ・ユウヤ！　魔導剣聖と同等の資質を持ちながら、日々のその自じ堕だ落らくな態度はなんだ!?　このザインダレス魔導学院は魔導剣聖に並ぶような英雄を育てることを教育理念とした学び舎や。君が入学してきた時、我々教師陣がどれほど沸わいたことか。なぜもっとやる気を出さない!?　期待には応こたえるのが魔術師の道だ！」

「やー、まー……俺も最初はばりばりやる気だったんスけどね」

　異世界召しよう喚かんされてきた時、チート能力や特とく殊しゆ技能の兆きざしは確かにあった。

　それが二十三属性持ちという特性だ。

　この世界では一人一種類の属性しか使えない。よって複数の属性が入り乱れる大規模魔術や、複雑な魔道具を造る時には、何人もの魔術師で力を合わせ、時間を掛けて儀ぎ式しきを行わなければならない。

　しかし二十三属性持ちはそれをたった一人で可能にする。大規模魔術も魔道具製造も思いのままだ。事によっては一個人で一国の魔術師大隊と同等以上の力になるという。

　だがユウヤはそんな存在にはなれなかった。

「俺、聖剣抜ぬけなかったしなー……」

　死んだ目で窓の方を見る。縦長の窓の向こうには学院の中庭が見え、その一部は小さな森になっている。

　学院の六大名所の一つ、ゼノフィリアの森だ。柔やわらかな木こ漏もれ日の下には、古い千年岩があり、聖剣アースロンドが突き立てられている。かつて魔導剣聖が振ふるったという伝説の剣だ。

　お約束というかなんというか聖剣はこれまで誰にも抜けず、『魔導剣聖の後こう継けい者しやだけが抜ける』と語り継つがれていた。

　そこに入学してきた二十三属性持ちのホシノ・ユウヤ。

　セラの飛び級は百年ぶりだが、ユウヤの二十三属性持ちは実に千年ぶりである。

　当然、学院中が期待した。ユウヤ自身も自分なら聖剣を抜けると思っていた。

　しかし結果は散々だった。

　多くの生徒や教師たちが見守るなか、ユウヤは聖剣アースロンドに挑ちよう戦せんし、五時間粘ねばった挙句、結局一ミリたりとも動かせなかった。

　さらにはその後、魔術自体が使えないということまで判明した。適性はあるはずだし、最初はきちんと勉強もしていたのに、なぜかまったく魔術が発動しない。どの属性魔術を試ためしてもピクリとも魔法陣が現れなかった。

　あんまり頭にきたので、ある夜、ゼノフィリアの森に忍しのび込み、聖剣に女性器マークをしこたま描かき込んでやった。後日、教師陣の魔術で犯人だと特定され、見事にお縄なわ。

　おかげで今では学院でも有名なクズ野や郎ろうである。ユウヤ自身もやる気を失い、今では見事な学院のお荷物となっている。

「考えてみりゃ、聖剣抜けなかったとこからケチがついたんだよな。やっぱみんなあの聖剣が悪い気がする。せんせー、ちょっと行って、もっかいラクガキしてきていいですか」

　セラの筆箱から魔道具のマジックを拝借し、きゅぽんっとキャップを外す。だが、

「いいわけあるか、馬ば鹿か者ものーっ！」

　教師の怒声と共に、土属性のチョークが飛来。ユウヤの眉み間けんに直ちよく撃げきし、第二次『聖剣にまさかの卑ひ猥わいなラクガキ事件』は物の見事に阻そ止しされた。







「イテテ……ちくしょう、思いっきりチョークぶつけやがって。俺の頭、平気？　穴とか開いてない？」

　昼休み。生徒たちでごった返している、学院の学食。

　長テーブルの席の一つに座り、ユウヤは額をセラに見せた。

「んー、ユウヤの場合、元から平気じゃないし、脳みそがこぼれちゃってるようなものだし、大だい丈じよう夫ぶだと思うわよ？」

「あら？　なんかトゲのあるお返事。どうした、セラ。機き嫌げん悪い？」

「授業が終わった後、どうしてあたしがずーっと顔洗ってたのか、自分の胸に訊きいてみてね？」

　何やら迫はく力りよく満点の笑え顔がおで睨にらまれる。

　……授業の後……顔を洗う……あ、なんとなく分かった。

「居眠りして涎垂らしたから、恥はずかしかったんだな。……ごめん、セラ。俺、ちょっとデリカシーが足りなかった」

「なんなの、その斜ななめ四十五度の反省。あたし寝てないから。寝てたのユウヤだから」

「次にセラが寝てたら、俺が絶対起こしてやるからな」

「だーかーらー……はあ、まあいいわ。次は絶対寝かさないから。教育係の名に懸かけて」

「まあまあセラさんや。とりあえずこれでも食べてご機嫌直して下さいよ」

　二人のまえには同じメニューが並んでいる。食堂の伝説のメニューが即そく切れしていたので『おばちゃんのあんまりススメない・普ふ通つうのＡ定食』だ。

　トレイに載のっているのは、チキンの照り焼き、グリーンサラダ、ビーンズスープ、乾かんパン、プリンというオーソドックスなラインナップである。

「ほら、俺の奢おごり。ケルベロスの課題が上手うまくいったお祝いとお礼」

「もともとあたしのお金でしょーが」

「気持ちよ、気持ち。セラには日々お世話になってるからな。いつもありがとう」

「ふーん、まあ珍めずらしく殊しゆ勝しようじゃない」

「何を仰おつしやる。オールウェイズ殊勝＆謙けん虚きよが売りのホシノ・ユウヤでございますよ？」

「ま、確かに今日の課題は上手くいったしね。とりあえず退学も回かい避ひ出来たはずだし、よくやったと思う。特別に百点あげる」

「おお、セラに褒めてもらうと生きる希望が湧わいてくるぜ」

「そんな調子いいこと言っても何も出ないよ？」

「じゃあ、こっちからは出そう。俺の分のプリンもどうぞ。たんとお食べ」

「え、いいの？」

「もちろんだ。愛の証あかしに」

「……そこはお礼の証って言ってもらわないと、受け取りづらいんだけど」

「愛の！　証だ！」

「うー……」

　差し出されたプリンをじっと見つめ、煩はん悶もんする十二歳。大きな瞳ひとみがプリンとユウヤを行き来する。だがプリンの誘ゆう惑わくには勝てなかったらしい。

「悔くやしいけど、今だけ愛されてあげるっ」

　テーブルに身を乗り出し、プリンをゲット。

「ふっ、愛してるぜ、セラ」

「はいはい、あたしも愛してるわ」

　そうしてＡ定食を平らげ、セラも二人分のプリンを食べ終えた頃ころだ。ふいに校内放送が流れた。魔ま道どう具ぐを用いた増ぞう幅ふく音声である。

「『魔導特務科二年一組セラ・マリーベル、同じくホシノ・ユウヤ。ラグニア学院長がお呼びです。至急、中ちゆう央おう棟とう・学院長室まできて下さい』」

　二人は同時に首を傾かしげた。

「なんだ？　学院長からの呼び出し？」

「何かしら？　ケルベロスの課題もちゃんと達成したのに」

　すると横をさっきのカップルが通った。こちらに気づいて、男子生徒が手を上げる。

「お、クズ野郎くんと飛び級ちゃん。あー、やっぱり呼び出し食くらったか」

　正直、リア充じゆうと関かかわりたくはなかったが、何か知ってる口ぶりだったので、ユウヤはセラの方を見る。訊いてみて？　と。

　自分で訊きなさいよ……という顔をしつつ、面めん倒どう見みのいい彼女は応じてくれた。

「やっぱりってどういうこと？　何か知ってるの？」

　答えたのは女子生徒の方だった。おっぱいをトレイで支えつつ、気軽に言う。

「ほら、ウチのゴーレム科に樽たる詰づめの唾だ液えき届けてくれたじゃん？」

「うん、ユウヤと二人で届けたけど」

「あれ、役に立たなかった。なんか成分がアルコール塗まみれだったらしくて、作ったゴーレムがいきなり踊おどり出してもう爆ばく笑しよう」

「「え」」

「小太り先生がカンカンで超ちようウケたよ。『今度こそあの落ちこぼれは退学だ！』って」

「「ええっ!?」」

　ユウヤとセラは顔を見合わせる。

「おいちょっと待て、じゃあ今の呼び出しって……」

「……そういうことよね」

　さぁーっと青ざめた。カップルに「これよろしく！」とトレイを預けると、二人は学院長室目指して一目散に駆かけ出した。







　中央棟の学院長室。

　床ゆかには深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれ、来客用のソファーとテーブルが置かれている。棚たなに保管されているのは高級な魔導宝石や儀ぎ式しき箒ぼうきの数々。壁かべにはいくつもの額がく縁ぶちがあり、歴代学院長の肖しよう像ぞう画がが飾かざられている。

　そんな部屋の扉とびらが今、勢いよく開かれた。入ってきたのは無論、ユウヤとセラである。

「うおい、学院長！　呼ばれたからきたけど、なんの御ご用ようですかね!?」

「まさかユウヤが退学とかそういう話じゃないわよね!?　あたしの単位、どうなるの!?」

　ドタバタと入ってきた二人だったが、一歩入った途と端たん、その勢いは急停止。

「「酒くさっ!?」」

　濃のう厚こうなアルコール臭しゆうに鼻と喉のどをやられ、むせ返る。

「あら～、ユウヤ君とセラちゃんじゃないの。いらっしゃ～い」

　歓かん迎げいの言葉と共に、ワイングラスが掲かかげられた。

　ほろ酔よいの美女がソファーに寝ねっ転がっている。バレッタでまとめた髪かみは解ほつれ、スーツに似たローブは着き崩くずれていた。めくれ上がったスカートからはガーターベルトが覗のぞき、胸むな元もとからは巨きよ乳にゆうがこぼれかかっている。応接テーブルには空になったワインボトルの山。

　この酔っ払ぱらい美女が魔導学院のトップ、ステノ・ラグニア学院長である。

「あのね～、ユウヤ君とセラちゃん、放送聞いたらすぐ来るだろうと思って、とっておきの高級酒を出しておいたの。アンフォレスト王国名産のロマ・フォール三十年物！」

「……いや学院長。俺ら学生で酒飲めねえから。ってかセラなんて十二歳だから」

「そう！　途と中ちゆうでそのことに気づいたの。だからこれはもう私が飲んであげちゃうしかないなぁ。しょうがないなぁ、と思って。ちょこちょこ飲み始めて、それで気づいたら……ぜーんぶ空けちゃいましたぁ！」

　どやっ、という顔でテーブルの空ボトルを示す学院長。美人だが、どうしようもないお姉さんだった。正直、ユウヤはこの人が苦手だ。

「あー……セラ、どうにかして下さい。お前と学院長って昔ながらの知り合いなんだろ」

　詳くわしく聞いたことはないが、このラグニア学院長とセラは旧知の仲らしい。半年前、セラをユウヤの教育係にしたのも学院長である。よってセラならこの酔っ払いをなんとか出来ると思ったのだが……。

「あれ？　いない？」

　セラが忽こつ然ぜんと姿を消していた。隣となりにいたはずなのに、どこにもいない。するとソファーの方で学院長が舌なめずりをした。

「あら～？　セラちゃんってば気を利きかせてくれたのね」

　そう言った途端、猫ねこのようなしなやかさで立ち上がってきたかと思うと、

「は？　気を利かせたってどういう意──味っ!?」

　いきなり壁ドンされた。一いつ瞬しゆんにして壁かべ際ぎわに追い詰つめられ、顔の横で学院長の腕うでが壁を叩たたいている。赤い唇くちびるが煽せん情じよう的に吐と息いきをこぼした。

「ユウヤ君はお酒を飲んだことあるかしらぁ？」

「あ、あるわけないっての。教師が何言ってんだっ」

「あのね～？　大人の人ってね、お酒を飲むと色々悪い癖くせが出てきちゃうの。泣き出しちゃったりとか笑い出しちゃったりとかね。お姉さんの場合は……したくなっちゃうのぉ」

「し、したくなっちゃうって……何を？」

　と言いつつ、目のやり場に困った。胸元のガードがゆるゆるで、谷間がくっきりはっきり見えている。ブラっぽい下着も覗いていた。視線に気づき、学院長がにまぁと笑む。

「何ってもちろん……、────に決まってるじゃない」

　一発アウトの放送禁止用語だった。ドン引きするユウヤの前で、ほろ酔いの美女はとろんとした目でだらしなく笑う。

「うふふ、とくに若い子がほしくなっちゃうのよねえ。だ、か、ら～、しましょ♪」

　一気にしな垂れ掛かかってきた。

「いやいやいや、いかんでしょう……っ!?」

「ふっふっふ、良いではないか良いではないか～」

　生き娘むすめのように怯おびえるユウヤ。悪代官のように迫せまってくる学院長。そうしていよいよ押し倒たおされた、その瞬間──バシャァッと水が降ってきた。

「はい、そこまで。とっとと素面しらふに戻もどりなさい、ラグニア」

　セラが空になったバケツを抱かかえていた。廊ろう下かの水道で汲くんできたらしい。
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　ユウヤは素す早ばやく学院長の下から抜ぬけ出し、セラの背中に隠かくれる。

「た、たたた、助かったぜ、セラ。危あやうく痴ち女じよに喰くわれるところだった。超ちよう怖こわかった！」

「ラグニアは酔っ払うといつもこうなのよ。そのくせお酒好きだから困ったもんだわ。でも……ユウヤは迫られて喜ぶかと思ったけど？」

「生々しいエロは怖い！　セラみたいに邪じや険けんにしてくれるぐらいがちょうどいい！」

「本当、口だけのヘタレね……」

　学院長はユウヤを押し倒した姿勢のまま、ぽたぽたと髪から雫しずくを垂らしていた。だがふいに顔を上げると、服を整え、すたすたと部屋奥の執しつ務む机に向かう。颯さつ爽そうと椅い子すに座り、置いてあった知的なメガネを掛け、何事もなかったかのように凛り々りしく笑った。

「よくきたわね、二人とも。呼び出しの件ね？　じゃあ、ちょっと話し合いをしましょうか」

「おい、なんだこの人！　いきなり真ま面じ目め面してるぞ!?」

「酔いが醒さめたのよ。水被かぶると素面に戻るから」

「こんなのが学院長で大だい丈じよう夫ぶなのかよ、この学院」

「まあ、あれでも魔術師としては一流だから……」

「しょうがないのよ～」

　誤ご魔ま化かすのは無理と悟さとったのか、学院長は軽い口調に戻り、肩かたを竦すくめた。

「学院長の仕事って何かと大変だから飲まなきゃやってられないの。たまに羽目を外すのも社会で上手うまくやってくコツよ？」

「それで酔っ払って生徒を襲おそうとか、羽目外すどころか道外れかかってると思うぞ」

「だいじょーぶだいじょーぶ、言わなきゃバレないし、バレても握にぎり潰つぶすから」

　ぐっと拳こぶしを握り、学院長は黒い笑えみを浮うかべる。本当にどうしようもないお姉さんだった。

「セラ。俺、この人、本気で苦手だ……」

「大丈夫、ラグニアのこと得意な人はあんまりいないから……」

「それで呼び出しの件なんだけどね？」

　こっちの気も知らず、学院長はとんでもないことをあっけらかんと告げた。

「ユウヤ君は退学♪　セラちゃんは単位不十分で留年ね？」

「「ちょお!?」」

　二人揃そろって駆け寄った。

「いきなり過ぎんだろ!?　なんでそうなる!?」

「もうちょっと順序があるでしょ!?　っていうか、あたしを巻き込まないで！」

「えー、だってー」

　学院長はかったるそうに頰ほお杖づえをつく。

「今回の課題、失敗したんでしょ？　二人の運んだ唾液、使い物にならなかったってゴーレム科から連れん絡らくがきたわよ。ゴーレムが酔っ払っていきなりランバダ踊りだしたとか」

「ぐ……っ、それは俺もさっきゴーレム科の生徒に聞いたけどさ」

「真ま面じ目めな先生たちがみんなうるさいのよぉ。あの落ちこぼれをいつまで学院に置いとく気なんだ、って。なだめるのも疲つかれてきたし、だったらもう退学でいいかなって」

「軽っ!?　若者の前ぜん途とが懸かかってんですけど!?」

「まあ、あとはそうねえ……。──魔ま獣じゆう飼育棟とうの天てん井じよう？」

　ギクッとした。学院長の笑みからかったるさが消え、凄すごみが増していく。

「なぜだか溶よう解かいして大穴開いてるらしいんだけど、二人とも心当たりはないかしら？　修しゆう繕ぜん費ひ、だいぶお高くつくんだけど？　それこそ飲まなきゃやってられないくらいにね」

　ユウヤは「ふっ」とニヒルに笑った。大げさに腕を一回転し、隣のセラを指差す。

「こいつがやりました」

「ちょっとぉ!?　ユウヤがやれって言ったんでしょ!?」

　抗こう議ぎするセラの肩を摑つかみ、耳元でつぶやく。

「まあまあまあ、俺が退学しちゃったらさ、セラだって単位で困るだろ？　だからここは一つ！　涙なみだを吞のむのもアリではなかろうか！」

「無しよ、無し！　そりゃ魔術使ったのはあたしだけど、もともとはユウヤがケルベロス逃にがしちゃったのが原因でしょーが！」

「おま、それを言っちゃあお終しまいだろうが!?」

「それ言わなきゃ始まんないでしょーっ」

「あー、やっぱりキミたちの仕し業わざだったのね？」

　ドスの利いた声で言われ、二人はビクッと直立不動。一流の魔術師というだけあって、威い圧あつ感かんが半はん端ぱなかった。さっきまで酔いどれだったとは思えない凄みである。

　ユウヤは冷や汗あせをかきながら高速で打算する。唾液や天井の大穴、学院長のお怒いかり、これらを考こう慮りよし、最も被ひ害がいの少ない道は何か。

「分かった」

　答えを見み出いだし、ユウヤは姿勢を正した。

「俺、退学します」

「え、ユウヤ!?」

「あら、素す直なお。本気？」

「はい、これ以上学院に迷めい惑わくは掛けられないです。半年間、お世話になりました」

「意外に潔いさぎよいのねえ。でも学院を出て、その後いくところはあるの？」

　ユウヤは堂々と胸を張った。

「俺、今日から寮りようのセラの部屋に住みます」

「はいっ!?」

「まあ！　セラちゃん、いつの間にユウヤ君とそんな仲に？」

「なってない！　なってないから！」

　一転して学院長の目が輝かがやいた。このお姉さん、酒だけではなく恋こいバナも好きらしい。

「そっかそっか、セラちゃんもついに覚かく悟ごを決めたのね。ちょっと早いかもだけど、お姉さん、祝福するわ」

「だから違ちがうから！　何言ってるの、ラグニア!?」

「でもそうなると、ユウヤ君をこのまま退学にするのも気が引けるわねえ。お姉さん、融ゆう通ずうの利かない姑しゆうとめとかにはなりたくないし」

「聞いてってば！　なんか外そと堀ぼりから埋うまっていく感じが怖い！」

　セラが全力で抗議するも学院長は聞く耳持たず。椅子から立ち上がる。

「よし、分かりました。ユウヤ君、あと一回だけチャンスをあげましょう」

「うん？　チャンス？」

「ええ、高難易度の特務課題を与あたえます。これを達成出来たら退学を取り消してあげてもいいわ。真面目な先生方も私が黙だまらせてあげる」

　執務机後ろのカーテンがさっと引かれた。窓の向こうに見えるのは美しい王都の景色。

　煉れん瓦が造りの整然とした街並みが続き、その中心に建っているのは白はく亜あの城──この国の王族が住まう、アンフォレスト城だ。

　城を指差し、学院長はにこっと微笑ほほえむ。城と美女。美しい絵え面づらだったが、紡つむがれた言葉はトンデモだった。

「ユウヤ君、天使を捜さがしてきて」

「は？」

「そのためにあの城へ潜せん入にゆうしてきてほしいの」

「はあ!?」

　意味が分からない。天使？　城に潜入？　どういうこった？

　啞あ然ぜんとしていると、セラが横から口を出した。ずいぶん切せつ迫ぱくした声だった。

「まさかラグニア、最初からそのつもりで……っ」

「んー、なんのことかしら？」

「まだ早いわ！　熾し天てん使しだってまだ目覚めてないのに」

「あの時とは違うでしょう？　それに善は急げよ。手て遅おくれになったら終わりなんだから」

「それはそうだけど……」

　何やら意味不明な会話だった。よく分からないので、とりあえず挙手してみた。

「せんせー」

「はい、ユウヤ君」

「一から十までさっぱり分かりません」

「んー、落第生っ。でもお姉さん、そういうの燃えてきちゃう」

「そこはせめて教師として燃えなさいよ……」

　セラのつぶやきを聞き流し、学院長はメガネを軽く押し上げる。

「さて、じゃあどこから話しましょうかね。……ユウヤ君、千年前の戦いについては理解してる？」

「えーと邪悪な竜りゆうが世界を滅ほろぼそうとして、天使がきて……人間に魔術を教えてくれた。人間のなかで一番強くなった英えい雄ゆうが魔導剣けん聖せい。その魔導剣聖と天使で邪竜を封ふう印いんしてめでたしめでたし。みたいな？」

「正解。ちなみに世界が平和になった後、魔導剣聖は後進のために学び舎やを設立したの。それがここザインダレス魔導学院よ」

「ほほう」

　だから魔導剣聖のような英雄を育てるのが教育理念なのか、と少し納なつ得とくした。

「ここでユウヤ君に問題。『終しゆう焉えんの竜』を封じた後、天使たちはどうなったでしょう？」

「？　お空に帰ったとかじゃないのか？」

「不正解。天使たちは『神の座』には帰き還かんしなかった。そうしたかったんでしょうけど出来なかった。諸説あるけど、邪竜との戦いで傷つき過ぎたのが原因らしいわ。だから天使たちは人間の魂たましいに同化したの。人間として転生を繰くり返すことで、マナの霊れい的てき質の回復を目指したのね」

「人間として転生……？」

　ふむ、とユウヤは思案する。

「じゃあ、ひょっとして……俺のまわりにも天使の生まれ変わりがいたりとか？」

「お、優ゆう秀しゆう。ハイ、ここで話は戻ります」

　学院長は指をくるりと回して窓の向こうを示す。そこにあるのは白亜の城。

「アンフォレスト王国第一王女、クローディア・リン・アンフォレスト姫ひめ。彼女が天使の生まれ変わりの一人ではないかと、我が学院は睨にらんでいます」

　ぽんっとユウヤは手を叩たたく。話が繫つながった。それも大変面めん倒どうくさい方向に。

「……だから城に潜入して確かく認にんしてこい、と？」

「せいかーい♪　だってまさか王族相手に『あなたは天使ですか？』なんて訊きけないでしょう？」

「意図は分かった。けど理由が分からんです。なんでそんな面倒くさいことを？」

「んー、そうね、確かにとても面倒くさいことだわ」

　学院長は苦笑いを浮かべると、グラスへワインを注いだ。執しつ務む机にも酒が常備されていた。また飲むのかよ、と思ったが、止める暇ひまも無かった。

　学院長はグラスのなかの赤色を見つめながら言う。

「──実はね、この世界はもう少しで滅びてしまうの。かつて封じた『終焉の竜』が復活してしまうから」

「セラ、酔よっ払ぱらいが何か言い始めたぞ」

「…………」

「セラ？」

　またバケツを頼たのむという意味で言ったのだが、返事がなかった。少女はどこか神しん妙みような顔で黙っている。その間に学院長は二杯はい目めを注ぎ、話を続けた。

「魔導剣聖ゼノフィリアは予言を残したわ。──千年後、封印は解とかれ、『終焉の竜』は蘇よみがえる。その時、自分の後こう継けい者しやと天使の生まれ変わりたちが立ち向かうだろう、とね。その千年後っていうのが……まあ今よね。だから学院は天使の生まれ変わりたちを捜してるの。せめて邪じや竜りゆうに対たい抗こう出来る手段として」

「…………」

　酒を飲んでいる学院長の言葉を信じるかどうかはともかく、セラの表情がずっと硬かたい。そこに信しん憑ぴよう性せいを感じて、ユウヤはしばし考える。

　もし今の話が本当なら大おお事ごとだ。なぜなら聖剣はいまだに抜ぬかれておらず、魔導剣聖の後継者は現れていない。予言通りに『終焉の竜』が復活しても、対抗出来る英雄がいないのだ。確かに天使の生まれ変わりでも見つけないことにはどうにもならないだろう。

　ユウヤの視線に気づいたのか、セラが顔を上げる。迷うような声で言った。

「魔導剣聖が予言を残したのは本当よ。学院が天使の生まれ変わりの少女──転生者を捜してるのも本当。あたしも手伝ったことがある」

　学院長が言葉を引き継つぐ。

「過去、私たちは何人かの転生者を見つけたわ。天使の位階ごとに言えば、たとえば智ち天てん使し、座ざ天てん使し、力りき天てん使し。けれどまだ足りない。転生者の数も、それを捜す人員も圧あつ倒とう的に足りないの。だから今回の城の調査は君に任せるわ、ユウヤ君。クローディア姫はおそらく権けん天てん使しの転生者よ。それを確認してきてほしいの。行ってくれるわね？」

　グラスが執務机に置かれ、有う無むを言わせぬ視線が見つめてくる。




「天使を見つけてきて。この世界を救うために」




　ユウヤは視線を正面から受け止めた。

　そして表情を引き締しめ、答える。

「断固拒きよ否ひします！　こんな世界、滅びてほしいくらいだし」

　途と端たん、セラが『ああ、言うと思った……』という顔をした。シリアスな空気が霧む散さんし、さすがの学院長も顔が引きつり、メガネがずり下がっていた。

「ほ、本気で言ってるのかしら……？」

「本気も本気。世界救う、ダメゼッタイ」

　ユウヤは気け怠だるく頭をかく。

「それに超ちよう面倒くさそうだし。流れで説明聞いちゃったけど、俺、もう退学でオッケーなんで。だってセラの部屋に転がり込むし」

「いやこのままだと世界滅んじゃうのよ？　そしたらユウヤ君も困るでしょ？」

「まあ実際本当に滅びたら困るけど……でもほら学院長とかいろんな人が頑がん張ばってるんでしょ？　だからきっとなんとかなるって！　世界の行く末なんてでかい話はそれに相応ふさわしい皆みな様さまにお任せします。というわけで学院長先生、今日までお世話になりました」

　頭を下げ、颯さつ爽そうとセラの手を取る。

「さあ行こう、ハニー。俺たちの明るい明日あしたが待ってるぜ！」

「はっ!?　その明日、あたしには真っ暗なんだけど!?」

　セラはとてつもない危機に見み舞まわれた顔で踏ふみ止とどまろうとする。だがここぞというところで押しに弱いのは知っている。

「セラ、俺にはお前しかいないんだ……っ」

「──っ！　な、何よそれ。そんなこと言われたって、あたし、困るし……っ」

　と、口では言いつつ、ズルズルと引き摺ずられ始める。やはり生きつ粋すいの堕だメンズウォーカー幼女だった。しかし部屋から出る寸前、学院長が頑と譲ゆずらぬ口調で告げた。

「認めません」

　メガネをすちゃっと上げ、教育者は立ち上がる。

「不純異性交遊を助長するような同どう棲せいは、学院の総力を挙げて断固阻そ止しします！」

「な……っ」

　扉とびら前で絶句し、振ふり向く。

「どの口が言うんだよ!?　ってか不純異性交遊なんてするわけねえだろ!?　ちゃんとセラが大人になるまで待つわ！　だって条例とか怖こええし！」

「ふふ、残念ね、ユウヤ君。物事の善悪を決めるのはいつだって権力者なのよ。学院の権力者は誰だれ？　そう、私、ステノ・ラグニア学院長お姉さんよ！　キミがセラちゃんの部屋に入った瞬しゆん間かん、学院はセラちゃんが汚けがされたものと判断します！」

「おおい!?　完全に冤えん罪ざいだろーが!?　それが大人のやることか!?」

「あーはっはっはっ、むしろこれが大人のやることよーっ！」

「ちくしょう……っ。汚ねえ、大人は汚ねえよ……っ！　俺は何があったってセラを汚したりなんてしねえのに……っ」

「いや、今まさに汚きたない年長者たちのせいで、あたしの心が汚されてるんだけど……？」

　セラの瞳ひとみからハイライトが消えていくなか、ユウヤは退路を断たたれ、結局その後、学院長の課題に挑ちよう戦せんすることになった。

　出発は三日後。目的はクローディア姫の転生者調査。目指すはこの国の中心、アンフォレスト城である。








二章　《星を照覧する者》の復活






　学院のあるアンフォレスト王国。その王都の中心に城は位置している。

　煉れん瓦が造りの城下町を真っ直すぐ抜けると、外そと堀ぼりが現れ、橋が架かかっている。それを渡わたった先に城の正門がある。外堀は広く、湖に城があるような光景だった。

　衛兵に守られた正門を抜けると、目の前に大庭園が広がる。美しい花々が咲さき乱れるなか、左側には騎き士し団宿舎、右側には宮きゆう廷てい教会が建っていた。

　正面、庭園の中央路の先にあるのが、雪のように白い城館。壁へき面めんには精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされ、無数の尖せん塔とうが空を目指すように伸のびている。

　学院長から課題を言い渡されて三日後、ユウヤとセラはそれぞれ執しつ事じとメイドに扮ふんし、アンフォレスト城にやってきていた。

　今は謁えつ見けんの間への廊ろう下かを歩いている。壁かべにはアーチ状の模様が描えがかれ、要所要所に彫ちよう刻こくや絵画が飾かざられていた。先導しているのは熟練の老執事とメイド長。その後ろを歩きながら、ユウヤはテンション高くキョロキョロしている。

「はぁ、すっげ。本物の城だぜ、城。なあなあ、セラ。あの辺のキラキラした飾りとか一個ぐらいもらってってもバレねえかな？」

「やめなさいったら。普ふ通つうに窃せつ盗とうよ」

「そっかー、見つかったらクビになっちゃうもんな」

「クビどころか斬ざん首しゆよ、斬首」

「うげ、そりゃそうか」

　首を竦すくめ、ユウヤは執事服の襟えりを摘つまむ。

「しっかしよく潜もぐり込めたよな。城なんてそう簡単に入れるもんなん？　自分で言うのもなんだけど、俺、ぜんぜん似合ってないよね。執事っぽさとか微み塵じんも漂ただよってないぞ」

　執事服は学院が用意してくれたのだが、見るからに高級品で、馬子にも衣い装しよう状態になっていた。

「その辺は学院の力ね。卒業生の魔ま術じゆつ師しが色んなところにいるから、各地で結構融ゆう通ずうが利きくの」

「ははあ、ちょっとした秘密結社みたいだな」

「一応、あたしたちは使用人ギルドからの紹しよう介かいってことになってるからそのつもりでね」

「ういうい。それはいいけど、セラも一いつ緒しよにきて良かったのか？　退学取り消す代わりに特務課題やれって言われたの、俺だけだろ？」

「あたしはユウヤの教育係だもの。ラグニアは最初からあたしを同行させるつもりだったわよ。それにユウヤ一人じゃ心配でたまらないし。学院で待ってたら不安でおかしくなっちゃうわ」

「おー、愛を感じる」

「責任感よ、責任感」

　ユウヤが執事服なように、セラもメイド服を着ている。

　小ちっちゃな体にきっかりした仕事着で、アンバランスな魅み力りよくが大変尊い。メイドカチューシャもさらさらのブロンドによく映はえる。まじまじと見つめ、ユウヤは親指を立てた。

「似合ってるぜ、セラ。世界一可愛かわいい」

「はいはい、ありがと」

　さらりと受け流された。腰こしにはいつものポシェットをしており、セラはそこからメモ帳を取り出す。魔術師っぽい蔦つた模様のメモ張だった。それを見ながら嚙かんで含ふくめるように言う。

「いい？　これからあたしたちがやらなきゃならないのは、まず『お姫ひめ様さまに会って仲良くなること』。それが正解のルートよ。肝きもに銘めいじておいて」

　微び妙みように変な言い回しだったが、『真ま面じ目めにやれ』という意味なのは分かるので「りょーかい」と素す直なおに頷うなずいた。

　しばらくすると、廊下の先に大きな扉が現れた。金や銀で縁ふち取どられ、アンフォレスト王国の紋もん章しようが彫ほられている。左右には甲かつ冑ちゆうの騎士が門番をしていた。

　老執事が足を止め、振り返る。白しら髪がの似合う執事は厳おごそかに告げた。

「ここが謁見の間だ。お前たちはこれからクローディア様の暮らす宮廷内で働くことになる。よって姫様ご自身のお計らいで、お前たちにご挨あい拶さつの時間を下さった。決して粗そ相そうのないようにな」

「ういッス。適当に上手うまいことやります」

「適当にするな。しっかりご挨拶をしろ」

「ういッス。しっかりやり過ごします」

「緊きん張ちよう感かんのない男だな……」

　老執事は呆あきれた顔をする。だがとくに咎とがめようとはしなかった。大扉に目をやり、深く皺しわの刻まれたまなじりを下げる。

「まあいい。あの姫様に対しては、ひょっとすると……お前のような気の抜けた使用人の方がいいのかもしれん」

「？　どういう意味ッスか？」

「先に言っておこう。宮廷付きの使用人は次々に替かわり、この数か月ですでに百人近くが職を離はなれている」

「は？　百人も？　なんでまた？」

　ユウヤが怪け訝げんがると、熟女のメイド長が苦々しく答えた。

「悪あく魔ま憑つきだからだよ」

「あ、悪魔憑きぃ？」

　また大おお仰ぎような単語が出てきた。メイド長は渋じゆう面めんを作って続ける。

「あの方の心はすでにここには無いんだ。昔は物静かで淑しとやかな姫様だったのに……あの方はある日突とつ然ぜん、変わってしまわれた。口を開けば、不可思議な言葉を延々と並べたてるばかり。誰も意味を理解出来ない。皆みな、恐おそれて逃にげていったのさ。悪魔憑きのそばにはいられないとね」

　王族を評するものとしては、おそらく相当に無礼な物言いだろう。

　だが老執事も門番の騎士たちもメイド長を咎める様子はない。まるで同意するように沈ちん黙もくしている。ユウヤは眉まゆを八の字にした。

「なんか……聞いてた話とだいぶ違ちがうぞ、これ」

　天使を捜さがしにきたのに悪魔憑きとはこれ如何いかに。相当面めん倒どうくさそうな気配がする。

「俺ちょっと用事思い出しました。一瞬失礼します。すぐ戻もどりますんで」

　しゅたっと手を上げ、まわれ右。そのまま歩き出そうとしたところ、セラに腕うでを摑つかまれた。ぐいっと引っ張られ、早口の小声で叱しかられる。

「（何帰ろうとしてるのよっ）」

「（おお、よくぞ我が姦かん計けいを見破った。お主、出来るな？）」

「（観念しなさい、ここまできて戻れるわけないでしょ？）」

「（だって悪魔憑きだぜ、悪魔憑き？　どう考えても天使のわけないだろ、これ）」

「（むしろ怪あやしいぐらいよ。城内にこんな噂うわさがあるから学院は調査に乗り出したのよ）」

「（えー、でもさー……）」

　ユウヤは歯切れ悪く言い、頭をかく。「でも何よ？」と眉をひそめるセラへ、しゃがみ込んでさらにひそひそ話す。格好悪いが仕方ない。セラにだったら白状してもいい。

「……実は俺、ホラーとか本気で駄だ目めなんだよ。オバケとかゾンビとかマジで無理。悪魔なんて考えただけでちびりそう。だから帰ろーぜ。ってかもう今夜辺り、トイレ行けなくなったらついてきて下さい、お願いします」

　城に調査にくるに当たって、この三日、歴史や伝承について色々と勉強させられた。

　それによれば天使は千年前に降臨したが、悪魔については実在が確かく認にんされていない。千年前以前の神話やおとぎ話に出てくるだけで、つまりは架か空くうの存在扱あつかいである。よってもし悪魔憑きなんてものがあるとすればオバケと同列。端たん的てきに言って超ちよう怖こわい。

「ん、分かった」

　セラは笑え顔がおで頷くと、手を摑み直してきた。ユウヤが「分かってくれたか」と喜んだ瞬間、無む慈じ悲ひに報告。

「すみませーん、この人、逃げようとしてます。面倒だから力ずくで押し込んじゃって下さい」

「おおい!?　セラ!?」

「姫様がお待ちなのだぞ。謁見を辞退するなど許されるわけなかろう。さあ来い！」

　老執事と騎士たちに取り押さえられ、メイド長が大扉を開き、無理やり謁見の間へ連れ込まれた。

　途と端たん、シャンデリアのきらびやかな光が目に飛び込んだ。床ゆかは大理石のタイルで、大勢の臣下が整然と並んでいる。壁かべ際ぎわには騎士たちが待機し、楽器を持った楽団もいた。

　その奥、玉座は一段高くなっていて、アンフォレスト王国の旗が掲かかげられている。そこにはまだ誰もおらず、お姫様の姿はない。

　ユウヤは羽は交がい締じめの状態からすとんっと床に落とされた。

　今からでもどうにか逃げられないか、と思ったが、もう遅おそいようだった。

　楽団の指揮者がタクトを振ふった。臣下の中から一ひと際きわふくよかな男が声を張り上げる。

「アンフォレスト王国・第一王女クローディア・リン・アンフォレスト殿でん下かの御お成なり！」

　荘そう厳ごんな音楽が鳴り響ひびいた。同時、玉座の背後にあった旗が上がっていく。旗の後ろは壁だと思っていたので、少し驚おどろいた。

　だが次の瞬しゆん間かん、さらなる驚きがユウヤを襲おそった。

　旗の後ろから現れた姫君は、想像を絶するほどに美しかった。

　まず目につくのは、さざ波を彷ほう彿ふつとさせる艶つややかな髪かみ。宝石のようなピンク色で背中まで緩ゆるやかに伸びている。瞳ひとみの色は気高い黄金。深い思し慮りよを湛たたえたその色は、眼まな差ざしだけで王族としての威い厳げんを感じさせた。

　着ているのは豪ごう奢しやなドレス。二段重ねのスカートは前面が大きく開き、細くしなやかな足を見せつけている。胸むな元もとも強調されていて、真っ白な胸が深い谷間を作っていた。けれどいやらしさはまったくない。むしろ一つの完成された芸術品のような、超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きだった。

　クローディア姫が姿を見せただけで、謁見の間の空気が変わった。誰だれもが彼女の美しさから目を離せなくなっている。もちろんユウヤも例外ではない。

　……おお、やべえな、こりゃ。この美人っぷり、人間の限界とか超こえてるぞ。

　天使と言われても悪魔と言われても信じてしまいそうだ。アンフォレスト王国の姫君クローディア・リン・アンフォレストはそれほどまでに美しかった。

　スカートが揺ゆれ、姫君がゆっくりと歩きだす。玉座には座らず、真っ直すぐユウヤたちの方へ向かってくる。

　それが予定外の行動なことは周囲の反応ですぐに分かった。臣下たちはぎょっとした顔で固まり、騎き士したちも無言で息をのんでいる。楽団は演奏の止め時を見失ったらしく、音楽を奏かなで続けていた。

　姫君は真っ直ぐに向かってくる。美しい顔は無表情で、感情を読み取れない。ユウヤは不ふ穏おんなものを感じ、無意識に後あと退ずさろうとした。だがセラと老執しつ事じとメイド長に後ろから肩かたを摑まれた。

「ちょ、なんで俺が矢や面おもて!?　ひどいな、あんたら!?」

　抗こう議ぎするも全員目を合わさない。そうこうしているうちにクローディアが目の前にやってきた。細い手にはレースの扇おうぎが握にぎられており、鼻先に突つきつけられた。

　黄金の瞳がじっと見つめてくる。背中にじっとりと汗あせを搔かいた。

「……な、なんスか？」

　姫君は言葉を返さない。だがその唇くちびるが緩やかに弧こを描えがく。獲え物ものを見つめる狩人かりゆうどのような笑みだった。壮そう絶ぜつな美しさと相まって超怖い。

「な、なんだ？　呪のろいか!?　悪あく魔ま憑きの呪いでも掛かけようとしてんのか!?」

　さすがに恐れ多い発言過ぎて、周囲が「なんと無礼な……っ」とざわめく。

　しかしそれでも姫君は無言。とことん無言。

　ユウヤの脳内ではホラー妄もう想そうが加速していく。目の前の美少女が『テレビから出てくるアレ』や『ブリッジで階段を駆かけ下りるアレ』のような存在に見えてくる。

　執事服はもう冷や汗でぐっちょりだった。ついでにパンツもぐっちょりになりそうだった。つまりはもう限界だった。

「ムリムリムリっ、だからホラーは無理だってのーっ！」

　泣いて踵きびすを返そうとした、その時である。鼻先の扇が音を立てて開かれた。

　姫君が舞まうように手を広げ、高らかに叫さけぶ。

「我が名は常とこ闇やみの女王デッドブラッド・ゴッドメサイア・十三世！　地じ獄ごくの九つ圏けんを支配する、深しん淵えんの大悪魔なり！」

　ばーんっとポーズまで取っていた。黄金の瞳をキラキラさせ、これでもかというドヤ顔である。
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「……はい？」

　思わずぽかんとしてしまった。一方、謁えつ見けんの間は姫君の言葉で恐きよう慌こう状態に陥おちいった。メイド長が皆の気持ちを代弁するように慄おののく。

「ああ、また姫ひめ様さまの悪魔憑きが始まった……っ」

　姫君は扇を顔に寄せ、さらなるポーズで大仰に言う。

「さあ、怯おびえるがいい、新たなる子羊よ！　かつて二億と四千年前に行われた天てん地ち開かい闢びやくの戦いくさ──冥めい業ごう斬ざん詩し大戦を征せいし、地獄の九つ圏を統一した大悪魔、それこそがこの常闇の女王である！　我に出で逢あったことが汝なんじの運命の曲がり角、さあ、ガラスの瞳に絶望を灯ともすがいい。常闇の女王の熱き業ごう火かはその身をミディアムレアに焼き尽つくすだろう！」

「……はあ」

　ユウヤはぽかんとしたままである。一方、臣下たちはさらに混乱を加速させた。

「や、焼き尽くす？　今のはあの執事を火か刑けいに処すということか？」

「しかし彼は何も罪など犯おかしていないぞ……？　王族とはいえ、罪なき民たみを処することは許されぬ……っ」

「よいか皆、今の姫殿下のご発言は聞かなかったことにするのだ……っ」

　臣下たちの戸と惑まどいが届いたらしく、クローディアの耳が小刻みに動いた。一瞬、満足げな表情になり、流し目でさらにポーズを付ける。

「ふふふ、そうかそうか、恐ろしいか！　だが子羊よ、安あん堵どするがいい。我は悪魔のなかでも女王として君臨せし、大悪魔。そこら辺の小悪魔とは格が違ちがうし、器うつわが大きい！　汝に格別の慈悲を与あたえよう。今この場で永遠の忠誠を誓ちかうというなら、その魂たましいをもうしばし現世に留め置いてやる。さあ、誓いを立てるがいい。この大悪魔・常闇の女王デッドブラッド・ゴッドメサイア・十三世に！」

「……はあ」

　姫君が手の甲こうを差し向けるが、ユウヤはぼんやり。一方、壁際の騎士たちは驚きよう愕がく。

「今、姫殿下は誓いを立てよと仰おつしやったのか……っ」

「しかもよりにもよって悪魔に対してだと……っ！　なんと残ざん酷こくな所業か。やはり悪魔憑き……っ」

「不ふ憫びん過ぎる。あの少年、もはや逃のがれられぬぞ……」

　騎士たちにとって誓いは絶対である。しかし悪魔はやはり悪あしき存在。少年に降りかかった不幸に対し、誰もが胸を痛めた。皆が想像したのは、少年が震ふるえながら姫君の手を取り、絶望に涙なみだしながら口づけをする姿だ。

　そんな人間たちをあざ笑うように、クローディアは悪魔の笑みを浮うかべ、さらにずいっと手を近づける。

　謁見の間に張り詰つめるような緊きん張ちよう感かんが満ちた。すべての視線が新参の執事に注目している。そのなかでユウヤは──。

「気持ち悪っ、なんだこいつ」

　遠えん慮りよゼロの顔で、ぺいっと姫君の手を押しのけた。

「「「な……っ」」」

　全員が絶句した。

　楽団の演奏が乱れ、バイオリンの音が調子っぱずれに鳴り響く。

　姫君もぽかんとしていた。

　おー、アホっぽい顔の方が可愛かわいいな。……などと思っていたら、肩が次し第だいにぷるぷる震えだした。微び妙みように涙目である。

「な、汝、この常闇の女王に対して、今なんと……？」

「うん？　気持ち悪っ、って言ったけど？」

「気持ち悪いってどういうことですかーっ!?」

　お姫様は絶ぜつ叫きよう。素すだと普ふ通つうに丁てい寧ねい語だった。

「分かってるんですか!?　わたしは二億と四千年前に冥業斬詩大戦を征した大悪魔なんですよ!?　あっ、違っ、大悪魔なのだぞ!?　泣いて詫わびるなら今の内だ……っ。今すぐ我の業ごう炎えん烈れつ火か連射槍そうで焼き尽くしてやってもよいのだぞ!?　地獄の第二圏ウェーラロスを焦しよう土どと化した、あの業炎烈火連射槍だぞ!?」

　大層お怒いかりだった。だがユウヤは一転、見下した態度で「はぁ？」と肩を竦すくめる。

「気持ち悪いから気持ち悪いって言っただけですけどぉ？　だっておたく、いくつよ？　俺と変わらんぐらいの歳としっしょ？　いい歳こいて悪魔とか地獄とか馬ばっ鹿かじゃねーの。はいはい、設定お疲つかれさま」

　神をも恐おそれぬ、もとい悪魔をも恐れぬ物言いだった。姫君の美しい顔が引きつる。

「せ、設定……!?」

　一瞬啞あ然ぜんとし、だが直後に猛もう烈れつに言い返してきた。

「否いな、否、否っ。我は恐るべき大悪魔で、深淵の化け身しんで……っ」

「何言っちゃってんの？　天使や悪魔が文ぶん献けんに登場するのはおよそ千二百年前から。んで天使は千年前に降臨したけど、悪魔がこの世界に現れたなんて記録はどこにもないから。つまりは全部おたくの妄想の産物。悪魔が存在したなんて歴史的事実はありませーん」

「ぐ……っ、そ、それは……」

「どうなんですかー？　答えて下さーい」

「それは……えっと、歴史の闇に葬ほうむられた裏の歴史という感じで……」

「感じで!?　感じでって言っちゃった今!?」

「ひぐっ!?　ち、違っ。今のはナシ！　間違い！　違くて違くて、ええと……っ。あ、そうです！　悪魔は闇の存在、深淵のなかでしか生きられぬ。ゆえに世界の裏側に存在するのだ。その長おさたる者がこの常闇の女王。ふふふふ、恐れ慄くがいい、子羊よ！　汝は今、人知を超こえたマナ・ワールドの存在を聞かされてしまったのだ！」

「はい、きましたマナ・ワールド！　クラスメートにツッコまれて付け足した後付け設定的なやつ！　深淵のなかでしか生きられないなら、なんでおたくはここにいんのよ？」

「うっ!?　いやそれはですね、マナ・ワールドはたぶん生者の世界と表ひよう裏り一いつ体たいで、だからここにいるのも間違いではない感じでして……」

「だーかーらー、設定の作り方が甘いんだよ、この馬鹿女！」

「馬鹿女っ!?」

　目を見開くクローディアへ、ユウヤはイライラした顔で詰め寄る。

「まず歴史的事実を捻ねじ曲げるってのがありえねーの！　大本の事実は肯こう定ていするところから始めなきゃ結局ツギハギだらけになっちゃうだろうが。ちゃんと基き礎そを押さえて、その上で自分好みの設定を錬っていく。これが王道！」

　背後でセラが「庶しよ民みんが王族に王道説いてる……」と呻うめく。

　だが、ユウヤは止まらない。

「おたく、舐なめてんの？　軽はずみに邪じや気き眼がん使いとかなってんじゃねえぞ。悪いけど俺、こういうのすっごく厳しいから。大統領でもブレッシング・エターナル・フレアで焼き尽くすから。おたくがどんだけお偉えらいのかは知りませんけど、俺の前で中ちゆう途と半はん端ぱはやめてくれます!?」

「ちゅ、中途半端……」

　設定へのダメ出しがよほどショックだったのか、クローディアは固まってしまう。

　そのリアクションでユウヤは確信した。このお姫様はただの中二病だ。悪魔憑つきでもなんでもない。

「なんか……色々どうしたの、ユウヤ？」

　セラが執事服を引っ張ってきた。肩かた越ごしに振ふり返る。

「どうしたって何が」

「さっきまでお姫様のこと怖こわがってたじゃない」

「そりゃ悪魔なら怖いさ。いないはずなのにいるとかもう失禁もんよ。でもこのお姫さんは悪魔憑きでもなんでもないから、ただの中二病だから」

「チュウニビョウ？」

「ああ、その概がい念ねんはないのか。つまりだな……」

　がしがしと頭をかき、自じ虐ぎやく的な気分で説明する。お姫様を雑に指差し、

「こいつはただ、ごっこ遊びをこじらせてるだけってこと。それっぽいこと言って悦えつに入ってるだけだ。聞かされるまわりはいい迷めい惑わくだっての」

「わ、わたしは……」

　いつの間にかお姫様の目じりには、じわぁと涙が浮かんでいた。近所の男の子にいじめられているような顔でキッと睨にらんでくる。

「そんな妄もう言げん認めませんから！　なんで悪あく魔まがいないって言い切れるんですか!?　この世のどこかにはいるかもしれないじゃないですかぁ！」

「いねえよ。悪魔はともかく常とこ闇やみの女王なんておたくの妄想の産物じゃねえか」

「妄想だって根こん拠きよはーっ!?」

「はあ、根拠ぉ？　そりゃ決まってんだろ。俺も昔似たようなことを……」

　……言ってたから、とは白状し辛づらい。

　実はユウヤにも大量の黒歴史ノートを製造していた過去がある。根拠があるとすれば自分も同族だからだ。しかしそんなことは口が裂さけても言いたくない。押し黙だまっていると、お姫様がムキになった顔で詰め寄ってきた。

「根拠を提示して下さい！　出来ないのなら地じ獄ごくの第八圏けんから偽ぎ善ぜん鬼おにがあなたを斬きり裂きにきますよ。さあ、根拠を！　さあさあさあ！」

「ぐ、ぐぬぬ……っ。根拠なんてあるか、ばーかばーか！」

「馬鹿っ!?　また馬鹿って言った!?」

「ああ言いますよ、言わせて頂きますよ!?　中二病が許されるのなんて中二……いや中三……いやいや高一？　えっ、高一？　く……っ。そう、中二病が許されるのなんて高一までよねーって話だっての！　俺は高二になった頃ころには卒業してたもんねーっ。いい歳こいて悪魔だの地獄だの恥はずかしっ。お姫様だかなんだか知らんけど、自じ慰い行こう為いは布ふ団とんの中だけにしてよね、って話だーっ！」

「じ……っ!?」

　途と端たん、お姫様の顔が真っ赤になった。

　臣下や騎き士したちはあごが外れんばかりに大口を開け、楽団ではバイオリンの弦げんが弾はじけ飛ぶ。メイド長は卒そつ倒とうし、老執しつ事じが慌あわてて支え、セラはめまいを覚えて額を押さえた。

　あれ？　やべえ、言い過ぎた……？

　周囲の反応からユウヤもさすがに焦あせりを覚える。しかし今さら訂てい正せいなど出来ない。目だけでまわりを窺うかがっていると、扇おうぎが鼻先に突つきつけられた。

　お姫ひめ様さまの瞳ひとみは涙で決けつ壊かい寸前。真っ赤になってぷるぷるし、宣告。

「死し刑けい！」

「えっ」

「こんな辱はずかしめ、受けたことがありません。もう許さない！　いや許さぬ！　騎士たちよ、この者を捕とらえよ！」

　騎士たちが承知しましたとばかりに大挙してきた。上下左右から槍やりの穂ほ先さきを突きつけられる。

「うええっ!?」

　お姫様はツンと顔を背そむけて命じる。

「明朝、朝あさ陽ひと共にすぱーんと首を刎はねよ。屍しかばねを極黒の太陽に捧ささげるべし！」

「ちょ、ちょちょ、ちょっと待ってーっ!?」

　今さら叫さけぶが、後の祭り。槍の針山でジャンピング土下座も出来ず、ユウヤは──ついでにセラも──地下の牢ろう獄ごく行きとなった。







「どうするの!?　どうするの!?　どうするのよこれーっ!?」

　アンフォレスト城奥深くの地下牢。

　ジメッとした石と鉄てつ格ごう子しの檻おりのなか、セラは髪かみをぶんぶん振って嘆なげいている。

　檻のなかにあるのは粗そ末まつなベッドと簡易トイレだけ。明かりも鉄格子の向こうの篝かがり火びのみでひどく薄うす暗ぐらい。ユウヤは石の床ゆかに五体投地し、反省の意を表している。

「いやぁ……ちょーと失敗しちった。でもまさかこんなことになろうとは、お釈しや迦か様さまでも分からんて」

「何言ってんのよ、途中から明らかに最悪の展開に突き進んでたでしょーが!?」

　死刑にも段取りがいるらしく、とりあえずこの地下牢に放ほうり込まれた。死刑は明朝に執しつ行こうと言い渡わたされている。罪状は王族侮ぶ辱じよく罪。まあ、反論の余地はない。

「セラの魔術で燃やして逃にげるってのはどうよ？　鉄格子とか壁かべとか火属性の申し子なら楽勝だろ？」

「お城の地下牢がそんな生半可なわけないでしょ……」

　小さな手が掲かかげられ、セラの周囲に魔ま法ほう陣じんが現れる。だがすぐにガラスのように弾けて消えてしまった。

「対魔術結界が敷しかれてるわ。それも世界最上級レベルの」

「あー、ですよねー……」

　メイド姿の幼女さんは地下牢でがっくりと膝ひざをつく。蔦つた模様のメモ帳を抱だき締しめ、さめざめと泣き始めた。

「うぅ、もうお終しまいよ……。明日あしたの朝には首を刎ねられてお星様になっちゃうんだわ。せっかく正解のルートが書かれてたのに、そこから外れたりするから……。処しよ刑けいされて死亡なんて、一周目の最悪な結末以上じゃない……」

　あまりに絶望しているせいか、セラがおかしなことを言い始めた。

　さすがに可哀かわい想そうだと思い、ユウヤは床との睨めっこを終しゆう了りようする。

「あー、セラ。こっちにきたまえ」

　慈じ愛あいの笑えみで両手を広げる。

「抱き締めてあげよう。俺は心の条例を順守しているからエロいことはしてやれないが、それでも眠ねむるまで抱き締めてやるぐらいは出来る。さあ、こっちにおいで」

「ユウヤ……」

　セラは潤うるんだ瞳で手を伸のばす。そして、

「だ、れ、の、せいだと思ってるのよっ。いけしゃあしゃあと！」

「アテテテテテっ!?　やめてやめて鼻もげちゃう！　変な性せい癖へきに目覚めちゃうーっ」

　鼻骨をぐにぐにと引っ張られ、痛いけどちょっと気持ちいい。

　そうして騒さわいでいると、ふいに足音が響ひびいてきた。鉄格子の向こう、地下牢の階段に人ひと影かげが現れる。

「ん？　おい、セラ。あれ見てみろ、あれ」

「そんな古典的な手には乗らないわよっ。どうせ死んじゃうんなら今日という今日は徹てつ底てい的にお仕置きを……って──え？」

　鼻から手を離はなし、セラが目を丸くする。

　足音を響かせ、地下牢の階段を下りてきた人物、それは牢番や衛兵の類たぐいではなかった。

　この状じよう況きようの直接の原因──クローディア・リン・アンフォレスト、その人だ。

　こちらが啞あ然ぜんとしているのに対し、クローディアは静かに口を開いた。

「この深き檻……あたかも第九圏の凍とう土ど地獄の如ごとし。常とこ闇やみの女王を否定した罪人には似つかわしい場所であるな」

　地下牢にはまったくそぐわない美び貌ぼうが篝火に照らされている。お供の姿などもない。城の姫君がたった一人で地下牢にやってきていた。ユウヤは鼻をさすりながら首を傾かしげる。

「どういうことだ？　お姫様がこんなところになんの御ご用ようだよ？」

　クローディアは返事をしない。ただ、じっとユウヤの顔を見つめている。

「……なあセラ、俺の顔何かついている？」

「とりあえず鼻は赤い」

「どんだけ強く摘つまんだのさ……」

　姫君の沈ちん黙もくに耐たえ兼かね、ユウヤは間を埋うめるように頭をかく。

　……とりあえずこっちから適当に喋しやべってみるか。

「えーと……自己紹しよう介かいでもしようか。俺はユウヤ。ホシノ・ユウヤだ。ちなみにユウヤがファーストネームな。この国の姓せい名めいとは順番逆だからよろしく。……で、こっちの愛らしい女の子がセラ・マリーベル。俺を一生面めん倒どう見てくれる幼女メイドさんだ」

「今度こそ鼻もぐわよ？」

「訂正。俺の立派な教育係さんだ。以後お見知りおきを。そっちは……」

「我は常闇の女王デッドブラッド・ゴッ──」

「クローディアでいいか？　とりあえず俺はそう呼ぶ。異論は認めん」

「…………」

　姫君が無言で歯は嚙がみした。セラがはらはらした顔をし、ユウヤも内心冷や汗あせものだったが、顔には出さず、水を向ける。

「それでクローディア。俺たちに何か用か？」

「…………」

　姫君は扇を取り出した。扇せん頭とうを唇くちびるに当てると、何か探さぐるようにじっと黄金の瞳を向けてくる。

「……汝なんじは常闇の女王を設定と称しようした」

「……ああ、確かにそう言った」

「無礼極きわまりない発言である」

「そりゃまあ失敬」

「しかしこの城の者は誰だれも……そのようなことは発想すらしなかった。皆みな、悪魔憑つきと我を恐おそれるだけだった。汝だけが我を別の側面から捉とらえようとした。ゆえに……問う」

　クローディアは少しだけ目を伏ふせた。篝火の燃える音が響くなか、扇がかすかに震ふるえている。やがて黄金の目がこちらを向き、囁ささやくような問いが投げかけられた。

「ひょっとして、あなたは……わたしと同じ境きよう遇ぐうの方ですか？」

　混じりっけなく丁てい寧ねいな口調だった。メイド長が最初に言っていた『物静かで淑しとやかな姫様』という印象にぴたりと重なる。おそらくこちらが彼女の素すなのだろう。

　纏まとう空気はどこか所在無げで、まるで迷子の子供のように見える。

　姫君を見つめ返し、ユウヤは執事服の胸に手を当てた。

「ああ、そうさ」

　と答えた途端、クローディアは弾かれたように鉄格子へ寄ってきた。

　美しい顔に様々な感情が浮うかんでいる。だが言葉が紡つむがれるより先に、ユウヤは熱く拳こぶしを振ふり上げた。

「──とか言うわけねえだろ！」

「……っ!?」

「何が『同じ境遇の方ですか』だ。俺は中二病じゃないっての！　確かに高一まではアレだったけど、今はもう卒業した。だから勝手に仲間にすんなーっ！」

「えっ、そういう話!?」

　横から声を上げたのはセラ。

「違ちがくない!?　何かもっと真ま面じ目めなこと訊きいてる雰ふん囲い気きだったわよ!?」

「いーや違くないね。これは罠わなだ。明らかに罠だ。今の質問は、新学期に仲間っぽい奴やつにオタク趣しゆ味みをカミングアウトさせようとする空気そのものだった。俺もやってたからよく分かる！　いつも失敗して結局ぼっちだったけどね！」

「よく分かんないけど、なんか哀かなしいこと言ってるのだけは伝わってくる……。とにかくお姫様の話をちゃんと聞きましょうよ。ここで色々許してもらわないと、朝には処刑よ、処刑！　だから……、って、ああ……」

　鉄格子の方を見て、セラは絶望的な吐と息いきを洩もらした。

　クローディアが泣きそうな顔でぷるぷる震えていたからだ。

「どこまで我を愚ぐ弄ろうすれば気が済むのか……っ。この戯たわけ者！」

　鉄格子の間から扇おうぎを投げつけられた。額に当たり、ユウヤは「あたっ!?」と仰のけ反る。クローディアは勢いよく背を向けた。

「汝のことなどもう知らぬ！　深しん淵えんの刃やいばにカットされ、極黒の太陽にその身を捧げるがいい！」

　そのまま足音高く去っていってしまう。一方、ユウヤは床に落ちた扇を拾い、「やれやれ……」とため息をついた。

「結局何しにきたんだ、あのお姫様は……ワケ分からん」

「ワケ分かんないのは、ユウヤの方よ……」

　セラの目からハイライトが消えていた。

「どうするの、これ？　アホな理由でお姫様を突つっぱねたりして、最後の希望が今絶たれたわよ……？」

　光を無くした瞳に至近距きよ離りから凝ぎよう視しされ、だいぶ怖こわい。ユウヤは気まずく目を逸そらす。

「いや、まあ、うん……なんとかします。最悪でもセラだけは助けるつもりだから安心してくれ」

「どうやって？」

「ええと、それはほれ、んー……どうしよ？」

「ノープランなんじゃない……っ」

　かなり絶望的な空気のまま、地ち下か牢ろうの夜は更ふけていった。







　明朝。アンフォレスト城の大庭園。

　美しい花々が咲さき乱れ、青々とした芝しば生ふと樹木が広がる庭。ここに今、城中の人間たちが集まっていた。最も目立つのは甲かつ冑ちゆうの騎き士したち。彼らは槍やりを手にし、罪人が万に一つも逃とう亡ぼうしないように取り囲んでいる。

　その中央には縛しばられた状態のユウヤとセラがいた。とくにユウヤはもう処刑台に上げられ、芋いも虫むしのように飛び跳はねてぎゃーぎゃー騒いでいる。

「いやだぁぁぁっ、死にたくないぃぃぃっ！　どなたか助けて、ヘルプミィィィッ！」

　周囲もドン引きの情けなさだった。

　一応、地下牢から出るところまではしゃんとしていたのだが、いざ処刑台を前にしたらこの有様だった。下ではセラが「こうなると思った……」と項うな垂だれている。

　ユウヤのそばには一人の青年騎士が立っていた。

　翼つばさをモチーフにした鎧よろいに身を包んでいる。他の騎士よりも明らかに格上の雰囲気で、顔立ちも凛り々りしい。歳は二十代ぐらいか。まさしく騎士の見本のような男だった。

「見苦しいぞ、少年。君も男だろう。今際いまわの際ぐらい、潔いさぎよく散ろうとは思わないのかい」

「今まさに頭と胴どう体たいがオサラバしようってのに、潔くなんて出来るわけねえだろ!?　なんならあんた、俺と替かわってみて下さいよ！」

「申し遅おくれたが、私は王国騎士団・第一師団騎士長、リーベルト・アッシュヴァイン。君の処刑を執とり行わせてもらうことになった。姫ひめ殿でん下かへの無礼は許されるものではないが、死者を貶おとしめるつもりはない。君の骸むくろは丁てい重ちように弔とむらうからどうか安心してほしい」

「人の話聞いてっ!?　死んだ後の心配なんてしてねえから！　騎士様だったらもっとこう庶しよ民みんへの慈じ悲ひとか優やさしさとかないのかよ!?」

「なるほど、慈悲を求めるのか。ならば大だい丈じよう夫ぶだ。私、リーベルト・アッシュヴァインは常に騎士としての慈悲を忘れない」

　リーベルトは滑すべるように剣けんを抜ぬいた。しかし掲かかげられた剣は柄つかだけで刀身がない。

「え、なに？　ひょっとしてエア斬ざん首しゆで許してくれるってこと？」

「そのまま見ているといい」

　両手で握にぎり、リーベルトは剣を胸の前に掲げた。集中するように瞳ひとみを閉じる。すると周囲に四重の魔ま法ほう陣じんが現れ、柄へと集束していく。同時に猛もう烈れつな風が巻き起こった。甲冑を着た騎士たちもたたらを踏ふみ、ユウヤなど体が浮き上がりかけたほどだ。

　暴風は魔法陣と共に、リーベルトの柄へと集束した。そうして生まれたのは、蒼あおい光を放つ刀身。魔術の刃だった。

「私の魔術属性は十二星座の双子宮ジエミニ。その力の一いつ端たんとして、様々なものを意のままに操あやつれるんだ。これは大気を固定化した刃。拡散させれば砦とりでを薙なぎ払はらうことができ、集束させれば魔術的な剣を生成することも出来る。無論、切れ味は如何いかなる業わざ物ものをも凌りよう駕がする。これが私からの慈悲だよ」

　風メア属性かと思いきや、まさかのレア物──十二星座属性の騎士だった。しかし言っている意味が分からない。

「どうしてそれが慈悲？」

「痛みなど感じる間もなく、首を斬きり落とす。だから安心してくれ」

「うわ、ちきしょう！　人の話を聞かねえタイプのイケメンだ、こいつ！」

　やがて楽団が演奏を始めた。それを合図に大庭園に緊きん張ちようが満ちていく。皆の視線は自然と一つの場所に向かった。城館の二階テラス。そこでカーテンが開く。

　朝あさ陽ひの下、白いスカートを舞まわせ、クローディアが姿を現した。

　姫君の美しさは相変わらず。謁えつ見けんの間の時のように皆、しばらく目を奪うばわれた。

　ユウヤもテラスを見上げる。処しよ刑けい台からの距離はだいたい二十メートルほど。高低差は三メートルぐらい。ロミオとジュリエットのような構図だが、残念なことにこちらは芋虫である。

「クローディア姫殿下」

　リーベルトが恭うやうやしく頭を下げる。

「処刑の準備は滞とどこおりなく整えてございます。後は御おん身みのご命令一つです」

　いつでもご随ずい意いに、と騎士は剣を構える。

　だがクローディアはなんの返事もしなかった。無言でテラスに佇たたずんでいる。

　ユウヤは最初、謁見の間の時のように、格好つけようとしているのだと思った。しかしそれにしても長い。楽団が一曲演奏しきってしまい、また別の曲を奏かなで始める。

　普ふ段だんからクローディアの奇き行こうを知っている臣下たちにとってもこの無言は長いものらしく、次し第だいにざわめきが広がっていく。そのなかでユウヤはふと気づいた。

　──クローディアの指先がかすかに震えている。

　ひょっとして、と仮説が浮かんだ。様子を窺うかがうために声を掛かける。

「なあ、クローディア」

　すると姫君はビクッと肩かたを震わせた。注意していなければ気づかないほどかすかな震えだった。しかしおかげで確信出来た。

　……そういうことか。

　あのお姫様に処刑を執しつ行こうするつもりなんてない。そもそもそんな度胸もないのだろう。思えば死刑宣告をしてきた時も、勢いで言っていただけの気がする。

　彼女は今、この土ど壇たん場ばで引っ込みがつかなくなっているのだ。

　生き汚ぎたなさに定評のあるユウヤである。光明を見つけた途と端たん、脳がフル回転を始めた。

　クローディアに処刑の意思がないのならどうにかしてこの場を収しゆう拾しゆうしてやればいい。問題は説得力のある落としどころをどうやって作り出すか、だ。何か良い手はないか。何か何か何か何か何か何か何か──っ。

　あった。

　一つだけ思いついた。それはユウヤにとって臓ぞう腑ふを抉えぐるような忌いむべき手段だった。しかし背に腹は替えられない。自分が処刑されれば、次はセラの番だ。それだけは我が慢まんならない。ユウヤは忸じく怩じたる思いで声を張り上げる。姫君のいるテラスへ向かって。

「聞け、常とこ闇やみの女王よ！」

　続けて叫さけぶのは、中二病丸出しの台詞せりふ。

「我わ輩がはいは今こそ思い出した！　かつて二億と四千年前に勃ぼつ発ぱつした、恐るべき冥めい業ごう斬ざん詩し大戦を！　そうだ、貴公こそが常闇の女王デッドブラッド・ゴッドメサイア・十三世。あの日あの時、地じ獄ごくの第九圏けん・凍とう土ど地獄で出で逢あった、我輩の半身である！」

　一いつ瞬しゆん、誰だれもが何事かと思い、しかしすぐに痛ましく目を伏ふせた。少年が恐きよう怖ふで錯さく乱らんしたと思ったのだ。隣となりのリーベルトでさえ「不ふ憫びんな……」と哀しげにつぶやく。

　だがそのなかでたった一人、違う反応を示した者がいた。

　クローディアだ。

　姫君は大きく目を見開くと、テラスの柵さくへぶつからんばかりに駆かけ寄った。

「呼んだな!?　我を常闇の女王と呼んだな!?　冥業斬詩大戦の記き憶おくを持ち、しかもこの常闇の女王が半身だと!?　それは一体如何なることか……っ!?」

　姫君が食いついたことにリーベルトを含ふくめ、皆みな、呆気あつけに取られた。そのなかでユウヤだけが淀よどみなく叫び返す。

「ふははははっ、貴公もまだ記憶が完全ではないと見える！　思い出すがいい、常闇の女王よ。確かにかつての大戦によって、貴公は地獄の九つ圏を統一した。だが深淵なるマナ・ワールドの姿は一つではない。地獄の裏側にはもう一つの世界が存在する！　それこそが──煉れん獄ごく！」

「煉獄……っ!?　おお、煉獄だと……っ！」

　クローディアの瞳がキラキラと輝かがやいた。ニンジンをぶら下げられた馬車馬のように食いついている。ユウヤは急造の設定を捻ひねり出し、次々に投下する。

「そうだ！　煉獄とは漏ろう斗と状に階層化している地獄の到とう達たつ点、第九圏の凍土地獄を境として、鏡合わせのように異空間に存在するもう一つの深淵である！」

「なんと……っ！　地獄の裏側にそのような深淵が！　いや待て……我も少しずつ思い出してきたぞ。九つ圏を統一した後、我は最下層に封ふうじられし大だい巨きよ人じんの討とう伐ばつに赴おもむいた。そうだ、そこで──」

「──そこで我々は出逢った！　貴公が大巨人を討伐しようとした、まさにその時に！」

「お、おお！　そうだ、そして我々は共に大巨人を倒たおしたのだ！」

　ユウヤが設定に乗っかってきたのがよほど嬉うれしかったのか、クローディアはテラスで何度も飛び跳ねる。

　外野には何が起こっているのか分からない。処刑台の下で、セラが目を瞬またたく。

「会話が成り立ってる……？　ユウヤ、お姫様の言ってることが分かるの？」

　ユウヤは半ば自じ暴ぼう自じ棄きな顔で笑った。

「おうよ……俺もかつて通った道だからな。死にたくなるくらいばっちり分かる」

　ちなみに喋しやべっている設定はすべて出まかせである。ユウヤが次から次に設定を盛り、クローディアが嬉き々きとしてそれに乗っかっているに過ぎない。

　だがリーベルトは剣を振ふり上げるタイミングを見失っていた。臣下や他の騎士たちも状じよう況きようを理解したくて固かた唾ずを吞のんでいる。

　奇くしくも場は整った。ユウヤは一気に流れを作りにいく。

「常闇の女王よ、もう理解していよう！　我輩こそ煉獄の九つ圏の支配者。つまりは地獄の九つ圏の支配者たる汝なんじとは対ついとなる者だ。つまりは半身──貴公と境遇を同じくする者である！」

　地下室で言っていた言葉を意味ありげに口にしてみた。するとクローディアは、

「──っ！」

　両目を見開いて息をのんだ。驚おどろき過ぎて放心したようにテラスでよろめく。

　今の言葉が彼女にとってどんな意味があるのかは分からない。だが周囲には二人だけの意い思し疎そ通つうがあったように見えたはずだ。

　チャンスだ。一気に畳たたみ掛けるため、ユウヤは高らかに叫んだ。

「さあ、今こそ時は満ちた！　この魂たましいに刻まれし真名を告げよう。我輩こそは《星を照覧する者》スターゲイザー！　煉獄の九つ圏の支配者にして、超ちよう弦げん理論の真理を古代精せい霊れいの力で解き明かし、七十六万八千五百十一の並行宇宙を束ねし者。そして──」

　これでもかと派手にするため、大げさな設定をぶち上げる。

「魔導剣聖ゼノフィリアの後こう継けい者しや！　二代目・魔導剣聖スターゲイザー。それが我輩の名だーっ！」

　声が山やま彦びこのように木霊こだまする。途端、うわぁ……、という空気が庭園に満ちた。

　それもそのはず、今までの妄もう想そう設定と違ちがって魔導剣聖の名は皆知っている。さっきまで死にたくないと泣き叫び、今も芋いも虫むし状態の少年がその後継者を堂々と名乗ったのだ。痛々しいことこの上ない。

　やべえ、最後の最後で外した……。

　焦あせって無理な設定を盛ってしまった。ダダ滑すべりの空気を感じ、胃が軋きしんだ。

　だがここで意外なことが起こった。クローディアがテラスでぺたんと座り込んでしまったのだ。その唇くちびるから洩もれたのは、心底安あん堵どしたようなつぶやき。

「…………やっときてくれた、新しい魔導剣聖」

　その声は小さ過ぎて誰にも届かなかった。皆、姫ひめ君ぎみが突とつ然ぜん座り込んでしまい、啞あ然ぜんとしている。ユウヤにも何がなんだか分からない。恐こわ々ごわと声を掛ける。

「あー……クローディアさんや、どした？」

　すると姫君は泣きそうな目で顔を上げた。向けられたのは、雪解けのような喜びに満ちた笑えみだった。

「二代目・魔導剣けん聖せいスターゲイザーよ。汝こそ、正しよう真しん正しよう銘めい……わたしの半身です」

　その声はか細いものだったが、庭園の皆の耳へ確かに届いた。

　誰も意味を問うことは出来なかった。臣下や騎き士したちは姫君の謎なぞの満足ぶりに気け圧おされている。

　クローディアの反応はやや意外だったが、どうにか形にはなった。ユウヤは訳知り顔を作って口を開く。あとは仕上げだ。

「……うむ。礼を言うぞ、常闇の女王。貴公のおかげで、我輩はかつての記憶を取り戻もどすことが出来た。すべては汝がお膳ぜん立ててくれたこの試練のおかげだ。偽いつわりの処刑というこの試練のな」

　偽りの処刑……？　と皆が不思議がり、クローディアも「あ」という顔をした。ユウヤは視線で頷うなずく。

　……そうだよ、そういうことだ。場は作ってやった。あとはそっちで処理してくれ。

　視線が絡からみ合い、意図を理解したと言うように、クローディアは浅く頷いた。そして扇おうぎを力強く掲かかげる。

「然しかり！　二代目よ、よくぞ我が試練を乗り越こえ、覚かく醒せいに至った。推察通り、此こ度たびの処刑は汝に記憶を取り戻させ、魔導剣聖の後継者とするための策であった。許せ、そして歓かん迎げいしよう。我が半身、二代目・魔導剣聖スターゲイザーよ、常闇の女王デッドブラッド・ゴッドメサイア・十三世は汝を客人としてもてなそう！」

　途端、驚きの声が満ちた。臣下や騎士たちは互たがいに顔を見合わせる。

「試練？　歓迎？　まさか姫殿でん下かは最初から処刑する気はなかったと……？」

「いや先ほどからの会話の応おう酬しゆう……まさかあの少年も悪あく魔ま憑つきではないのか？」

「そもそも魔導剣聖の後継者などと、誇こ大だい妄もう想そうも甚はなはだしいぞ」

「むう、分からぬ。しかしあの姫殿下のお考えなど我々に分かるはずもないか……」

　皆、はっきりした答えを出せずにいる。その隙すきをつき、ユウヤは声を張り上げた。

「お城のお偉えらいさん方よ！　お姫さんが無しって言ってんだからそれでいいんだよ。処刑は無し！　中止！　これにて終しゆう了りようだ！　グダグダ言う奴やつには悪魔憑きの呪のろいが降りかかりますよ、マジで！」

　クローディアが即そく座ざに「然り！」と肯こう定ていし、戸と惑まどいの声は一気に沈ちん静せい化した。各おの々おの納なつ得とくするかはどうあれ、皆、王族に逆らうつもりはない。もともと誰もがこの処刑に胸を痛めていたこともあり、どこか安堵したような空気が次し第だいに広がっていく。それを感じ取り、ユウヤは胸を撫なで下ろした。

　──『今回の騒さわぎは悪魔憑きの姫君からの試練だった』

　この建前を作り、落としどころにすること。それがユウヤがとっさに思いついた策である。だいぶどうかしているが、もともと悪魔憑き扱あつかいのお姫様なので、こんなもので十分だろう。実際、どうにか処しよ刑けい騒ぎは収束させられた。

　ちなみに『煉獄の支配者』や『二代目・魔導剣聖』は急造設定だが、スターゲイザーはユウヤが中二病だった頃ころの真名である。ホシノという苗みよう字じから自分は特とく殊しゆな運命を背負った者だと思い込み、《星を照覧する者》の名を真名にした。なんやかんや黒歴史をぶちまけることになってしまったが、おかげで首の皮が繫つながったので良しである。

「はいはい、んじゃあ誰かこの縄なわ解いて下さいよ。こちとらお姫様のお客様だぜ」

　居い丈たけ高だかに言うと、何人かの騎士が苦く笑しようしながらこっちへ歩きだした。場の空気はすでに弛し緩かんしている。だがそんな安堵をかき消すように──不ふ穏おんな言葉がつぶやかれた。

「少年は姫殿下に気に入られたようだね。しかし、だとしてもだ。王族を侮ぶ辱じよくした罪は変わらないんじゃないかな？」

　リーベルトである。ユウヤは「は？」と視線を向け、ほぼ同時、魔術の剣が振り上げられた。

「君が姫殿下の客人になろうとも、罪は罪だ。裁きは受けなければならない」

「はあ!?」

「断罪する。正義の名の下に散るがいい」

　蒼の剣が振り下ろされた。さすがに対応出来なかった。ユウヤは腰こしを抜ぬかし、セラも縛しばられていて動けない。万ばん事じ休きゆうすだ。

　だがそのなかでクローディアが動いた。

　宝石のような髪かみが舞まい、手のひらが五指を開く。発せられたのは、眩まばゆい黄金の光。

「ダメぇ──っ！」

　テラスから大庭園へ、目もくらむような光が迸ほとばしった。その勢いだけでテラス付近の樹木は根元から倒れ、芝しば生ふは弾はじけ飛び、花か壇だんから無数の花びらが舞い上がる。

　光はリーベルトの剣に直ちよく撃げきした。魔術の刀身が砕くだけ散る。

「な……っ!?」

　蒼の欠片かけらが星のように霧む散さんする。

「私の十二星座の剣が……」

　リーベルトは柄つかを見つめ、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　一方、ユウヤはガニ股またでほぼ漏もらしそうになっている。

「たすか、った……？」

　庭園中が静まり返っていた。その沈ちん黙もくの輪りん郭かくをなぞるように、クローディアの声がおっかなびっくりに響ひびく。常とこ闇やみの女王ではない、どこか自信なげな姫君の口調だった。

「そ、その人を傷つけることは許しません！　このクローディア・リン・アンフォレストの名に懸かけて、ぜったいぜったい許しませんから……っ」

　ところどころ声が裏返っていて、常闇の女王のような力強さはまったくない。しかし断固として譲ゆずらないという意地のようなものは感じ取れた。

　リーベルトは忘我した状態から戻り、剣を鞘さやに納め、恭うやうやしく膝ひざをつく。

「……御ぎよ意い。すべて御み心こころのままに致いたします」

　クローディアはぎこちなく頷き、泣きかけて赤くなった目をこちらへ向ける。

「あ、あなたの名は……ユウヤさん、でしたよね」

　ユウヤはガニ股のままコクコクと頷いた。

「ユウヤさんとメイドの子をわたしの専属使用人にします。わたしの私室にきて下さい。この後すぐに」

「りょ、了りよう解かい」

　どうにか返事をすると、クローディアはさっと背を向けた。そのまま逃にげるようにテラスの奥へ引っ込んでいく。楽団が慌あわてて王族退室の曲を奏かなで、庭園にほっとしたような、もしくはどっと疲つかれたような、一段落の空気がようやく流れる。

　セラが処刑台に上がってきた。もう縄は解かれていて、魔術でこちらの縄も焼き切ってくれる。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　ケガしてない!?　痛いとことか苦しいとこは!?」

「へ？　お、おう。別に元気だぞ？　首と胴どう体たいもオサラバしてないし」

「良かった。無事で良かったぁ……っ」

　ユウヤが自由になった途と端たん、セラは半泣きになってしまった。そのまま胸に縋すがりついてくる。こんな取り乱し方は珍めずらしい。さすがに戸惑ってしまう。

「どした？　セラ、なんか変だぞ……？」

「死ぬかもしれない状じよう況きようだったのよ？　心配して当然でしょう……っ」

「でも地ち下か牢ろうではいつも通りだったろ」

「地下牢でだって不安だったわよっ。でもユウヤだったらなんとかするかもって心のどこかでは思ってたし……」

「どっからくるの、その信しん頼らい。わりと重いんですけど。今だってギリギリだったし」

「でもなんとかお姫様を丸め込んだじゃない」

「でもイケメン騎士に斬きられそうになったじゃない」

「だからこんなに泣いてるんでしょーっ」

　藪やぶ蛇へびだった。一周してさらに号ごう泣きゆう。胸をぽかぽか叩たたかれる。

「もっとしっかりしてよぉ。あたし、あたしは……もうユウヤが死ぬとこなんて見たくないんだからぁ……っ」

「いや死んでねえし、死んだこともねえし、落ち着けって」

　当然だが、ユウヤに死んだ経験など一度もない。異世界召しよう喚かんの時ですら生きたままひょっこりやってきた。

　しかし知り合いが処刑台で危き機き一いつ髪ぱつなんて光景は、確かに十二歳にはショッキングだったろう。学院では天才児扱いされていても、セラはまだ子供だ。取り乱しても不思議ではない。むしろこの方が自然だ。

「あー……っと、心配かけてごめんな。大丈夫だって。俺は死んだりしないからさ。それよりほら、クローディアんとこ行こうぜ。なんかお茶ぐらいはご馳ち走そうしてくれそうな雰ふん囲い気きだったし」

　セラは小さく頷いた。だが腰の辺りにくっついたまま離はなれない。

「や、あの、このままだと歩けねえんですけども。とりあえず一回離れようか？」

「…………やだ」

　ブロンドの額をぐりぐりと押しつけてくる。

　……おお、なんだこれ。可愛かわいいな、おい。

　今なら抱だき締しめるぐらい許されそうな雰囲気だ。むしろ抱き締めることが正しいとすら思える。ユウヤは小さく咳せき払ばらいをすると、心の準備を整える。そうして大おお仰ぎように手を広げ、満を持してメイド幼女を抱き締めようとして──肩かたを叩かれた。

　振ふり向くと、騎士がにこやかに立っていた。

「条例か!?」

　セラに縋りつかれたまま、上半身だけで仰のけ反る。しかし幸か不幸か、リーベルトはこちらの言動を普ふ通つうに無視。

「ユウヤ君、と言ったかな？　姫殿下のお部屋は城館の大階段を上った先だ。すぐに行くといい。騎士として君たちがここで時間を浪ろう費ひしているのは見過ごせない」

「……よくもまあ普通に話しかけてきやがりますね、このイケメンは」

「姫ひめ殿下から命じられたから、もう君を手に掛かけようとはしないよ。安心してほしい」

「あんたの安心は信用出来ないってのが、俺の末代までの家訓だ」

「うーん、嫌きらわれてしまったな」

　リーベルトは爽さわやかに苦笑する。

「だが私は君に感謝しているんだ」

「感謝ぁ？」

「そう、おかげで確信出来たんだよ。やはり姫殿下は悪魔憑きなどではない」

　そうつぶやいた途端、リーベルトの瞳ひとみから温度が消えた。その眼まな差ざしはゾッとするほど冷たく、一いつ瞬しゆん、斬られるのかと思った。だがそういうつもりはないらしく、口調だけは穏おだやかに騎き士しは言う。砕かれた剣けんの納まった鞘を一撫でし、

「姫殿下は大いなる存在だ。悪魔などという矮わい小しようなものではない。そう、生まれながらに使命を与あたえられし者さ。彼女ならばきっとなれるだろう。他ほかの何者にも成し得ないほどの完かん璧ぺきな──世界の礎に」

「世界の礎……？」

　不穏な単語だった。少なくとも騎士が主人に対して使うような言葉ではない。

　だがこれ以上こいつに関かかわりたいとも思えなかった。

「俺と関係ない話は、どこか余所よそでやってくれませんかね」

「ああ、そうだね、すまない。つい気分が高こう揚ようしていてね。でも感謝を伝えたかったのは本当だよ？」

「知らねえよ。俺はあんたの顔なんか二度と見たくねえ」

　不ふ機き嫌げんに言って背を向ける。セラの手を引いて処刑台を下りると、ユウヤは足早にクローディアの私室へ向かった。







　一口に大階段の先といっても城内は入り組んでおり、何度か迷いそうになったが、その都度廊ろう下かに悪魔っぽいオブジェが置かれており、それを辿たどることで私室らしきところを見つけられた。

　今、二人の前には金きん縁ぶちの扉とびらがある。そのままなら普通の豪ごう華かな扉だが、縁ふちにはコウモリの人形が無数に張りつき、足元には様々な魔ま獣じゆうのドクロが置かれ、表面は血ち糊のりでおどろおどろしく真っ赤に塗ぬられている。判別できない謎なぞの文字が書き殴なぐられていたり、錆さびたトゲつき鎖くさりがあちこちに巻かれていたり、ディテールにも余念がない。

「……ま、ここだろうな」

「……ええ、ここでしょうね」

　そりゃ悪魔憑つきとか言われるわな、という扉だった。

　セラもここまでの道のりで落ち着いたらしく、二人一いつ緒しよに扉を叩く。

「よし、踏ふみ込むぞ」

「え、勝手に？　まだノックの返事もきてないわよ？」

「だからこそだ。相手に準備する時間は与えない」

　勝負師の顔で扉に手を掛ける。

「扉を開けた途端、また常闇の女王テンションで来られたらどうする？　超ちよう面めん倒どうくさいだろ？　っていうかクローディアはそれを狙ねらっている。絶対狙ってる。なぜなら中二病まっさかりの俺なら絶対そうするからだ」

　でも一応お姫様の部屋なのに……、とセラが止めるのも聞かず、扉を開いた。

「うわ、さすが王族。リアルロイヤルスイート感がすげえ」

　反射的にそんな感想が洩もれた。

　部屋中がキラキラに輝かがやいている。壁かべ際ぎわには大理石の暖だん炉ろと金の燭しよく台だいがあり、テーブルには宝石がちりばめられている。椅い子すとソファーも見るからに高級品で、金細工に薔ば薇らの意い匠しようが彫ほられていた。奥に置かれているのは天てん蓋がい付きのベッド。その横には宝箱のような小物入れや化け粧しよう台もあり、この部屋で一通り生活出来るようだ。

　広さは教室一つ分ほどだろうか。ベッドの向こうに扉が二つあるので、実際はさらに大きいのだろう。まさしく贅ぜいを尽つくしたお姫様の部屋だった。だが、

「……さすが中二病の部屋。残念感がすげえ」

　豪華な部屋なのにちらかり放題だった。ベッドには作りかけのコウモリ人形が散乱し、暖炉には血糊が山ほど置かれた上、ちょっとこぼれている。鎖のトゲは一つ一つ手作業だったらしく、接着薬と鎖とトゲがソファーの上で山盛りになっていた。魔獣のドクロはお取り寄せのレプリカだったらしく、ミニサイズのお試ためし品とカタログがテーブルに積まれている。

「……なんか昔の自分の部屋思い出して胃が痛くなってくる」

「ユウヤの部屋もこんな感じだったの？」

「……ハイ。スターゲイザーは超ひも理論を精せい霊れいの霊的階層で解き明かした存在なので、自作の多元宇宙模型と怪あやしげな精霊グッズでいっぱいでした……」

「さっぱり分からないけど、中二病って大変なのね……」

　幼女に背中をぽんぽんと叩かれた。

　とまあそれはいいのだが、肝かん心じんのクローディアの姿がない。

　部屋の惨さん状じようからここが彼女の私室なのは間ま違ちがいないだろう。とりあえずテーブルの方へ歩きだしつつ、どうしたものかと頭をかく。するとふいにベッドの奥の扉が開いた。

　予想に反して、クローディアは常とこ闇やみの女王モードではやってこなかった。両手いっぱいに大量のノートを抱かかえ、ユウヤを視界に収めると、キラキラした瞳で駆かけてくる。

「お待ちしてましたーっ、ユウヤさんっ！」

「はい？」

　何やら好感度マックスな表情だった。満面の笑えみで山盛りのノートを見せてくる。

「今、奥の部屋で煉れん獄ごくの設定を書いてたんですっ。煉獄は漏ろう斗と状の階層型なんですよね？　わたし、今まで地獄のことを平面世界で考えてたので、上手うまくすり合わせられたらいいなと思って。煉獄の階層は地獄と同じ九つ圏けんですよね？　鏡面状にするならやっぱり地獄も漏斗状に変えた方がいいですか？　となると、どこかで地獄に大だい断だん裂れつを起こしたいと思うんです。原因はやっぱり凍とう土ど地獄の大だい巨きよ人じんかなぁって。それでそれで──」

　もう自分から設定とか言ってしまっている。それどころか一緒に考えさせる気満々だった。ユウヤは無言でクローディアの手を握にぎる。

「ふえ？」

　お姫様の頰ほおが少し赤くなる。だがそんなことには一いつ切さい構わず、

「そーいっ！」

　手を振り上げ、大量のノートをベッドの方へぶちまけた。

「な、何するんですかーっ!?」

　涙なみだ目めでベッドへ駆け寄るクローディア。

「これ今日まで一いつ生しよう懸けん命めい書き溜ためた設定ノートなんですよっ。常闇の女王のすべてがここに詰つまってるんです。粗そ末まつに扱あつかうと、地獄の門が開いて秩ちつ序じよの呪のろいにスプラッシュされますよっ？」

　ベッドに上がり、あたふたとノートを集める姫君。ユウヤはその場で頭を抱えた。

「やべえ、こいつガチだ……。仲間と見るや、嬉き々きとして設定ノートを見せびらかそうとしてくるなんて……恐おそれを知らない無敵の時期だ。やだぁ、関わりたくない。絶頂期の自分を見ているようで古傷が疼うずく……」

「古傷!?　よもやかつての大巨人との戦いで魂たましいに傷を受けたのか!?」

「やめろ、マジでやめろ。お願いします、今は常闇の女王モードは勘かん弁べんして下さい」

　心から懇こん願がんすると、クローディアは残念そうに「そうですかぁ……」と肩を落とした。すぐにやめてくれる辺り、根は素す直なおな少女らしい。

　ノートを拾い終えると、姫君はそのなかの何冊かを胸に抱き、頭を下げてきた。

「あの、すみませんでした。お二人ともわたしのせいで危ない目に遭あわせてしまって」

「まったくだ。危機一髪だったぞ。何がどうしてああなったんだか、きりきり話してもらおうか」

「……はい、もちろんです」

　お姫様は申し訳なさそうに肩をすぼめ、話し始めた。

　彼女曰いわく、謁えつ見けんの間で死し刑けいと言ったのはやはり完全に勢いだったらしい。

　あとになって『とんでもないことをしてしまった』と血の気が引いたが、処しよ刑けい台の設置など準備はすでに始まってしまっていて、どうにも出来なかった。

　地ち下か牢ろうにやってきたのは、どうにか解決する方法がないかと思ってのこと。しかし上手うまい手は見つからず、それどころかユウヤと口論になってしまって、万ばん事じ休きゆうすになった。

　庭園では今さらやめるとも言えず、かといって処刑せよなどとは口が裂さけても言えず、内心泣きそうになっていた。

　そこにユウヤが煉獄の支配者を名乗り、常闇の女王と意気投合した──というストーリーを作ってくれた。おかげでどうにか処刑を取りやめに出来た。

「ユウヤさんが流れを作ってくれて、本当に助かりました。もうわたしではどうにも出来なかったから……ありがとうございます。心から感謝しています」

　深々と頭を下げてきた。常闇の女王の時から考えると別人のような素直さで、セラが不思議そうに首を傾かしげる。

「なんかぜんぜん違う人みたい。まさか本当に悪魔憑き……ってワケじゃないのよね？」

「あ、それは……」

　クローディアが説明しかけるが、その前にユウヤが「ちゃうちゃう」と手を振る。

「こいつは劇場型なんだよ。演技入ってると、それらしく振る舞まえるだけだ」

「……仰おつしやる通りです」

　恥はじ入るように肩かたをすぼめるお姫様。だがセラの疑問はさらに深まる。

「？　なんでユウヤがそんなこと分かるの？」

「ふっ、決まってるだろ。俺が超絶優ゆう秀しゆうな観察眼の持ち主だからデスよ」

「あ、ユウヤも同じだからか。お姫様が演技で堂々としてるのと、小心者のユウヤがいつもべらべら喋しやべってるのは同じことなのね？」

「……セラさんや、日常会話でいきなり心にクリティカルするのはやめて下さい」

　深刻なダメージを負い、ユウヤは胸を押さえて蹲うずくまる。

　その様子をクローディアは「わー……」と興味深そうに見つめる。

「おうおう、お姫さん。何見てんだ？　コンチクショウ」

「あっ、す、すみませんっ。なんだか親近感を覚えてしまって……わたしも日々ちょっとしたことですぐ落ち込んでしまうので」

　ぎゅっとノートを抱だき締しめる。

「わたし、いつも自信がなくて、常闇の女王を演じてないと心細くて、でもやればやるほど悪魔憑きって怖こわがられてしまって……だから庭園でスターゲイザー──ユウヤさんとお話できて、すごく楽しかったです。あんなに楽しいの、生まれて初めてでした」

　真っ直すぐな瞳に見つめられ、ユウヤは頭をかいた。

「まあ、そういう気持ちは分からんでもないけどさ……」

「わたし、ユウヤさんのことずっと待ってたんです」

「そんな大げさな」

「大げさじゃありません。だってわたしのことこんなに分かってくれた人、今までいなかったです」

「そりゃまあ、俺も昔は似たようなノートを作ってたからな」

「やっぱり色々設定を作ってたんですねっ。わたしと同じ境きよう遇ぐうだったんですねっ」

「まあ……もう白状してもいいか。確かに俺も同じようなことをしてた」

「やっぱり……っ！　じゃあこれからは二代目・魔導剣けん聖せいって呼んでいいですか？」

「それは断る」

「ならスターゲイザー？」

「……それも断る」

「だったら煉獄の支配者ですね！」

「……オーケー、理解した」

　ユウヤはおもむろに立ち上がる。クローディアの形のいい鼻を摘つまみ、天高く引っ張り上げた。

「喧けん嘩か売ってんだな、この中二姫ひめめ！　だったら買ってやろうじゃねえか、ああん!?」

「あ、あう!?」

　鼻を摘ままれ、クローディアはペンギンのように手をばたつかせる。お姫様なので攻こう撃げきされることに慣れていないらしく、目を白黒させている。

「ひゃめっ、ひゃめて下さい……っ」

　その様子がユウヤの嗜し虐ぎやく心しんに火をつけた。

「クーズクズクズクズっ！（笑い声）　王族が俺の手で悶もだえてらっしゃいますよ！　こいつは気分がいいぜぇ！」

　悪役面で高笑い。だが突とつ然ぜん、クローディアの様子が変わった。優美なドレスの身が黄金の光に包まれていく。

「んん？」

　光をまとい、クローディアは心ここに在らずの表情でつぶやいた。

「『──我は天よりの使者。邪じや竜りゆうの復活を阻そ止しし、世に恒こう常じようの光をもたらす者』」

　光が弾はじけ、いきなり衝しよう撃げき波はが放たれた。ユウヤは「ぬわ!?」と吹ふっ飛ばされ、暖炉に突つっ込む。ベッドのシーツが波立ち、ノートがばらばらに舞い散った。

　テーブルの横でスカートを押さえ、呆気あつけに取られるのは、セラ。

「黄金の光……？　今のってまさか……」

　視線の先、クローディアは荒あらく息をはき、体をかき抱いだいていた。

「わたし、また暴走を……」

「暴走？」

　セラのつぶやきと同時、ユウヤが煤すすだらけの顔で起き上がる。

「あっぶねー！　暖だん炉ろに火が入ってたらアウトだった。アフロになるとこだった。そんなに怒おこらなくてもよくね!?　確かにちょびーっと調子に乗ったけどさ、魔ま術じゆつで吹っ飛ばさなくてもいいじゃねえの」

　セラが掠かすれた声で否定する。

「今のは……魔術じゃないわ」

「は？　だって今俺吹っ飛ばされたぞ？　庭園でイケメン騎き士しの剣砕くだいたのと同じ魔術だろ？」

「魔術だったら魔ま法ほう陣じんが出るもの。それにあの光の色……。魔術には魔術光が出るものだけど、黄金なんて色は二十三属性のどこにも存在しないの」

「んん？　どゆこと？」

「だから、ユウヤ……そもそもあたしたちがなんのためにお城にきたのか、忘れたの？」

「セラの幼女メイド姿を愛めでるため？」

「あたしの炎ほのおでアフロにしてほしい？」

「オーケー、俺が悪かった。アフロは嫌いやだ。とても嫌だ」

　こちらがホールドアップすると、セラはポシェットからメモ帳を取り出した。さっと目を通し、小声でつぶやく。

「……良かった。たぶんここから正解のルートに戻もどれる」

「セラ？」

「こっちの話よ。本当はユウヤの課題だけど、ややこしくなるからあたしが進めるわ」

　セラはそう言うと、ベッドへ近寄っていく。クローディアはどこか疲つかれて見え、美しい髪かみが頰ほおに張りついていた。そんな彼女へ、セラは気き遣づかわしげに話しかける。
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「あたしはセラ、セラ・マリーベル。ちゃんとお話するのはこれが初めてよね。あたしもあえてあなたのこと名前で呼ばせてもらうね。クローディア、ひょっとしたらあなたの力になれるかも」

「どういう意味ですか……？」

「クローディア、あなたは……天使ね？」

「──っ!?　わ、わたしは天使なんかじゃないです……っ」

　怯おびえたように後あと退ずさる。何やら過か剰じような反応だった。だがセラはそれを見み越こしていたかのように、冷静に身を乗り出す。

「待って、警けい戒かいしないで。決して悪いようにはしないから。あたしたち、実はザインダレス魔導学院からきたの」

「魔導学院？　城の北にある学院ですか……？」

「そう、魔導学院の魔導特務科。あたしたちは魔導剣聖ゼノフィリアの意志を受け継ついだ魔術師よ」

「魔導剣聖の……」

　クローディアがちらりとこちらを見た。ユウヤはまた二代目扱あつかいする気か、と身構えるが、先にセラが話を続けた。

「あたしたちは天使の生まれ変わりを捜さがしてるの。転生者って呼んでるんだけどね。転生者は天使の生まれ変わりであると同時に人間としての人生を持っている。だから普ふ通つうの人間にはない苦労がたくさんあるわ。魔導特務科はそうした転生者たちを見つけて、サポートすることもしてるの。だからあなたの身に起こったこと、話してくれる？」

　クローディアはまだユウヤを見つめている。だがやがてベッドの上で膝ひざを抱かかえると、小さく頷うなずいた。

「──天使の言葉。それがある日突然、頭のなかで響ひびくようになったんです」

　クローディア曰いわく、予兆のようなものは何もなかったという。

　子供の頃ころから城で育ち、多少引っ込み思案なところはありつつも、人間として、姫として役目を果たしてきた。自分が人間だということに疑問を持ったことなど一度もない。

　だが数か月前のある日、突然、頭のなかに『自分ではない自分』の声が響き始めた。

　一いち人にん称しようは我。天使を自称し、古めかしい言葉で意味不明なことを羅ら列れつする。

　その『声』は焦あせったり緊きん張ちようしていたりしていると聞こえてきて、油断していると『声』の発した言葉がそのまま口から出てしまう。声だけならばまだいいが、感情が強く昂たかぶると謎なぞの『力』も発せられてしまう。

　先ほどの庭園では奇き跡せき的にコントロール出来たが、いつもはユウヤをふっ飛ばした時のように無む作さく為いに放出されてしまう。

「……正直、わたしも途と中ちゆうから感じてはいたんです。自分は本当に天使なんじゃないかって。でも認めるのは怖くて……」

　自分の異変を隠かくすため、必死に設定を考えた。

　バックボーンを悪魔にしたのは、周囲に間ま違ちがっても『天使かもしれない』と思われないため。身分を女王にしたのは『声』を口走ってしまっても尊大さが不自然でないようにするため。必要な要素を込め、何冊ものノートにまとめ、それらしく振ふる舞えるよう努力した。

　やがて完成したのが──常とこ闇やみの女王デッドブラッド・ゴッドメサイア・十三世である。

「なるほど、それが姫君悪魔憑つき事件の真相だったのね」

　セラが納なつ得とくした顔をすると、クローディアはどこか恥じ入るように俯うつむいた。

「最初は嫌いや々いや考えていたんですが、そのうちだんだん楽しくなってきまして……。常闇の女王だと王族らしく振る舞まえるし、自分が強くなったような気持ちになれるんです。ただ臣下たちには怖がられてしまって……」

「でも天使のことを隠したいからやめるにやめられず、こじらせちゃったってワケね」

「……はい。だから謁えつ見けんの間でユウヤさんに設定と言われた時、とてもびっくりしたんです。常闇の女王がわたしの創作だと気づいた人なんて、今までいなかったので」

「じゃあ、地ち下か牢ろうでユウヤに『わたしと同じ境遇の方ですか』って訊きいたのは……」

「ユウヤさんも『声』が聞こえて、それが露ろ見けんしないように設定を作ってる人なのかもって」

「……確かにその流れだとそう思っても仕方ないわね。でもそうまでして『声』や『力』のことを隠したい理由があるの？　もし本当にクローディアが天使だとしても、それはつまり千年前に世界を救ってくれた恩人ってことよ。みんなから感謝されるだろうし、悪魔憑き呼ばわりされるよりずっといいと思うけど……」

「それは……」

　姫君は視線を逸そらした。しかしセラが優やさしく手に力を込めると、前まえ髪がみを揺ゆらして囁ささやく。

「実は騎士団が天使を……」

　と、話しかけた言葉を遮さえぎって、ユウヤがベッドへダイブした。

「はい、そろそろドーンッ！」

「きゃっ」

「うわ、何よユウヤ!?」

　スプリングのふかふかを数秒楽しんだ後、ユウヤは勢いよく体を起こす。

「なんか蚊帳かやの外にされて久しいので、そろそろ飛び込んできました！　俺をのけ者にして話し続けないでくれよ、淋さびしいだろうが！」

「あのね……いい子で『待て』も出来ないなんて、犬以下よ犬以下」

「はっ！　もともとクズ扱いなんで構わねえですよ。それよりクローディア！」

「は、はい。なんでしょう。……あれ？　何か怒ってらっしゃいます？」

「怒ってらっしゃいます！」

　ユウヤは天てん蓋がいを揺らして立ち上がると、ビシッと指を突きつけた。

「今さら天使なんて新しい設定盛り込むんじゃねえよ！」

「えっ」

「お前は悪魔だろうが！　地じ獄ごくの九つ圏けんを統一した常闇の女王だろうが！　セラにちょっとそれっぽいこと言われたからって、尻尾しつぽ振って追加設定盛り込むな。俺こういうのすっごく厳しいって言ったよな？」

「え？　いえ、あの……え？　え？」

「ユウヤ、今のクローディアの話は設定じゃないと思うわよ……？」

「設定だよ、どう聞いても上から下まで設定だよ！　天使の声が聞こえるとか、自分じゃない自分とか、もう笑っちゃうくらい典型的なやつ！」

　ユウヤはその場で頭をかきむしる。

「あー、もう！　俺にも覚えがあるんだ。中学の時、自作の『疑ぎ似じ・カー・ブラックホール発生装置付き指出しグローブ』を嵌はめて登校したら担任に呼ばれてさ。気遣って話し合わせてくれるもんだから、俺、調子乗っちゃって『我わが輩はいは巨きよ視し化したシュレディンガーの猫ねこをペットにしている』とか『宇宙検けん閲えつ官は重力の精せい霊れいで倒たおすのだよ』とか熱く語り続けて、今考えるともう地獄絵図。クローディアは今、あの時の俺と同じ目をしてる！」

「いやしてない。ユウヤの状じよう況きようはぜんぜん分かんないけど、同じ目はしてないって断言出来る」

「くっそ、こうなったらしょうがねえ！」

　ユウヤはずいっとお姫ひめ様さまに詰つめ寄る。

「俺がお前を鍛きたえてやる。設定のなんたるかを一から叩たたき込んでやるよ」

「へ？」

　先ほどクローディアが集めたノートの山をべんっと叩く。

「頑がん張ばってこんだけ書き溜ためた設定だろ。一時の気分で変えたりするな」

　ノートの努力を認められたのが嬉うれしかったらしく、クローディアの口元が微び妙みように緩ゆるむ。

「そう言って頂けるのは嬉しいですけど、でも……」

「でもじゃない」

　ポケットから取り出すのは、地下牢で拾っておいた扇おうぎ。

「自分の設定を信じろ。盛るな。徹てつ底ていしろ。そして俺のことは今から師し匠しようと呼べ！」

　最後の一言がクローディアの中二心に火をつけた。口のなかで「師匠……」と何度かつぶやいているうち、瞳ひとみが輝かがやきだす。

「つまり……煉れん獄ごくと地獄の師し弟ていコンビですね！　その設定すっごくいいですっ」

　差し出された扇を元気よく受け取る。

「わたし、弟で子しになります。どうか導いて下さい、ユウヤ師匠！」

「ユウヤ師匠……っ!?」

　素す敵てきな単語が脳でスパークした。頭を押さえて身み悶もだえる。

　覚かく醒せいした。ユウヤの眼まな差ざしが大いなる師のものになっていく。

「俺の修しゆ業ぎようは生半可じゃない。それでもついて来られるか!?」

「はいっ。このクローディア・リン・アンフォレスト。王家の血に誓ちかって、どこまでもお供します！」

「ふ、違うだろ？　修業はもう始まってる。さあ、尋たずねるぞ。お前は一体何者だ!?」

　すると、クローディアははっとした顔で扇を開き、大おお仰ぎようにポーズをつけた。

「我は常闇の女王デッドブラッド・ゴッドメサイア・十三世！　我が師よ、この身は万ばん里りの彼方かなたまでその背を追おう！」

「そう、それでいい！　鍛えがいのある弟子じゃわい。なーはっはっはっはっ！」

　調子に乗って高笑いを上げるユウヤ。ノリノリでポーズをつけているクローディア。

　真ま面じ目めなセラだけが取り残されていた。蔦つた模様のメモ帳を握にぎり、目を白黒させている。

「え？　え？　課題は？　天使の件は？　ここからはクローディアの『声』の問題の解決をしなきゃでしょ？　なのになんで中二病の修業なんて展開になってるの……っ」

　その指し摘てきは至し極ごく真っ当なものだったが、二人はすでにポージング談義に入っており、もはやまったく聞いちゃいなかった。




　　　　◆　◇　◆




　同時刻。

　アンフォレスト城内の宮きゆう廷てい教会。ここにはかつて『終しゆう焉えんの竜りゆう』封ふう印いんに尽じん力りよくした天使たちの像が祀まつられている。

　両開きの扉とびらから入ると、中央の主しゆ廊ろうに青い絨じゆう毯たんが敷しかれ、左右に長なが椅い子すの列が並んでいる。天てん井じようと壁かべにはステンドグラスが輝き、祭さい壇だんには熾し天てん使し、智ち天てん使し、座ざ天てん使し、権けん天てん使しといった名だたる天使たちの像が建っている。

　だが荘そう厳ごんな礼拝堂には今、人ひと影かげはない。人ひと払ばらいが行われたからだ。その命令を下した人物は数人の側近を連れ、教会の地下にいた。

　王国騎き士し団・第一師団騎士長、リーベルト・アッシュヴァイン。翼つばさを模した鎧よろいの騎士は螺ら旋せん階段を下りていく。

「封印結界の様子は？」

　リーベルトの問いに、後ろを歩く側近の騎士が答える。

「やはり徐じよ々じよに綻ほころびが大きくなっています。このままではいずれ……」

「魔ま導どう剣けん聖せいの予言は正しかったということか」

　手すりに手を置きながら、リーベルトは薄うすく笑えむ。

　周囲はまるで地下牢のように薄うす暗ぐらい。教会の敷しき地ちいっぱいに空くう洞どうが出来ており、その円周をなぞるように螺旋階段が続いている。

「リーベルト騎士長、奴やつが目覚め始めれば、いずれ世界中で兆候が……」

「分かっている。だが問題はないよ。皆みなも見ただろう？　私の精製した剣がまるでガラスのように砕くだけるところを。あんなことは果たして尋じん常じような方法で可能だろうか？」

「いえ……」

　リーベルトの剣は魔術で何度でも精製出来る。よって彼の口調は決して悲ひ嘆たんに暮れるものではなかった。それを感じ取り、側近の一人が口を開く。

「騎士長の属性は十二星座の双子宮ジエミニ。四大元素や七惑わく星せいはもとより、十二星座同士は力が拮きつ抗こうしているため、一対一ならば何者も騎士長の剣を砕くことは出来ないはずです」

「その通りだ。だがクローディア姫殿でん下かはその根本原理を覆くつがえした。二十三属性には存在しない、黄金の光によってね。あの執しつ事じ君には悪いことをしたが、強ごう引いんにでも首を斬きろうとした甲か斐いがあったよ。おかげで私は今日こそ確信した。クローディア・リン・アンフォレスト姫殿下、彼女は──天使だ」

　螺旋階段の半ばにきたところで、リーベルトは足を止めた。

「姫殿下を使えば、奴を再び封じることが出来る」

　視線を向けた先、教会の空洞は奈な落らくのように深く続いていた。物理的にあり得ないほどの広大さで、どこまでも闇が広がっている。

　事実、それは物理法則を捻ねじ曲げ、魔術によって生成された穴だった。目を凝こらせば千年前からの高度な魔ま法ほう陣じんが何千何万と展開しているのが見える。

　その深い闇やみのなかで蠢うごめいているものがあった。巨大な生物だ。湖面のような奈落を通しても体の一部しか見えない。暗黒を凝ぎよう縮しゆくしたような黒の鱗うろこが揺れ、瞼まぶたが開く。現れたのは煮にえ滾たぎる血のような紅ぐ蓮れんの瞳。

　さすがに動どう揺ようし、側近たちが後あと退ずさる。

　だがリーベルトは涼すずやかに笑い、奈落の底へ呼びかけた。

「天使という言葉に反応したのかい？　──終焉の竜グランドヴァイスよ」

　かつて邪じや竜りゆうは天使と魔導剣聖によって封じられた。その封印の地こそがこのアンフォレスト城である。その封印結界は予言の通り、半年ほど前から徐々に綻び始めていた。リーベルトは第一師団騎士長として対応を担になっている。

「聞きたまえ、邪悪なる竜よ。このまま復活出来るなど夢にも思わないことだ。私は必ずやお前を封じ込める。この世界のため、たとえどんな手段を使ってもな」

　血のような紅蓮の瞳を前にしてもなお、騎士の瞳は揺らがなかった。

　側近たちに振ふり向き、唇くちびるに弧こを描えがく。

「まずは姫殿下に天使であることを認めて頂こう。また執事君が役に立ってくれるかな」








三章　天使と黄金の夜






　数日後。クローディアの私室。

　以前はコウモリ人形やドクロが散乱していたが、今はおどろおどろしいグッズは暖だん炉ろの横へ片付けられ、きれいな部屋になっている。セラがメイドとして頑張ったおかげだ。片付けられた部屋でユウヤはソファーに座り、偉えらそうに手て拍びよう子しをしている。

「ワン・ツー！　ワン・ツー！　遅おくれてるぞ、もっとリズミカルに！」

「は、はい、師匠！」

「違う！　もっと腕うでの振りを大きく！　恥はずかしがってどうする!?　躍やく動どう感かんを見せろ！」

「はい、こうでしょうか!?」

「そう！　よくなってきた！　その調子だ！」

「あ、ありがとうございます！」

　指導を受けているのは、もちろんクローディアだ。言われるまま、一いつ生しよう懸けん命めいに手を振っている。ただその表情には大きな戸と惑まどいが浮うかんでいた。

「し、師匠っ。質問してもよろしいでしょうか？」

「なんだ!?」

「この修業にはどんな意味があるのでしょうか……っ」

　部屋の中央には一枚の大きな窓ガラスが立てかけられていた。ユウヤがテラスからかっぱらってきたものだ。

　高さが二メートルほどあり、魔ま獣じゆうのドクロを寄せ集めて土台にし、直立させている。

　クローディアはその正面に立ち、雑ぞう巾きんで窓まど拭ふきをさせられていた。朝からずっとやっている。意味不明に感じても不思議ではない。

　だがユウヤは大げさに頭かぶりを振った。ガラス越ごしにクローディアを見つめる。

「我が弟子よ、俺の修業が信じられないのか……？」

「い、いえ、滅めつ相そうもありません。わたしは師匠を信じています。でも意図が分からないまま修業を続けて効果があるのか心配で……」

　律りち儀ぎに窓拭きを続けながら、姫君は申し訳なさそうな顔をする。

「仕方ないな。では少し早いが成果を見せてやろう」

　ユウヤは厳おごそかに立ち上がると、足でドクロをどけ、窓ガラスを横へずらす。

「扇は持っているな？」

「もちろんです。ここに」

「スタンバイしておけ」

「……スタンバイ、ですか？」

「そうだ。いくぞ？」

　ユウヤは一いつ瞬しゆんで表情を切り替かえる。大仰に口に手を当て、浮かべるのは恐おそれ慄おののいた顔。

「な、なんだこの圧あつ倒とう的な気配は!?　感じるぞ……っ。地じ獄ごくの底から湧わき立つような圧倒的な攻こう撃げき的気配……っ！　誰だれだ!?　どこにいる!?　お前は一体何者だーっ!?」

　クローディアはキュピーンッと反応し、ほとんど条件反射で声を張り上げた。

「我が地獄の氣オドに気づくとはやるではないか。褒ほめて遣つかわそう！　見よ、この華か麗れいなる立ち姿！　我こそは常とこ闇やみの女王デッドブラッド・ゴッドメサイア・十三世である！」

　名乗りに合わせて扇を開き、その途と中ちゆうでクローディアははっとする。

　腕の振りが今までよりずっとスムーズになっていた。まるで風を切るように素す早ばやく、そして流りゆう麗れいに扇を開くことが出来た。びたっと鷹たかのようなポーズをつけたまま、クローディアは驚きよう愕がくする。

「師匠、これはまさか……っ」

「ふっ、気づいたな？」

「雑巾がけの動きがポージングの修練になっていたんですね！」

「その通りだ、我が弟で子しよ！」

「さすがです、師し匠しよう！」

「これが修しゆ業ぎようというものだ。師からの教えは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで理解出来るようなものではない。まったく無意味と思える所作のなかにこそ、真理が隠かくされているのだ」

「感動しました……っ。なんて深い教えなのでしょう……っ。ユウヤ師匠に師事できて、わたしは幸せ者です」

「はっはっはっ、褒めるな褒めるな。この程度、どうということはない」

　師匠は意味もなく胸を張り、弟子は両手を握り締しめて感動している。

　そしてメイドはため息交じりにぼやいた。

「……昨日も一昨日おとといも似たようなやり取り見たわよ？　二人ともよく飽あきないわね……」

「あ、セラ。夕飯の時間か？」

「セラさん、今日のメニューはなんですか？」

　二人でぱたぱたと駆かけ寄る。セラは扉前に立っていた。両手には調理場から持ってきたディナーのトレイがある。

　この数日、ユウヤとクローディアは私室にこもって中二病の修業をしている。その間、セラは食事や着き替がえなど身の回りの世話をしてくれていた。
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「ついつい流れでお世話し始めちゃったけど、二人ともぜんぜん部屋から出ないし、なんか引きこもりを養ってる気分になってきたわ……」

「もとから俺を養ってるようなもんだったじゃないか。変わらん変わらん」

「セラさんのおかげで、わざわざ晩ばん餐さんの間へ行かずに済むようになってほっとしてます。お部屋に引きこもって食べるご飯、とっても美味おいしいっ」

「え、まさか……クローディアもダメ人間気質？」

「セラの甘やかしのおかげで開花したんだな」

「セラさんが専属になってくれて本当良かったです。話しやすいし、面めん倒どう見てくれるし、大好きっ」

「愛してるぜ、セラ」

「愛してます、セラさんっ」

「いやいやいや勘かん弁べんして……。あたしのせいでダメ人間たちのダメっぷりが加速してるとか考えたくない」

　顔を引きつらせるセラから「まあまあ」とトレイを受け取り、ユウヤは銀食器の料理をテーブルに並べていく。料理はどれも出来立てで、分厚いステーキやら濃のう厚こうなスープやら学院ではお目に掛かかれない豪ごう華かな品々ばかりだ。

　セラにも座ってもらい、ナイフとフォークを手に取り、さっそく食べ始める。

「美味うまい！　やっぱ城の飯って最高だな！」

「ああ、素す敵てき。臣下の目に怯おびえずに食べるご飯、美味しいです」

「クローディア、これ食ったら修業の第二段階に入るぞ。いよいよ設定の練り直しを始める」

「わっ、ついにですね！　煉れん獄ごくの設定を固めるんですか？」

「いやまずは地獄のブラッシュアップだ。常闇の女王の必ひつ殺さつ技わざがあったろ？　謁えつ見けんの間で言ってた『業ごう炎えん烈れつ火か連射槍そう』。あの辺りから設定を詰つめ直す」

「覚えてらっしゃいましたかっ。業炎烈火連射槍のことはあの時しか言ってないのに」

「当たり前だろ。俺は一度聞いた必殺技は忘れない。お前は業炎烈火連射槍で地獄の第二圏けんウェーラロスを焦しよう土どと化した。よく覚えてるよ」

「そうです、その通りです！　さすがユウヤ師匠……っ。お見み逸それしました」

「第二圏を焦土と化したって設定はありだが、業炎烈火連射槍って名めい称しようは正直微び妙みようだな。これ、なんかバックボーンあるのか？」

「う……。じ、実は格好いい言葉を組み合わせただけなんです」

「だと思った。お前はその辺のディテールが甘い。悪い癖くせだぞ？」

「すみません、反省します……。何かいい改善策はありますか？」

「ヒントはすでに与あたえてある。俺の今までの言葉の中だ」

「師匠の今までの言葉？　設定関連についてですよね？　う～ん……」

　濃厚なポタージュスープをかき混ぜながら唸うなるクローディア。ユウヤは肉にく汁じゆう滴したたるステーキを飲み込んで言う。

「じゃあ、スペシャルヒントだ。大本の事実は──？」

　あっ、とお姫ひめ様さまの顔に閃ひらめきが灯ともる。

「──肯こう定ていするところから始めなきゃ！　ちゃんと基き礎そを押さえて、その上で自分好みの設定を錬っていく。これが王道！」

「お前もよく覚えてるじゃないか。いいぞ、優ゆう秀しゆうだ」

「えへへ、褒められちゃいました。ありがとうございますっ」

　姫君は嬉うれしそうに笑う。その横でジャムを手にしたセラが微妙な顔。

「王族が庶しよ民みんに王道説かれて喜んでる……」

　ユウヤは肉の刺ささったフォークを振る。

「まったくのオリジナルで構成するのもいいが、この世界には四大元素・七惑わく星せい・十二星座で構成された魔術という格好の題材がある。これを使わない手はない。たとえば……」

「はいはいっ、師匠！　魔術の属性を地獄的にするのはどうでしょうか!?　歴史の闇に埋うもれた裏二十三属性。四大元素なら、罪深き業ごう火かの火属性。嘆なげきの河の水属性。砂さ塵じん舞まう土属性。悲ひ嘆たんと断末魔の風属性、とか！」

「はい、きました！　そう、そういうこと！　クローディアちゃん、百点！」

「やったーっ、百点もらっちゃいました！」

「もちろん二十三属性を闇に染めるだけでは終わらないぞ。裏二十三属性が出来たら、次は……超ちよう必殺技だ！」

「超必殺技っ!?　格好いい……っ。裏二十三属性を極きわめた先の新たな境地ということですね。一体どんな技になるんですか!?」

「ふふ、我が弟子よ」

　おもむろに紅茶を飲んで間を置き、ティーカップをターンッと置く。

「それはこれから考えるのさ！　俺と！　お前で！」
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　クローディアの興奮メーターが振り切れた。

「師し弟ていの合体技が超必殺技ってことですねっ。素敵！　最っ高ですっ！　師匠、わたし、どこまでもついていっちゃいます！」

「ふはははははっ！　良いぞ良いぞ！　ついてくるがいい！」

　もはやクローディアからはハートが乱らん舞ぶし、ユウヤはユウヤでどんと来いとばかりに高笑いを上げる。なんだかんだ、良いコンビになっていた。

　……と、楽しいのは遊んでいる二人だけで、養っている方はげんなりである。

「はぁ、なんか手の掛かる子供が二人に増えたみたい……」

　十二歳の幼女は、子育て疲づかれのため息をつく。







　夕食を終え、超必殺技の談義をした後。

　食器を調理場に持っていくため、ユウヤとセラは城の廊ろう下かを歩いている。食べる時はセラが持ってきたので、片づけはユウヤがトレイを持たされた。

「まったく、いつまで続くのかしら、この生活」

　メイド服のスカートを軽く摘つまみ、セラは肩かたを落とす。

「まあまあ、セラさんや。飯は美味うまいし、風ふ呂ろは広いし、結構いいこと尽ずくめじゃね？　この使用人生活」

　雑な運び方でカチャカチャ言わせている執しつ事じへ、メイドはジト目。

「あのね、分かってるの？　課題を達成出来なかったらユウヤは退学なのよ、退学」

「けど、学院長からとくに期限を区切られたわけでもないだろ？」

「それはそうだけど」

「あと俺、ふと思ったんだけどさ」

　爽さわやかな笑え顔がおを向ける。

「学院を退学になったとしても、このままクローディアの師匠としてずっと城に居座れたら、それはそれでオッケーかなって☆」

「……へえ、あっそー？」

　メイドカチューシャの額にでっかい怒いかりマークが浮うかんだ。

　ユウヤの腹に手を当てたかと思うと、魔ま法ほう陣じんが展開。セラの手が赤熱する。

「あっつー!?　熱っ！　ちょ、セラさん熱い熱い熱い熱いっ！」

「……こっちの苦労も知らないで気楽なものね？」

「怖こわいっ！　静かな口調とハイライトの消えた目が怖い！　そして熱い！　ちょ、トレイ落ちちゃう落ちちゃう。なんの拷ごう問もんだ、これ!?」

「ちょっとは反省しなさい。本当、クズなんだから」

　堪こらえきれずに手放したトレイを見事にキャッチ。セラはとっとと歩いていってしまう。

「どーせならクローディアに結けつ婚こんしてもらったら？　そしたら王様になれるから一生遊んで暮らせるわよ」

　焦こげたシャツをふーふーしていたユウヤは、ぽんっと手を打つ。

「……なるほど、その手もあったか！」

「ご祝しゆう儀ぎは降り注ぐ火矢とかでいいかしらー？」

「ウソウソウソっ、噓うそでーす！　俺が愛してるのはお前だけだぜ、セラ」

「はいはい、愛してるって言うならちょっとは働いてよね。洗せん濯たく場にクローディアのパジャマがあるから持っていってあげて。朝洗濯してもう乾かわいてるはずだから」

　うわメンドい、と思ったが、ここは外してはならないとユウヤも理解している。なので素す直なおに「へーい」と頷うなずいた。

　廊下の十字路でセラと別れ、洗濯場に向かう。それらしいシルクのパジャマを見つけ、ちょっと匂においとか嗅かいじゃおうかなと思ったがさすがに自制し、クローディアの私室へ戻もどった。ずっと入り浸びたっているので、とくにノックもせず扉とびらを開ける。

「おーい、クローディア。着替え持ってきたぞー。……ってあれ？　いない？」

　肝かん心じんのお姫様の姿がなかった。部屋を見回して「ああ、あっちか」と気づく。この部屋にはベッドの向こうに扉が二つある。確かどちらかが書き物部屋だ。夕食後に超必殺技談義をしたので、ノートにまとめているのだろう。

「おーい、ここかー？」

　とくに考えもなく、手前の扉を開けた。直後、

「──ぬう!?」

　ユウヤは硬こう直ちよくした。確かにクローディアはそこにいた。

「へ？　し、師し匠しようっ!?」

　だが全ぜん裸らだった。

　どうやら書き物部屋は奥の扉だったらしい。手前の扉は浴室だった。ヨーロッパ風の手洗い一体型で、手前にトイレがあり、奥にバスタブがある。

　その間の脱だつ衣い場にクローディアはいた。ちょうど入浴しようとしていたところらしい。

　下はすでに脱ぬいでおり、上もブラジャーのような下着を肩から抜ぬいたところだった。つまりは一糸まとわぬ姿である。

　メロンのようにたわわな特大おっぱい、きゅっとくびれた腰こし、さらには女の子の大事なところまで、全部丸見えだった。

「あ、っと、その……」

「え、えと……えとえと……っ」

　ユウヤと同じく、クローディアも固まっていた。曝さらけ出したまま、微び動どうだにしない。

　内心、焦あせった。

　やべえ、どうしようこの状じよう況きよう……っ。

　普ふ段だんはクズ顔をしているが、その実、ユウヤは純じゆん粋すい培ばい養ようの童どう貞ていである。裸はだかの美少女を前にして、スマートな対応など出来なかった。

　これで相手がセラだったら魔術の一発も撃うたれて終わりだろう。ユウヤも遺い憾かんなくぶっ飛ばされて償つぐなえる。だが相手は生きつ粋すいのお姫様、クローディアだ。彼女は反応の仕方そのものが分からないらしく、真っ赤な顔で硬直している。

　どちらも動けないまま、時間が凍こおりついてしまった。

　この状況はマズい。本格的にマズい。

　脳をフル回転させる。どうにかする手はないか。何か何か何か──！

　あった。

　ユウヤはパジャマを持った手を振ふり上げ、大おお仰ぎようにポーズをつけた。

「ふはははっ！　どうだ、常とこ闇やみの女王よ！」

「──っ。あ、えと、スターゲイザー!?　な、何事か！」

　ちょっとビクッとしつつ、クローディアも反応した。まだ動きがぎこちなく、中ちゆう途と半はん端ぱにポーズをつける。しかし動いた途と端たん、メロンサイズの特大おっぱいが凄すさまじい存在感でスウィングした。左右からぱちゅんっとぶつかり、火ほ照てった汗あせが飛び散る。
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　クローディアは涙なみだ目めでさらに赤くなった。

　ユウヤはユウヤでどうにかなってしまいそうだったが、手のひらに爪つめを食い込ませ、無我の境地へ到とう達たつする。驚きよう異いの精神力でスターゲイザーを続行。

「も、もう一度言うぞ!?　ふはははっ！　どうだ、常闇の女王よ！　我わが輩はいが突とつ然ぜんきてさぞびっくりしただろう！　見るがいい、これを。貴公のパジャマだ！　セラに言われて届けにきたぞ！　書き物部屋かと思って入ったら浴室だった！　正直ごめん！」

「あっ、な、なんと……っ、納なつ得とくしました、じゃなくて、納得したであるっ」

　中二病モードになることで、どうにか硬直状態を抜け出すことが出来た。両者ともいっぱいいっぱいだが、なんとか会話は出来る。

「とにもかくにも、とりあえずお届けするぞ、受け取るがいい！」

「れ、礼を言うぞ。そこに置いておけっ。でもすごいびっくりした。我は一いつ瞬しゆん、汝なんじが夜よ這ばいにきたのかと……っ。まだ湯ゆ浴あみもしていないし、どうしようかと思った！」

「ふはははっ、湯浴みをしていたら夜這いもオッケーのような言い草だな！　ならば湯浴みを手伝ってやろうか!?　我が必殺の『煉れん獄ごくのマグマ流し』で背中が溶とけても構わぬというならな！　まあ、我輩も鬼おにではないので、これにてさらばだ」

　そばにあった籠かご台にパジャマを入れ、颯さつ爽そうと立ち去ろうとする。だがそこで予想外にクローディアが声を上げた。

「ぬ？　な、舐なめてもらっては困るぞ！　マグマといえば地獄、地獄といえばマグマ！　汝がどれほどの妙みよう技ぎを持っていようとも、地獄の支配者たる我が身を焦がすことなど不可能である！」

「む？　……いやいやそれは違ちがう。煉獄の第四圏けんは獅し子し帝ていの血の池だ。ゆえに我輩のマグマ流しは地獄のマグマなど容易に超こえることは明らか過ぎるほど明らかだからな！」

「ぬぬ!?」

「むう!?」

　微び妙みような睨にらみ合いになった。こと設定においては負けず嫌ぎらいな二人である。ついお互たがい意地になった。

「そこまで言うなら汝の『煉獄のマグマ流し』、試ためしてみるがいい！　服を脱いでバスタブに入ってきて下さい！」

「おう、良かろう。やってやろうじゃねえか！」

　一分後。そこには全裸の二人がバスタブで体育座りしている姿があった。

　心の中で思うことは両者同じである。

「「（どうしてこうなった……っ!?）」」

　バスタブはそう大きくはない。おそらくお姫ひめ様さまだけの一人用なのだろう。二人入るとギリギリくらいのバスタブで、手前にクローディアが体育座りをし、その後ろにユウヤが体育座りしている。

　壁かべにはシャワーがついており、クローディアの足先に水を落としていた。水音だけが浴室に響ひびく。下手へたに口を開けなかった。またスターゲイザーと常闇の女王が降臨したら、もっととんでもないことになりかねない。

「し、師匠……いえ、ユウヤさん」

　そんななか先に声を発したのは、意外にもクローディアだった。

　中二病モードだけでなく、弟で子しモードも解除し、膝ひざに顔を埋うずめる。

「えと……き、気にしないで下さい、色々と。ユウヤさんは今、わたしの専属使用人ですから……使用人が王おう侯こう貴族の湯浴みを手伝うのは普通のことです」

「そ、そうか……すげえんだな、王侯貴族って。えー……と、一応確かく認にんしとくけど、主人が女の子で使用人が男の場合も普通なのだろうか？」

「それは……普通じゃないですけど」

「あー、やっぱり？」

「でもユウヤさんは特別です。わたしにとって特別な人だから……だから大だい丈じよう夫ぶです」

　一瞬、鼓こ動どうが急停止しそうになった。

　特別な人？　それはどういう意味でしょうか……？

　と、訊きけるような度胸はユウヤにはない。よって当たり障さわりのない返事を絞しぼり出した。

「あー……、そう言ってもらえると、ありがたい」

　目の前には美しい髪かみと白い背中が惜おしげもなく晒さらされている。心も体も無防備なこの状態で『特別な人だから大丈夫』などと言われたら平静ではいられない。

　ああやばい、なんかもう好きになっちゃいそうデスよ……っ!?

　ユウヤは無言で身み悶もだえる。

「あの、ユウヤさん？」

「わひゃあ!?　どうした!?」

「むしろそっちがどうしましたか!?」

「あ、いや、わるい……久々に純真な自分が顔を出して戸と惑まどってた。なんぞ？」

「えっと背中を流してもらえたらと……」

「マジか？　本気か？」

「は、恥はずかしいですけど、でも……やってもらわないと、わたしのなかでも建前が構築出来ないと申しますか……」

「あー……このままだと、ただ一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ってるだけだもんな。ご主人様なお前の背中を、使用人な俺が流す。ゆえに問題無し。そういう感じッスね」

「……そういう感じッス」

「オーケー、理解した。完かん膚ぷなきまでに了りよう解かいした」

　タオルはバスタブの縁ふちに掛かかっていた。石せつ鹼けんも小物置きに置いてある。手早くそれらを摑つかみ、ユウヤは無心で泡あわ立だてた。

「んじゃあ……いくぞ？」

「は、はい、お願いします……」

　浅く深呼吸するクローディア。ユウヤも無我の境地へ至り、戦せん闘とうを開始する。

　髪が背中を覆おおっていたのでまずはさっと束ねた。指先が背中に当たって「ひゃんっ!?」と声が聞こえたが、無我なので支障はない。

　雪原のような白い背中へ、タオルを当てる。途端、「んんっ」という鼻にかかった声が響いたが、無我なので大丈夫だ。

　素数を数えながら、虚こ無む僧そうの気持ちでタオルを上下させる。

　すると「あっ！　ユウヤさんっ、あん、ユウヤさんっ！」と艶なまめかしく名前を連呼されたが、無我なので問題はない──わけがない。

　下を見れば、泡あわにまみれたお尻しりが柔やわらかそうに揺ゆれている。上を見れば、膝に押された横乳がムニムニッと波打っている。我が慢まんとか出来るわけがなかった。

「あー、思いっきり鷲わし摑づかんじゃいたいなぁ、もう！」

「ユウヤさんっ!?　声に出ちゃってます、声に！」

「主にお前のせいでしょーが!?　えっちな声出しちゃってるのはお前の方だよ!?」

「ええっ!?　出してませんよ!?　えっちな声なんて出してません！　変な言いがかりつけないで下さいっ」

「出してますよ!?　ほら、ここをこう擦こすると!?」

「あンっ!?　──っ!?　今のわたしの声ですか？」

「どう聞いてもお前の声でしょーが!?　それさっきから出してるからね？　建前のための背中流しなんだから、そちらも建前の構築を頑がん張ばって下さい！」

「うぅ、すみません。頑張ります。どんなにユウヤさんのご奉ほう仕しが気持ち良くても、声を出さないように頑張ります」
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「あのな、お姫様？　それ天然で言ってるんだとしたら相当なモンですぞ？」

「な、何かお話して下さい。気が紛まぎれるようにお話をっ」

　なかなかの無む茶ちやぶりだったが、意識を逸そらしたいのはこちらも同じだ。軽めに手を動かしつつ、何か話題がないか考える。

「あー、そうだなぁ……。さっき王侯貴族は使用人に背中を流してもらうって言ってたけど、親子で風呂入ったりはしないのか？　父親とか母親とかさ」

「えっと……そうですね、あまりないかもしれません。だいたいは乳母うばがいますし、とくにわたしの場合は……そもそも血けつ縁えん者しやに会ったことがないので」

「んん？　どういうこった？」

　今までとは違う、少し大人びた声で彼女は答える。

「わたし、先王である父が余所よそで作った子供なんです。魔ま獣じゆう討とう伐ばつに出た時、現地の女性に産ませたそうで……母は生まれたばかりのわたしをすぐ城へ引き渡わたしました。だから母がどこの誰だれかも知りません。城に引き渡されたきっかけも父が戦死して、他ほかに世よ継つぎがいなかったからなので、父にも会ったことはないです」

「わりぃ、変なこと訊いた」

「いえ、わたし自身、物心がつく頃ころにはもう城にいましたし、昔のことですから」

　とくに強がっている様子はなかった。だから変に同情したりはしない。それが礼れい儀ぎだと思った。

「ってことはひょっとして、この国で今一番偉えらいのはクローディアなのか？」

「一応、名目上はそうです。父は婚こん礼れい前だったので王おう妃ひのような人もいませんでしたし」

「……中二病患わずらってる場合じゃないんじゃね？」

「あはは、一応、王位継けい承しよう者しやとして頑張ろうとした時期はあったんですよ？　でも却かえって迷めい惑わくになってしまうみたいで……」

「迷惑？」

「父が戦死してすぐ、実質的な国政は元老会議を通して騎き士し団が取り仕切るようになったんです。それが上手うまく回っているので、今さら外からきた王族が口を出すのはよくないみたいで。今は決定権のほとんどを王国騎士団の第一師団が担になっています」

「第一師団……あー、あのイケメン騎士か」

　あの男が実質的な国のトップだったのか、と微妙に憂ゆう鬱うつな気分になる。

　クローディアの声もどこか沈しずんだ。

「……リーベルト・アッシュヴァインはたぶん立派な騎士なんだと思います。実際、この十数年で魔獣の脅きよう威いは減り、国はだいぶ平和になったそうです。ただ……」

「ただ？」

「あの騎士の掲かかげる正義は、弱いわたしには少し恐おそろしくて……」

　それ以上、クローディアは言葉を発さなかった。しかしタオル越ごしに震ふるえが伝わってくる。確かにリーベルトには忠義者とは呼びづらい空気があった。あんな騎士がいてはお姫様も気が休まらないだろう。

　ふむ、ユウヤは思案する。さっき一番声を上げていた辺りをいやらしく擦ってみた。

「きゃうんっ!?」

　途と端たん、子犬のような声を上げ、クローディアは仰のけ反った。思いきり倒たおれ込んできて、ユウヤの足の間にすっぽり収まる。

　目を丸くして見上げてくる彼女は、今までで一番真っ赤になっていた。

「ユ、ユウヤさん、何を……っ？」

「びっくりしたか？」

「気持ち良過ぎて心臓止まるかと思いました……」

　ユウヤは大成功という顔で笑い、脈略なく提案した。

「そろそろ王都ででっかい祭りをやる季節だろ？　それ一緒に行こうぜ」

「お祭り……？　天てん黎れい祭さいのことですか？」

「そう、そのテンレーサイ」

　王都では春夏秋冬の季節ごとに大規模な祭りが行われる。かつて世界を救ってくれた天使たちを祀まつるお祭りだ。半年前、この世界にきてからユウヤも一度覗のぞきにいったことがある。憂鬱な気分を吹ふき飛ばすにはもってこいだと思う。

「でも……わたし、城から出ることを許されてないんです」

「それも元老会議の決定か？」

　はい、と申し訳なさそうにクローディアは肩かたをすぼめた。常とこ闇やみの女王はかなり奔ほん放ぽうな印象だったが、実際のクローディアはだいぶ雁がん字じ搦がらめの状じよう況きようのようだ。

　よってユウヤはわざとあっけらかんと告げる。

「んじゃ抜ぬけ出そう」

「え？」

　悪だくみの顔で口元をつり上げる。

「堅かた物ぶつな城の奴やつらなんて、俺が出し抜いてやるよ。だから安心しろ。セラと俺とお前の三人で祭りを楽しもうぜ」

　それは彼女にとってかなり魅み力りよく的な提案だったらしい。まるで宝箱を見つけた子供のように瞳ひとみが輝かがやいていく。

「……いいんでしょうか？」

「いいさ。俺が許す。師し匠しようの俺が許すんだ。他に一体誰の許しがいるって言うんだ？　常闇の女王よ」

　ようやく彼女の顔に笑えみが浮うかんだ。少し泣きそうに、けれどとても嬉うれしそうに頷うなずく。

「いいや……我と汝なんじはそれぞれ地じ獄ごくと煉れん獄ごくの支配者。その行く道を阻はばむことなど、誰にも出来まい。とっても……楽しみです」

「だな」

　シャワーの音に重なって、二人の笑い声が響ひびく、それは支配者というより、イタズラを思いついた子供たちの声だった。
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　天黎祭、当日。場所は城の騎士団宿舎。

　ここは地上階が騎士たちの詰つめ所となっており、地下は王立の魔術工こう房ぼうとなっている。

　働いているのは宮きゆう廷てい魔術師たち。城にはザインダレス魔導学院や他国の機関出身者もいるが、この工房で働けるのは純じゆん粋すいな王立アカデミーの出身者だけ。つまりはリーベルト選えり抜きの部下たちである。

　地下第一層から第二層は研究施し設せつとなっており、タスクテーブルには天てん秤びんやビーカー、簡易魔ま法ほう陣じん発生装置の数々が置いてある。また蒸留器や昇しよう華か炉ろと共に、ガラスの培ばい養よう層が何列にも亘わたって並んでいた。

　培養層に入っているのは魔導宝石。アンフォレスト王国が総力を挙げて精製した、結界強化用の魔道具である。

「数はもう揃そろっているね？」

　リーベルトが訊たずねると、工房の魔術師から報告を受け、側近が答えた。

「はっ、結界強化に必要な四十八の封ふう印いん石、すべて精製済みです」

「あとは結界の要かなめ、天使さえいればいいわけだ」

「その要候補──クローディア姫ひめ殿でん下かの件なのですが」

　別の側近が報告する。

「どうやら……城から抜け出すことを企くわだてているようです」

「ん？　どういうことだい？　まさかあの姫殿下が国を捨てて逃にげ出すと？」

　あり得ない話だ、とリーベルトは眉まゆをひそめた。

「いえ、それが……」

　側近は戸と惑まどいつつ、半歩、体を引いた、背後にいたのは、城の老執しつ事じとメイド長。

　クローディアを監かん視しするように命じている者たちだ。彼らは騎士ではないが、先王の死後、実権を握にぎったリーベルトの指揮下にある。

　二人は側近同様に戸惑いを浮かべ、交こう互ごに報告してくる。

「その……新入りの執事が姫様を天黎祭に連れ出そうとしているようなのです」

「ロープやら変装の道具やらをくすねている形けい跡せきがありますわ」

　思わず笑い声を上げてしまった。

「そうか、彼か。何かの役に立ってくれればと思ったが、なるほどそうきたか。色々と予想外な少年だね」

　天黎祭の本番は陽ひが暮れてからになる。

　当初の予定では城を開放して民衆を引き入れ、その喧けん騒そうに乗じる計画だった。

　だが雑多な街へ自ら繰くり出してくれるのならば好都合だ。

「分かった。脱だつ走そうには目を瞑つぶっていいよ。彼らの思い通り、城から出してあげてくれ」

「それでは……」

「ああ、街で──仕し掛かける」

　リーベルトは冷たい瞳で笑む。

「確か祭りの途と中ちゆうで花火が上がる予定だったね？　それを合図にしよう。陣じん頭とう指揮は私が執とる」

「騎士長、御おん自みずからですか……？　しかし街で仕掛けるとなると、一歩間ま違ちがえば民衆に被ひ害がいが……」

「構わないよ？」

　肩を竦すくめた。

「元老会議の承しよう認にんは下りているんだ。邪じや竜りゆうの封印は他のすべてに優先される。たとえ王族であっても天使ならば要になって頂くし、民衆に被害が出ようとも、それは罪には問われない。むしろ多少の犠ぎ牲せいはあった方が姫殿下も覚かく悟ごが決まるだろう。姫殿下以外は殺してもいい」

　老執事とメイド長は青ざめ、側近たちもさすがに二の句が継げなかった。

　そんな彼らを一いち瞥べつし、リーベルトは告げる。

「情は捨てたまえ。千年前とは違い、魔導剣けん聖せいはもういない。今、結界の強化を完かん遂すいさせなければ、復活する『終しゆう焉えんの竜』を誰も止められない」

　きらめく宝石の群を前にして、騎士は断言した。

「すべては世界を守るためなんだよ」
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　脱走は拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に成功した。

　まずセラがメイド仕事に休きゆう暇かをもらい、昼過ぎから外に出て、小こ舟ぶねを調達。陽が暮れてからユウヤとクローディアで私室を抜け出し、城じよう壁へきの裏手へいって合流。その後、小舟で難なく湖に繰り出すことが出来た。

　城の裏側は湖しかないため、もともと警備が薄うすかった。それにしても今日はなぜか衛兵の一人もおらず、城壁の通用口を呆気あつけなく通ることが出来た。運が良いに越こしたことはないが、おかげでわざわざ用意した脱走道具の出番はなかった。

「はい、ユウヤの分の制服。執事服だと目立っちゃうから着き替がえて。クローディアの分も学院で借りてきたわよ」

　軽く漕こいで流れに乗ると、セラが大きめの鞄かばんから制服を出してくれた。

「おー、懐なつかしの我が制服。やっぱ執事服よりこっちの方がしっくりくるな」

「これどうやって着るんですか？」

「手伝ってあげる。こっちきて」

「よし、俺も手伝おう。まずはスカートをだな……」

「ユウヤはあっちいってなさい。燃やすわよ？」

「へーい」

　大人しく小舟の突とつ端たんにいって着替える。そうこうしているうちにあちらもお召めし替かえが終わったようだ。

「もうこっち向いていいわよ」

　セラのお許しが出たので振ふり向き、「おお」と思わず感かん嘆たんの声が洩もれた。

「ど、どうでしょうか、ユウヤさん」

　制服姿の女め神がみがいた。絶世の美少女なお姫様は、庶しよ民みんの制服を着ても輝いている。

　セラもとびきりの美少女だが、クローディアには高貴な気品があり、また違った美しさがある。一いつ般ぱん的なサイズに対して、特大メロンが規格外だったのか、胸がパッツンパッツンなのもグッドだ。

　印象を変えるためか、髪かみ型がたをアップに変えていて、口紅やアイシャドーで顔立ちも大人びている。変装のために持ってきた化け粧しよう道具を使ったのだろう。

「最高。超ちよう似合ってるぜ、クローディア。めちゃくちゃ可愛かわいい」

「やった、ありがとうございますっ」

　素す直なおに褒ほめると、クローディアは花が咲さくような笑顔で喜んだ。子犬だったらぶんぶん尻尾しつぽを振ってることだろう。彼女からの純粋な好意が伝わってきて、ユウヤは身み悶もだえる。

　……あー本当可愛いなちくしょう！

　そんなユウヤをセラは「ふーん」とジト目で見る。

「楽しそうね、ユウヤ」

「……ん？　セラさんや、なんか怒おこってらっしゃる？」

「べっつにー。なんかこないだパジャマ持ってってからさらに仲良くなってるわよね、あなたたち。何かあった？」

「……イエ、何モ無イデスヨ？」

　まさか全ぜん裸らで背中を流したとは口が裂さけても言えない。間違いなくアフロにされる。

「ふーん……」

「……さ、さあ、働こうかな。よーしもっと漕ぐぞ！　岸までもうすぐだ」

　セラから「……怪あやしい」とジト目の視線を受けつつ、備え付けのオールで漕ぎ始める。

　程ほどなくして岸までつき、王都の中央通りに向かった。

　天てん黎れい祭さいはすでに始まっており、着いた途と端たん、クローディアは瞳を輝かせた。

　露ろ店てんが端はしから端まで埋うめ尽つくし、大勢の人でごった返している。この日のための魔道灯がそこかしこに設置され、煉れん瓦がの街を色とりどりにライトアップしていた。

　露店はどこも大だい盛せい況きようで、老ろう若にやく男なん女によの区別なく、誰だれもが祭りの喧騒に身を投じている。天使を祀まつった祭りだけあって、作り物の羽根で仮装した人も多い。

　秩ちつ序じよある城とは真逆で、ここには雑多な熱気と生命力が溢あふれている。

「すごい……っ。なんですかなんですか、これ。わたし、こんな賑にぎやかな空気、初めてです……っ」

　クローディアは忙せわしなく視線を動かし、とにかく落ち着かない。ユウヤはその少し後ろで得意げな顔をする。

「大はしゃぎで何よりだ。苦労して連れてきた甲か斐いがあったぜ」

「実際に準備したの、ほとんどあたしだけどね……。いきなりクローディアを天黎祭に連れてくって言うからびっくりしたわよ」

「でもよく賛成してくれたよな。セラは絶対反対すると思ってたぞ」

「天黎祭は天使を祀ったお祭りだもの。クローディアにとってもいい方向に何か変わるかもと思ってね」

「クローディアにとって？　ってどゆことだ？」

「ユウヤ、あなた……完っ全に課題のこと忘れてるでしょ？」

「んあ？　……あー、天使の件か。ないない。だからクローディアはただ中二病こじらせてるだけだって。天使なわけあるかよ」

「や、だからね、マナの光が黄金で……ってあれ？　クローディアは？」

「うん？」

　見回してみる。だがごった返していて、制服姿のお姫様は見当たらない。

「あいつ、どこ行った!?」

「まさかはぐれちゃった!?」

　二人で青ざめる。と、露店の陰かげからお姫様が能天気に顔を出した。

「ユウヤさーん、セラさーん、これなんですかっ。なんか可愛いドクロがいっぱい並んでますっ」

　クローディアがいたのは射的の店だった。スカートを舞まわせ、早くきて下さいとばかりにぴょんぴょんしている。二人は胸を撫なで下ろし、露店へ歩み寄る。

「……お前、勝手にいなくなるなよ、びっくりするわ」

「心臓止まるかと思ったわ……」

　射的と言っても銃じゆうではなく弓で射るらしく、矢の先に吸きゆう盤ばんがついていた。並んでいるのはクローディアの好きそうなドクロのレプリカから子供向けのぬいぐるみまで様々だ。

「セラ、この弓矢で景品を落とせばもらえるんだよな？」

　この露店は初めてだったので、一応確認した。

「そうよ。でもユウヤ、弓なんて使えるの？　竪たて琴ごとも弾ひけないのに」

「正直、やったことはない。……が！　お城暮らしの誰かさんよりはやれる自信がある」

　わざと挑ちよう発はつするように視線を向ける。キュピーンッと反応し、クローディアは口元をつり上げた。常とこ闇やみの女王が祭りの場に降臨する。

「ふふふ、これは異なことを言う。我が師よ、地じ獄ごくの第一圏けんで地獄の番犬ケルベロスを射殺したのは誰か、知らぬようだな」

「ほほう、自信ありげじゃねえの。だが対ケルベロス戦なら俺も一家言あるわけですよ」

　ゴゴゴ……ッ、と睨にらみ合う師し弟てい。

「セラ！」

「セラさん！」

「「お金下さい！」」

「……なんでそういうとこ息ぴったりなの？」

　今日の軍資金はクローディアが提供してくれて、セラが管理している。ユウヤは散財癖へきに定評があるので触さわらせてももらえなかった。

　花はな柄がらのガマ口を開け、セラが露店台に小こ銭ぜにを置く。

「おじさん、三人分」

「まいどー。お嬢じようちゃん、学校の先せん輩ぱいたちにお祭り連れてきてもらってるのかい？　いいねえ」

「いいえ、あたしがこの二人を連れてきてあげてるんです」

　幼女の真顔が哀あい愁しゆうを誘さそうなか、ユウヤとクローディアは颯さつ爽そうと弓矢を手にした。

「見よ、俺の華か麗れいなる妙みよう技ぎ！　震ふるえて眠ねむりな！」

「ご覧じませい！　九つ圏すら穿うがつ、我が一いち撃げきを！」

「……おじさん、お店の前で騒さわがしくしてごめんなさい」

「いやぁ、楽しんでもらえるならいいけど……なんか大変だな、お嬢ちゃん」

　結果、おかしなポーズで射ったユウヤとクローディアはすべて大外れ。

　一方、セラは器用な天才少女っぷりを発揮し、五本中五本すべてを命中させ、見事に景品をゲットした。

「負けた……。俺たち師弟の完かん膚ぷなき敗北だ……」

「うぅ、幼いセラさんに地獄と煉れん獄ごくの支配者が完敗だなんて……師し匠しよう、わたしとっても悔くやしいです」

　露店を出た後、二人は街灯の下でがっくりと膝ひざをついた。

「二人してそんな本気で落ち込まなくても……なんかごめん。あ、クローディア、欲しがってたドクロいる？」

「……頂きます。敗北の証あかしに毎晩泣きながら抱だいて寝ねます」

「そんなお姫ひめ様さま、嫌いや過ぎるから……。ほらユウヤもなんとか言ってよ」

「セラ、俺たちの考えた超必殺技『双デツ獄ドブ覇ラツ者ド・閃光スター破ゲ壊イ十ザ字ー』は今日からお前のものだ。これからはお前が地獄と煉獄の支配者だ……」

「いらないから。そんな技わざも称しよう号ごうも一いつ切さいいらないから」

　ドクロ以外の景品はぬいぐるみだったので、適当に小こ脇わきに抱かかえ、露店巡めぐりを再開する。

　その後も金魚すくいならぬスライムすくい、シロップアイスの早食い、果ては歌唱コンテストなど、二人で散々セラに挑いどんだが、ことごとく完敗した。

　だがクローディアはずっと楽しそうだ。制服のスカートを翻ひるがえしながら、めいっぱい浮うかれている。

　そうして歩いているうち、ふいに視界が開けた。中央通りを抜ぬけ、広場に出たのだ。

　真ん中に天使の立像があり、大勢の人が踊おどっていた。

　どうやら野外のダンス会場らしい。立像を中心として仮設のダンスホールが木組みで作られ、普ふ段だんは職人たちらしき楽団が陽気に演奏している。飛び入り歓かん迎げいらしく、通りかかった人々が気ままに踊ったり出たりしていた。

「わあ、素す敵てきっ。ユウヤさん、わたしもあそこで踊りたいです。いいですかっ？」

「ん？　でも俺、踊りなんて知らないぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしがリードしますから」

「行ってきなさいよ、ユウヤ。ぬいぐるみはあたしが持っててあげる」

「すみません、セラさん。一曲踊ったら替かわりますねっ」

　クローディアに手を引かれ、ダンスホールへ連れていかれた。

「はい、手はここへ。背筋を伸のばして下さい」

　導かれるまま、おっかなびっくり彼女の背中に手をまわす。近い。だいぶ近い。『特大おっぱいが目の前に……っ』などと思っていると、レッスンが始まった。

「はい右足から、ワン・ツー、ワン・ツー。遅おくれてますよ、もっとリズミカルに」

　どこかで聞いたような台詞せりふだった。窓まど拭ふき修しゆ業ぎようの時、ユウヤが言った台詞だ。

「違ちがいます。もっと足の振りを大きく。恥はずかしがってどうしますか？　躍やく動どう感かんを見せて下さい」

「言うじゃないか、お嬢さん」

　そう言われては黙だまってられない。不敵な笑えみを作り、クローディアの腰こしを支えて大きくジャンプする。

「きゃっ!?」

「どうだ？　俺の躍動感は!?」

「むむ、良い感じです。でもわたしはまだまだ合わせられますよ？」

「だったらこれでどうだ!?」

「まだまだですっ」

　もともと負けず嫌ぎらいな二人である。ユウヤが勢い任せでステップを踏ふめば、クローディアも間かん髪はつを容いれずについてくる。結果、まるで嵐あらしのように騒がしいダンスになった。

　お城でやれば無作法の極きわみだろう。だがここは祭りの熱気に包まれた野外ダンス場。誰も気にしない。むしろまわりも二人につられて盛り上がった。

「やりますね、ユウヤさん」

「ふふ、師匠を舐なめたらあかんぜよ」

　しばらくすると曲調が変わった。同じ曲のまま、今度はゆったりとしたスローテンポ。肩かたで息をしていた二人は一時休戦し、緩ゆるやかに踊り出す。

　最初にリズムを叩たたき込んだおかげで、ユウヤもどうにかステップを踏めた。

　一息つくと、冷静になってくる。クローディアの顔が間近にあってやはり照れくさい。

「なんだか照れちゃいますね」

　クローディアも同じ気分だったらしい。前まえ髪がみを揺ゆらしながらはにかんだ。ユウヤは苦く笑しようを返す。

「踊りたいって言ったのはお前だぞ？」

「あはは、そうでした。じゃあ照れくさくても我が慢まんですね」

「無理に我慢してほしいとは言ってねーですけどね？」

「むう、師匠イジワルです」

「師匠とは常に意地悪なものなのだ」

　どちらともなく笑い合う。緩やかな曲調が耳に心地ここち好よかった。ダンスホールを照らすイルミネーションが星のように輝かがやく。彼女は内ない緒しよ話ばなしのように囁ささやいた。

「……わたし最近、とても楽しいです。お二人がきてくれてから、毎日が輝いてます。ここのところ『声』もぜんぜん聞こえなくて……これ、絶対お二人のおかげです。ありがとうございます」

「俺はお礼を言われるようなことはしてないさ。セラは色々頑がん張ばってくれてるけど、俺はお前と楽しく遊んでるだけだ」

「それが嬉うれしいんです。わたしの人生には……一度もなかったことですから」

「あー、生きつ粋すいのぼっちだもんな、クローディアは」

「ユウヤさんもでしょう？」

「なんでそう思う？」

「乙女おとめの勘かんです。当たってますか？」

「ご名答。セラに逢あうまで、俺もお前みたいにこじらせておりました。返す言葉もございません」

「じゃあ、ぼっち同士ですね、わたしたち」

　くすくすと笑い、クローディアは視線をダンスホールの中央に向ける。そこには天使の立像がある。

「わたし、自分は天使かもしれないって……そうだったらどうしよう、ってずっと怯おびえてました。でもたとえそうであっても、今は……この運命を受け入れられそうです」

「おいおい、まだそんなこと言ってるのか？」

　天使設定を諦あきらめてなかったのか、と師匠として渋じゆう面めんを作る。しかしクローディアは予想外の表情をした。恥ずかしそうに頰ほおを染めたのだ。

「う、受け入れるのに時間が掛かかるのは許して下さい。相手がユウヤさんでも天てん黎れい契けい約やくは……やっぱり恥ずかしいですから」

「天黎契約？」

「ご存知ないんですか？」

　少し驚おどろいたような顔をされた。

「天黎契約は……人間に天使の力を分け与あたえる術式です。かつて魔ま導どう剣けん聖せいはこの天黎契約で複数の天使の力を自身に集め、増ぞう幅ふくし、邪じや竜りゆうに対たい抗こうしたと言います」

　天黎契約。人間に天使の力を分け与える術式。

　魔導剣聖や邪竜の話が出てくる辺り、クローディアが考えた設定ではなさそうだ。

「天黎契約に必要なのは、聖剣アースロンドと……天使からの祝福のキスです」

「キス？」

「はい、だから……」

　耳まで赤くし、クローディアは囁くように言った。

「相手がユウヤさんで良かったな、って。まだ少し時間は掛かりますけど……でもわたしきっと受け入れられます。ユウヤさんだったら大丈夫。むしろ……嬉しい、かも」

　まるで告白のような言葉だった。たぶんこんな状じよう況きようでなければ、コロっといってしまったに違いない。だがユウヤは強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。

「ちょっと待て、クローディア。仮にお前が天使だったとして、なんでその天黎契約の相手が俺になるんだ？」

「え、だって……」

　当たり前のような顔で言われた。

「ユウヤさんは二代目の魔導剣聖なんですよね？」

「……は？」

　目を瞬またたく。

「誰だれが、なんだって？」

「ユウヤさんが、二代目の魔導剣聖」

　真顔だった。冗じよう談だんを言っている雰ふん囲い気きではない。

　どういうことかなんとなく分かり、頭を抱えたくなった。たぶん彼女は複雑な誤解をしている。

「えーとな、クローディア。一つ一ついこう。まず……常とこ闇やみの女王は実在するか？　設定じゃなく、現実の話として」

「……？　いえ、いません。わたしの考えた創作ですから」

「そうだよな。じゃあ、煉獄の支配者はどうだろう？」

「それはいます！　だってほら、今目の前にっ」

「現、実、の、話としてだ」

「……いません。煉獄の支配者はユウヤさんが庭園で考えてくれた設定です。それくらいわたしにも分かります」

「よろしい。じゃあ、二代目・魔導剣聖の件はどうだ？」

「あの、ちょっと待って下さい」

　クローディアのステップが止まった。

「さっきからこれはなんのお話ですか？」

　ユウヤもステップを止める。

「だからお前の誤解を解く話だよ」

「誤解って……」

　端たん整せいな顔の表情が強こわ張ばる。楽しかった空気に暗雲が立ち込めだした。

「だってユウヤさんも設定を考えていた人ですよね？　なんとかの猫ねこをペットにしてるとか仰おつしやってたじゃないですか」

「巨きよ視し化したシュレディンガーの猫な。まあ、確かに昔は色々言ってたが……」

「それってユウヤさんも『声』が聞こえるから、周囲に露ろ見けんしないように設定を考えてたってことじゃないんですか？」

「あー……」

　やっぱりそこからか。確かセラと話している時にも、クローディアは今みたいなことを言っていた。そしてあの時は流れ的にしっかり否定しなかったのだ。

「クローディア、よく聞いてくれ。俺にはその『声』なんて聞こえたことは一度もない」

「え……」

「そんでな、ザインダレス魔導学院には聖剣アースロンドがある。抜いた奴やつが魔導剣聖の後こう継けい者しやになるっていう、伝説の剣だ。それを……」

　ひどく憂ゆう鬱うつな気分になった。思えば、あれがケチの付き始めだ。二代目・魔導剣聖などとよく言ったものだと、今さら後こう悔かいがもたげてきた。無意識に視線を逸そらし、言う。

「それを……聖剣アースロンドを、俺は抜けなかった」

「うそ……」

　瞳ひとみにありありと混乱が浮かんでいた。まるでチェス盤ばんをひっくり返されたような顔だ。混乱を混乱のまま、痛みを痛みのまま、彼女はつぶやく。

「じゃあ、ユウヤさんは魔導剣聖の後継者じゃ、ない……？」

「そうだよ。俺は魔術一つ使えない、学院の落ちこぼれだ。口八丁なだけの、ただのクズ野や郎ろうだ」

　ついキツい口調になってしまった。だが彼女は彼女で内観に沈しずんでいた。

「……だってわたし、魔導剣聖がやっときてくれた、って。これでもう騎き士したちに怯えなくて済むって、そう……思ったのに」

「……悪かったな。ご期待に添そえなくてさ」

「だったら……っ」

　大きな声に視線を戻もどし、ぎょっとした。クローディアの瞳からぽろぽろと涙なみだがこぼれていた。

「だったらどうして魔導剣聖だなんて噓うそついたんですか……っ」

　批難する口調としては、ひどく可愛かわいいものだった。誰かに文句を言うことに慣れていないのだろう。欠片かけらほどの威い圧あつ感かんもない。

　しかしだからこそ罪悪感が募つのり、劣れつ等とう感かんとない交ぜになって、我慢出来なかった。

「そりゃ……お前が斬ざん首しゆなんて命令したからだよ。だから魔導剣聖だとか言う羽目になったんだ！」

「そ、それはユウヤさんがわたしの設定を馬ば鹿かにしたからです！　もっと紳しん士し的に謁えつ見けんしてくれたら、わたしもあんなこと言いませんでした！」

「そもそもお前が中二病なのが原因だろ。常闇の女王なんて言い出さなきゃ、こじれることなんてなかったんだし！」

「常闇の女王は必要なんですっ。だって、それがなかったら天使のこと隠かくせないからっ」

「天使も『声』もお前の設定じゃねえか！」

「設定じゃありません！　わたしには本当に『声』が聞こえて、天使かもしれなくて、それでユウヤさんが魔導剣聖じゃなかったら、わたしは騎士リーベルトに──」

　クローディアが言いかけた言葉で、騎士の冷たい瞳を思い出し、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。確かにあの騎士には不ふ穏おんな空気があった。

　だが彼女の言葉の続きをかき消すように──突とつ然ぜん、夜空に大輪の花が咲さいた。

　花火だ。もう祭りも佳か境きようだったらしい。火の塊かたまりが夜空へ舞まい上がり、いくつもの花がぱっと咲き乱れた。

　ダンスホールにいる人々は皆みな、空を見上げた。しかしその全員がほとんど同時に眉まゆをひそめた。

「……？」

　夜空には花火が上がっている。その光景を遮さえぎるように、空に人ひと影かげが現れたのだ。

　一つ、二つ、三つ……と人影は増える。魔術で滞たい空くうしているらしい。やがて十を超こえた人数になると、人影たちはダンスホールへ舞い降りてきた。

　不気味な一団だった。

　全身黒ずくめで漆しつ黒こくのマント。闇色の戦せん闘とう服を着ている。一ひと振ふりの剣を携たずさえ、顔だけは仮面舞ぶ踏とう会のような派手な仮面をつけていた。

　……何かの余興だろうか？　と誰もが思った。

　しかしその安あん穏のんな空気はすぐに引き裂さかれた。黒ずくめの一人が剣を抜ぬき、魔ま法ほう陣じんが展開。皆が呆ぼう然ぜんとしているなか、ダンスホールの外からセラが叫さけぶ。

「魔術を放つ気よ！　みんな、伏ふせて──っ！」

　剣が木組みの床ゆかに突つき立てられた。途と端たん、魔法陣が拡大し、爆ばく風ふうが吹ふき荒あれた。

　ダンスホールにいた人々が一いつ斉せいに吹き飛ばされる。まるで箒ほうきが塵ちりを払はらうように人間が何メートルも宙に浮ういた。露店に突っ込んだ者もいれば、街灯に激げき突とつした者もいる。悲鳴と絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　唯ゆい一いつ難を逃のがれたのが、ユウヤとクローディアだった。何がなんだか分からなかったが、とにかくセラが伏せろというので、とっさにクローディアへ覆おおい被かぶさったのだ。

　二人は今、折り重なるように床へ倒たおれている。

「な、なんだよこれ……っ!?」

　首を上げて、ユウヤは愕がく然ぜんとした。

　楽しげだった祭りの会場が一瞬で爆心地のような有様だった。誰も彼も倒れて呻うめいている。魔術を放った黒ずくめが剣を抜き、派手な仮面をこちらへ向けた。

「アンフォレスト王国・第一王位継けい承しよう者しやクローディア・リン・アンフォレスト姫ひめ殿でん下かとお見受けする」

　体の下でクローディアが「わ、わたし……？」と驚く。ユウヤはとっさに彼女の顔を手で隠した。ワケが分からないが、やばい雰囲気だ。ここは誤ご魔ま化かすしかない。

「人ひと違ちがいだ。こんなところにお姫様なんているわけねえだろ」

　膝ひざ立だちで起き上がる。クローディアのことは背後に庇かばって隠した。

「なんなんだよ、あんたら。お祭りの会場こんなにして、すぐに自警団がきてお縄なわだぞ」

「自警団如ごときに我らを止めることは叶かなわぬ」

「お姫様に会いたいなら、ここじゃなくてお城に行けよ」

「クローディア姫殿下はここにいる。城へ向かう必要はない」

「だから！　この娘こはお姫様じゃねえっての！　見ろよ、制服着てるだろ？　ただの学生だよ、学生！」

「ならば顔を見せろ」

「顔は……見せられねえよ。すげえ美人だからあんたらが惚ほれると困るんだ」

「ならば少年、まずはお前の腕うでを斬り捨てる」

「……なんだって？」

「隠すものがなくなれば、自然と顔も確かく認にん出来よう」

「頭おかしいんじゃねえの……っ」

　頰ほおに汗あせが流れる。まさか本気でそこまではしねえよな……と思いたいが、吹き飛ばされた人々の苦く悶もんの声が楽観を許さない。

「……もし仮に、たとえばの話、あんたらの言う通り、ここにお姫様がいたとしたら……どうするつもりだ？」

　敵が剣けんを構える。どうやらこの男が指揮官らしい。後ろの黒ずくめたちも一斉に剣を抜いた。

「知れたこと」

　仮面の下、唯一露出している口元が笑えみを作った。

「黒衣の者が剣を抜き、王族を訪ねるとすれば、すべきことはただ一つ──襲しゆう撃げきだ」

　木組みの床が踏ふみ抜かれた。黒ずくめの指揮官が凄すさまじい速度で斬きり込んでくる。

「くそ……っ、暗殺者ってやつかよ!?　ふざけんな!?」

　ユウヤはクローディアを庇って後あと退ずさる。

「襲撃なんて馬鹿みてえなことさせてたまるか。──やっちまえ、セラ！」

「人使い荒あらいわね、もう！」

　視界の端はしでブロンドがきらめいた。制服姿の小さな身が飛び込んできて手をかざす。複数の魔法陣が輝かがやき、業ごう火かが炸さく裂れつした。

　放った魔術は炎ほのおの壁かべとなり、黒ずくめとユウヤたちの間を隔へだてる。セラ自身も滑すべり込むようにそばにやってきた。

「こんな感じでいいの!?」

「オッケーだ！　何人ぐらい焼き殺せた!?」

「殺すわけないでしょう!?　ただ壁作って時間稼かせいだだけよ!?」

「はあ!?　使えねえ！　相手は剣持ってるんだから問答無用でやっちまいなさいよ!?」

「あたしを犯罪者にする気!?　このクズっ！」

「冗じよう談だんだよ。本当にそんなことさせるわけねえだろ。ま、とりあえず逃にげろ！」

　三人は一目散に走り出す。ダンスホールの段差から飛び降りながら、セラが尋たずねる。

「クローディア、あいつら何者!?　心当たりは？」

「わ、分かりません！　わたしもこんなこと初めてで……っ」

「セラは心当たりないのか!?　学院が摑つかんでる城の黒い噂うわさとかさ！」

「あたしもこんなの知らない。少なくとも前回はこんなことなかったはずだもの……っ」

「そりゃ暗殺者に狙ねらわれる経験なんてないだろうよ！」

　爆風で倒れた木箱の山や、吹っ飛んだ楽団の楽器などを避よけ、走る。

「あの……っ！　う、後ろ！」

　クローディアの声で振ふり向く。その矢先、炎の壁が爆はぜた。最初と同じ爆風の魔術だ。

　しかも今度はさらに強力になっており、ダンスホール自体が粉こな微み塵じんになった。木もく片へんが吹き飛び、雨のように降り注ぐ。

「セラ、防ぼう御ぎよ！　出来るだけでっかく！」

「本っ当に人使い荒い！」

　小さな手が天にかざされ、三人の頭上に炎の渦うずが現れる。燃え上がる舌が舐なめとり、降ってきた木片はすべて消し炭になった。倒れている人々のうち、そばにいた十数人はなんとか守れた。それでも炎の渦が届かなかったところには木片が降り、悲鳴が木霊こだまする。

　砂すな埃ぼこりの陰かげから黒ずくめたちが姿を現す。

「逃げられるとは思わないことだ」

　指揮官が手で合図し、部下たちが一斉に走り出した。

　そのなかの二人が手をかざす。多重魔法陣が現れ、魔術が発動。一人は鉛なまりの矢を射出した。もう一人は地面を隆りゆう起きさせて、数人で波乗りのように迫せまってくる。セラが目を開く。

「土星ホルス属性の鉛操作と土ロト属性の自然使し役えき!?　多重展開なのに早いっ。く、くるわよ!?」

「見りゃ分かる！　相手が強いなら無理に立ち向かう必要はない。こっちだ！」

　倒とう壊かいしかかっている露ろ店てんの真ん中を通り、路地裏に逃げ込んだ。間かん髪はつを容いれず、矢じりと土ど砂しやが建物に激突する。衝しよう撃げきで体が一瞬浮ういたが、上手うまい具合に路地裏の入口が土砂で埋うまった。

「よしっ、これで奴やつらは入ってこられない。多少は時間が稼げるぞ」

「今の狙ってたの？　一瞬でよく思いついたわね」

「聖剣にラクガキした時、一流魔術師の教師たちから逃げまくったからな。その経験が活いきた」

　さあこの隙すきに隠れるか、もしくは助けを呼ぼう。そう考えて踵きびすを返し──直後、ユウヤは凍こおりついた。

「逃げられるとは思わないことだ、と言ったはずだが？」

　目の前に黒ずくめの指揮官がいた。部下たちの姿もあり、完全に取り囲まれていた。

「いつの間に……っ」

「子供の裏をかくなど造作もない。少年、君は少し魔術を甘く見過ぎているようだ」

　指揮官が天を指差した。そこには無数の魔法陣が夜空を覆い尽つくさんばかりに多重展開されていた。その魔法陣に導かれるようにして浮き、他ほかの黒ずくめも次々に下りてくる。

　迂う闊かつだった。こいつらは初めから空からやってきていたというのに、失念していた。

　心中で呻いていると、隣となりのクローディアが声を洩もらした。

「この魔術、見覚えが……」

　彼女の視線は空の魔法陣へ向いていた。瞳ひとみが徐じよ々じよに確信を帯び、眼まな差ざしは指揮官へ。

「まさか、あなたは……っ」

「ふむ、お気づきになりましたか。では手早く済ませましょう。──すまないね、ホシノ・ユウヤ君」

　指揮官が無造作に剣を振った。直後、ユウヤの視界に赤い液体が散った。

「は──？」

　一瞬、何が起きたのか分からなかった。刃やいばをなぞるように視線を動かしていき、絶句する。

　左ひだり肩かたが貫つらぬかれていた。

　剣が骨肉を裂き、肩を貫かん通つうし、血が噴ふき出している。脳が認識した途端、燃えるような熱を感じた。一いつ拍ぱく後、激痛が脳天を直撃する。

「あ、あ、あ……ぎゃあああああああッ！」

　獣けもののような悲鳴が迸ほとばしった。崩くずれるように倒れ、靴くつが宙を舞まう。指揮官の顔に当たりそうになるが、黒ずくめの首を傾かたむけてなんなく避ける。だが派手な装そう飾しよくの端に当たり、カランッと仮面が落ちた。

　現れたのは──涼すずやかな騎き士しの顔。

　リーベルト・アッシュヴァイン。黒ずくめの指揮官は、双子宮ジエミニの騎士だった。

　凶きよう刃じんを握にぎったリーベルトはユウヤを突き刺さしたまま笑っている。

「おや、仮面が外れてしまったか。まあいい。姫殿下はすでにお気づきになっているからね。もともと隠かくし立てする気もない。……さてユウヤ君、痛いかい？　本当は慈じ悲ひを懸かけてあげたかったのだけど、そうもいかなくてね。ああ、下手へたに動かない方がいい。傷が開いて苦しみが増してしまうよ？」

　セラが「ユウヤ……っ」と駆かけ寄り、クローディアも震ふるえながら詰きつ問もんする。

「騎士リーベルト、なぜ、なぜこんなことを……？」

「なぜ？　姫殿下はすでにお心当たりがあるかと思いますが？」

　視線で示され、クローディアははっとする。激しい心的負ふ荷かを掛かけられ、その体には黄金の光が灯ともり始めていた。暴走の兆きざしだ。

「大庭園で彼の首を斬り落とそうとした時、姫殿下は私の剣を砕くだくほどの力を見せて下さいました。あれをもう一度見せて頂きたいのです。そして、どうかお認め下さい。ご自身が──天使であると」

「あ、あなたは勘かん違ちがいをしています！　わたしは天使などではありません……っ」

「では仕方ない。彼にもう少し苦しんで頂きましょう」

　リーベルトが腕に力を込めようとする。セラが怒いかりを宿して手を掲かかげた。

「させない！　ユウヤを放せ！」

　魔ま法ほう陣じんが輝き、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよない炎が発せられた。だが、騎士は余よ裕ゆうの表情を崩さなかった。その身から蒼あおの光が発せられ、炎を完全に遮しや断だんする。

「そんな……っ!?」

　あまりに軽々と防がれ、セラは呻く。対して、リーベルトは苦く笑しようを浮うかべた。

「十二星座は属性の支配者だ。火属性など単純過ぎて敵ではないよ」

　蒼の光はそのまま球形の結界になり、見る間に拡大していった。一メートル、二メートルと広がっていき、セラとクローディアを押し退のける。二人は路地の左右に弾はじき飛ばされた。

　ユウヤだけは結界を透とう過かされ、串くし刺ざしのままにされている。血が止まらず、体が痙けい攣れんし始めていた。危険な状態だ。クローディアが結界を叩たたいて叫さけぶ。

「やめて！　や……やめよと言っている！　これ以上の凶行、汝なんじに地じ獄ごくの罰ばつが下るぞ！」

　口調を変えたのは、彼女なりの必死の虚きよ勢せいだった。だが騎士はそれを一笑に付す。

「また悪魔憑つきごっこですか。いい加減、現実をご覧下さい。遊びの時間はもう終わりなのです」

　剣がほんのわずか深く突つき込まれた。血の泡あわを吹ふき、ユウヤの悲鳴がさらに響ひびき渡わたる。

「ぎゃああああああああああっ！」

「ユウヤぁ！」

　セラは周囲に燃え移りそうなほど爆ばく炎えんを放っている。だが双子宮の結界はビクともしない。クローディアは泣きながら結界を叩き続けていた。

　そんな姫ひめ君ぎみをちらりと見て、リーベルトは「ふむ」と唸うなる。

「この程度では姫殿でん下かに響かないようだ。やはり首を斬るかな」

「──っ！」

　場の空気が極限まで張り詰つめる。誰だれより震え上がったのは、当然ながら串刺しにされているユウヤだった。

「……あ、ああああ、ああ、……あああああ……っ」

　血と涙なみだと鼻水を流しながら喘あえぐ。体が自由であれば地面に額を擦こすりつけていただろう。喉のどを引きつらせながらどうにか声を絞しぼり出した。

「……あっ、あっ、あ……ゆ……」

「ゆ？」

「ゆるじでぐだざい……っ」

　身も蓋ふたもない懇こん願がんだった。しかし命いのち懸がけの懇願だ。それでも騎士は首を振る。

「残念だが、聞けない相談だね」

　蒼の剣けんが引き抜ぬかれた。出血と激痛でユウヤは白目を剝むきかける。そして剣は高々と掲げられた。

「潔いさぎよく犠ぎ牲せいになってほしい。すべては──世界を守るためなんだ」

　血に濡ぬれた剣が振り下ろされる。だがそれがユウヤを斬きり裂さく、直前。

「やめてぇ──っ！」

　叫び声と共に、クローディアの背に翼つばさが生えた。

　善と光を具現化したような純白の翼だ。そこから無数の羽根が舞い散り、黄金に輝き出す。羽根の群は嵐あらしとなって、路地裏に吹き荒あれた。

　双子宮の結界がガラスのように砕けていく。リーベルトは手を止め、黄金の嵐を避けて跳ちよう躍やくし、破顔した。

「素す晴ばらしい！　そうだ、これだ、この力だ。世界はこれを求めていた……っ」

　他の黒ずくめたちも黒衣を脱ぬぎ、騎士の隊服姿となって距きよ離りを取った。

　舞い散る羽根の嵐によって、煉れん瓦がの壁かべは砕け、地面の石いし畳だたみはめくれ上がり、無数の破片が弾け飛んでいった。クローディアの力の『暴走』だ。

　ユウヤだけが守られるように羽根に包まれていた。黄金の光に触ふれ、肩の傷が癒いえていく。青ざめた顔色に血の気が戻もどってきた。瞼まぶたがゆっくりと開いていく。

「クローディア……？」

　彼女は背を向けていた。見えたのは、制服の背中を透過するように生えた、純白の翼。

　ひどく超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きだった。

「……どうした……お前、羽根生えてるぞ……？」

「……ええ。やっぱりわたし、天使だったみたいです。……魔導剣聖ではなかった、あなたと違って」

　紡つむがれたのは拒きよ絶ぜつの言葉。ダンスホールでの言い争いの空気だった。

　周囲は黄金の光に満ちていて、理解より先に確信が胸に広がった。ユウヤの口からも無意識に皮肉がこぼれる。

「……そうか。はは、お前は……選ばれし者だったんだな。偽にせ者ものだった俺と違って、本物だったんだ」

　苦い笑えみが浮かんだ。

「俺たちは……最初から住む世界が違ったんだな」

　純白の翼が一いつ瞬しゆん、震えた気がした。だがきっと見間違いだろう。

　騎士たちは路地の先にいた。すでに剣を納めており、恭うやうやしく跪ひざまずいている。一転して深く頭こうべを垂れ、戦意が無いことを示していた。

　クローディアはもうユウヤの方を見ていない。騎士たちの方も見ていない。ただ空を見つめていた。別れの言葉が告げられる。地面へ這はいつくばることしか出来ない、ユウヤへ向けて。

「わたしは自分の運命を受け入れます。だから……さようなら。偽者のあなたとはもう会うことはありません」








四章　嘶きよ、聖剣はここに






　ザインダレス魔導学院。六大名所の一つ、ゼノフィリアの森。

　緑の木々が柔やわらかく木こ漏もれ日を落とす、小さな森だ。常に清せい浄じような空気が満ち、頰ほおに触れる風は心地ここち好よく、小鳥が穏おだやかに囀さえずっている。

　放課後、ユウヤは一人でゼノフィリアの森を訪おとずれていた。

　視線の先には千年岩。伝承の時代から存在する、強いマナを帯びた岩だ。山脈から削けずり取ったような武骨な形で、大きさは大人が数人がかりでやっと囲めるほど。

　ユウヤは芝しば生ふの地面に腰こしを下ろし、千年岩を見つめていた。

　岩の手前には伝承を示した碑ひ石せきがあり、魔導剣聖が千年岩を置いた経けい緯いなどが書かれている。またすぐ隣には半年前から『ラクガキ厳禁』の看板も立てられていた。

　だが何より存在感を放つのは、千年岩に突き立てられている──一ひと振ふりの剣。

　聖剣アースロンド。

　魔導剣聖ゼノフィリアが振るっていたという伝説の剣だ。柄つかは翼のごとく優美な弧こを描えがき、刀身は星ほし屑くずをちりばめたように輝かがやいている。その神聖な風格は千年の時を経てなおわずかな綻ほころびもない。

　木漏れ日にきらめいている剣を見つめ、ユウヤは嘆たん息そくした。

「……ダセえな、俺」

　無意識に左肩へ手をやる。そこは動かないように包帯で固定されている。

　リーベルトに貫つらぬかれた傷はすでに癒えていた。だが刺された時の恐きよう怖ふが拭ぬぐえず、動かすのが恐おそろしい。そのため包帯できつく固定している。しかもユウヤの懇願でこの包帯を巻いたのは、他ほかならぬリーベルト配下の騎士たちだった。

　あの後、黒ずくめの衣い装しようを脱いだ騎士たちによって、ユウヤは懇こん切せつ丁てい寧ねいに治ち療りようされた。包帯はもとより、輸血魔術や擦すり傷のケアまでされ、ほとんど完かん璧ぺきに回復している。

　そして事情の説明を受けた。

　どうやらクローディアは本当に天使の生まれ変わりだったらしい。

　それを確かめ、かつクローディアに自覚させることがリーベルトの目的だった。黒ずくめの姿と襲しゆう撃げきは、彼女を精神的に追い込むためのものだったらしい。

　手段を選ばないにも程ほどがある。だが逆に、事が済めばもうユウヤたちを害する理由はなく、それゆえ丁寧な治療を施ほどこされ、最後には莫ばく大だいな謝礼まで渡された。

「……こんだけありゃあ、学院に授業料払はらってもお釣つりがくるわなぁ」

　ポケットから取り出したのは、上質な革かわ袋ぶくろ。中身は大量の金貨だ。それもただの金貨ではなく、王おう侯こう貴族が使うプラチナ金貨である。おそらく庶しよ民みんなら一生遊んで暮らせる額だろう。

　この革袋はリーベルトから渡された。あの爽さわやかな笑顔で『ありがとう。君はとても役に立ってくれたよ。これはほんのお礼だ。どうか取っておいてほしい』と言われ、差し出されたのだ。ユウヤはただただ震ふるえ、受け取るしかなかった。

　執しつ事じとしての仕事はセラ共々、クビになった。姫君を勝手に連れ出したというのが理由だったが、セラ曰いわく、王族誘ゆう拐かい罪辺りを適用することも出来たはずなので、これもリーベルトの配はい慮りよなのだろう。

　必要ならば害するが、そうでなければ施しをする。まったくよく出来た騎き士しだ。

「……敵かなわねえなぁ。ま、端はなからイケメンに勝とうなんて思ってねえし？　俺なんて所しよ詮せん底辺のクズですし？　むしろ世界のためにお役に立てた、って喜ぶべきだよな、うん」

　リーベルトたちは今、『終しゆう焉えんの竜りゆう』の結界強化を行おうとしているらしい。

　学院長の言っていた、『もうすぐ邪じや竜りゆうが復活し、世界が滅ほろんでしまう』という話は酔よっ払ぱらいの与よ太た話ではなく、紛まぎれもない真実だったのだ。

　結界強化のためにはどうしても権天使たるクローディアの力が必要で、それゆえリーベルトたちはあんな暗殺者紛まがいの襲撃をしたのだという。

　正直、話の規模がでかすぎてピンとこない。異世界召しよう喚かんされた直後は『滅めつ亡ぼうの危機』とか『世界を救う』とかいう言葉を夢想して胸躍おどらせていたが、今となっては夢みたいな話だった。

　所詮は偽者の凡ぼん人じん。晩飯のメニューでも考えていた方が建設的だと思う。世界の命運なんて大おお仰ぎような話は選ばれし方々にお任せしておけばいい。

　ずっしりと重い革袋をポケットに収め、立ち上がる。

「ま、これで学院長の課題なんてする必要はなくなったし？　一生遊んで暮らせる目め途ども立ったし？　俺はのんべんだらりと生きていきますかね」

　ぐっと伸のびをし、千年岩に背を向けて歩きだす。だがほんの一瞬、足を止めて。

「…………」

　無言のまま。

「…………っ」

　踵きびすを返し、千年岩に駆かけ寄った。肩かたで息をしながら必死によじ登る。

　どうにか天てつ辺ぺんまで登り切り、木漏れ日のなか、聖剣の柄を握にぎった。

　手に力を込める。ビクともしない。思いきり体重を後ろに掛ける。やはりビクともしない。力いっぱい蹴け飛とばした。まったく微び動どうだにしない。

　それでも引っ張り続けていると、手がすっぽ抜けた。

　岩の下まで転げ落ちた。泥どろだらけで荒あらく息を吐はく。大の字で倒たおれたまま、目め頭がしらを手で覆おおった。泣きそうな声で、力なくぼやく。

「…………はは、やっぱ俺なんかじゃ抜けねえか」




　　　　◆　◇　◆




　──結局、自分には覚かく悟ごが足りなかったのだと思う。

　クローディアは今、宮きゆう廷てい教会地下の螺ら旋せん階段を下りていた。豪ごう奢しやなドレス姿で、その背中には純白の翼が生えている。

　リーベルトのやろうとしている計画については元老会議で承しよう認にんされていたため、以前から知っていた。

　すなわち天使の転生者を生いけ贄にえとした、結界の延命。

　天使は自然界最さい高こう峰ほうの黄金のマナを持つと言われている。そのマナを糧かてにして封ふう印いん石を起動し、結界を強化・修復するのだ。

　ただし、その修復で保障されるのは、一年間だけ。

　一年はこの術式で確実に封印し続けられるが、その先は現在同様、いつ結界が瓦が解かいするか分からない。しかし、いつ壊こわれるとも知れない封印が一人の命で確実に一年保つのならば、代だい償しようとしては高くはない。それが元老会議の結論だった。

　ゆえにクローディアは自分が天使であることを恐れていた。天使だったら世界のために命を捨てなければならない。怖こわかった。正直、本当に怖かった。

　唯ゆい一いつの拠より所は常とこ闇やみの女王、そして唯一の希望は……魔ま導どう剣けん聖せい。

　リーベルトの計画が持ち上がった要因は、魔導剣聖の後こう継けい者しやの不在にある。転生者は天てん黎れい契けい約やくをしなければ力が『暴走』してしまう。このままでは邪竜に対たい抗こうすることは出来ても、打だ倒とうや封印は出来ない。結界の延命計画が立案されたのはこのためだ。

　だからもし今、天使と天黎契約を交かわすことが出来る存在──魔導剣聖の後継者が現れてくれたならば、状じよう況きようは一変する。たとえ自分が天使だとしても、結界の生贄にならなくていい。

　クローディアは待った。常闇の女王の設定で心に殻からを作り、そのなかでずっと不安に怯おびえながら、後継者が助けにきてくれるのを。そうしてあの日、庭園に声が響ひびいた。

　──二代目・魔導剣聖スターゲイザー。それが我わが輩はいの名だーっ！

　どれほど安あん堵どしただろう。どれほどほっとしただろう。思わずその場に座り込んでしまったほどだ。やっときてくれた、そう思った。

　……でも、あの人は本物じゃなかった。

　視線の先、螺旋階段の踊おどり場にはリーベルトが跪いていた。

「御おん身みの尊いご決断、一人の人間として感謝の極きわみです」

　騎士を見下ろし、クローディアは口を開く。

「『──構わぬ。存分に執とり行うがいい、双子宮ジエミニの騎士よ』」

　その『声』は不可思議な音色で木霊こだまするように響いていた。

　クローディアの声ではない。天使の意識が発している声だ。

　正式な位階で言えば、権天使。千年前、魔導剣聖と共に邪竜を封じた、天上の存在だ。

　ユウヤに別れを告げた後、クローディアの意識は潮が引くように追いやられ、程なくして肉体の主導権は権天使のものとなった。今ではクローディアの方が『声』だけの存在になっている。

　権天使はリーベルトから話を聞き、結界の延命計画を全面的に支持した。現状、他の転生者たちも世界中に散らばっており、連れん携けいは取れていない。よって権天使は即そく答とうした。忌き憚たんなくこの命を使うがいい、と。

「『騎士よ、千年前の我らの働きが不十分だったこと、慙ざん愧きに堪たえぬ。汝なんじらにこのような苦労を掛かけ、弁解の余地もない』」

　螺旋階段には今も嵐あらしのように羽根が舞まっていた。肉体の主導権は権天使に移ったが、力は制せい御ぎよ出来ていない。発するマナが強過ぎて、この場にいられるのは十二星座のリーベルトだけだった。

「滅めつ相そうもありません。偉い大だいなる権天使よ。千年前、あなた方が降臨してくれたおかげで我々人類は滅びを免まぬかれた。そして今また、御身の命を捧ささげようとしてくれている。我らの胸に灯ともるのは感謝の一言です」

　リーベルトの口元にはいつもの笑えみは浮うかんでいなかった。こと天使に対しては自らより上位の存在として敬意を払はらっている。

「いつの日か必ずや『終焉の竜』を滅めつし、世界に平和を取り戻もどすことを剣に誓ちかいます。どうぞご安心を」

「『任せた。汝の言葉を信じ、我は世界の礎いしずえとなろう』」

　翼つばさをはためかせ、権天使が舞い上がる。螺旋階段から飛び立ち、その身は奈な落らくの底へ向かった。外周に設置された封印石が輝き、無数の鎖くさりが飛び交かう。まるで獲え物ものを喰くらう蛇へびのように、美しい天使を搦からめ捕とっていく。

「マナを吸収する魔導鎖です。どうかご辛しん抱ぼうを！」

　螺旋階段からリーベルトが言い、権天使は鎖の群に吞のまれながら、頭のなかのクローディアへ囁ささやいた。

「『誇ほこるがいい。我が今世の意識体よ。汝もまた、我と共に世界の礎となるのだ……』」

　クローディアは返事をしない。

　誇れと言われても難しかった。父はなく、母には捨てられ、臣下たちにも疎うとまれて、クローディアにとって世界とは……とても冷たく恐ろしいものだったから。

　やっぱり自分には覚悟が足りなかったのだ。リーベルトや権天使は世界という大きな枠わく組ぐみを見み据すえている。きっと自分もそうあるべきだったのだろう。

　でもやっぱり難しい。今、この胸を占しめるのはもっと小さなことだった。

　……ユウヤさん。

　ひどいことを言ってしまった。出来れば、もっと優やさしい別れ方をしたかった。ちゃんと仲直りをして、ごめんなさいって謝って、笑顔で手を振ふりたかった。

　でも耐たえなくてはいけない。諦あきらめなくてはいけない。

　好きな人に、好きだと言わずに死ななくてはいけない。だって……。

「『……わたしは天使だったんだから』」

　その一言を最後に、クローディアの心は意識の底へと沈しずんでいった。

　ドレスの身は鎖に囚とらわれながら落下し、やがて奈落の底が見えてきた。

　魔術で歪わい曲きよくされた空間に巨きよ大だいな竜の姿がある。視界すべてを埋うめつくすのは黒の鱗うろこ。全容は計り知れない。つぶやくのは権天使。

「『……久しいな、邪竜よ。だが昔語りに花を咲さかせるつもりはない。もはや御ぎよし得ぬ我が力ではあるが、せめてこのすべてを賭として、貴様をこの闇に留めおこう』」

　権天使の体が輝かがやきを放った。黄金の光が鎖を伝い、封印石と呼応する。そして光が物質化した。

　まず形成されたのは巨大な手。続いて腕うでが生え、胴どう体たいが生まれ、足が伸びた。やがて頭部が出来上がり、その巨きよ軀くは古いにしえの魔ま法ほう陣じん群を足場とし、宮廷教会の地下天てん井じようを突つき破る。

　瓦が礫れきの舞うなか、螺旋階段でリーベルトが声を上げる。

「これは……権天使が具現するという、伝承の神しん像ぞう巨きよ兵へいか!?　素す晴ばらしい、この力のすべてを注ぎ込めば、間ま違ちがいなく封印結界は保もち直す……っ」

　すでに夜は更ふけていた。夜闇のなか、教会を内側から崩くずし、異形の巨人が屹きつ立りつした。

　城館の尖せん塔とうと並ぶほどの巨軀である。その姿は荒あら々あらしく、そして禍まが々まがしい。

　全身を覆っているのは、鉄と銀の歯車。これらは激しく回転を続け、巨体を駆く動どうさせている。

　腕とあばらから浮き出ているのは試験管のような管。なかには赤しやく銅どう色いろの液体が満ち、内部機構を循じゆん環かんしていた。

　頭部から伸びているのは鋭えい利りな刃やいば。合金でありながら軟なん性せいを持ち、髪かみのようになびいている。

　背中には排はい熱ねつ機関があり、入道雲のような蒸気を周期的に吐き出していた。その蒸気は夜闇のなかで大きく広がり、巨大な翼のように見える。

　伝承によれば、権天使は『神の威いを知らしめる御み使つかい』とされている。この場に具現した巨人はまさしく天上の絶対性を表していた。

　だがその姿は悪あつ鬼きのようであり、今にも暴れださんとしている。阻はばんでいるのは封印石から伸びる無数の鎖だった。瓦礫の下から伸びた鎖が神像巨兵の巨軀を拘こう束そくし、絶えずマナを吸収している。具現化した物質を光に戻し、結界に取り込んでいるのだ。

　三日月の下、翼を生やした巨人が獣けもののように吼ほえる。その声は王都中に響き渡わたった。

　少女の命を代償にして、一年の結界が紡つむがれていく──。




　　　　◆　◇　◆




　学院の窓から城の方を見て、ユウヤは呆ぼう然ぜんとした。

「なんだ、あれ……」

　ゼノフィリアの森を出た後、寮りように帰る気がせず、ぶらついているところだった。いつの間にか陽ひも落ちていて、食堂も閉まってしまい、こうなったら街にでも繰くり出すか……と思っていたところ、突とつ然ぜん、大気を震ふるわせるような大声が聞こえた。

　窓の向こう、特とく撮さつのような馬ば鹿かでかいゴーレムが咆ほう哮こうを上げている。その全長は城に比ひ肩けんし、翼のような蒸気を合わせると、もはや山脈のようだ。

　一いつ瞬しゆん、ついに『終しゆう焉えんの竜りゆう』が蘇よみがえったのかと思った。だがゴーレムの形状は竜というよりどちらかと言えば……天使に近い。

「クローディア、なのか……？」

　セラか学院長に訊きけば、きっと分かるはずだ。今いるのは中ちゆう央おう棟とう。学院長室が近い。

　ユウヤは脇わき目めも振らずに駆かけ出した。

　廊ろう下かには他ほかにも生徒たちがいて、皆みな、窓の向こうを見て啞あ然ぜんとしている。その横を駆けて学院長室に辿たどり着き、扉とびらを開けかけ、話し声に気づいた。

「じゃあ、ラグニアは最初からこうなるって知ってたの!?」

「知っていたというより、可能性を与あたえたという方が正しいわ。リーベルト・アッシュヴァイン──彼の計画を一周目では阻そ止ししちゃったからね。だから今度は私ではなく、セラちゃんとユウヤ君をいかせたの。どっちに転ぶかは五分五分、天のみぞ知るってね」

「そんな不確かな賭かけをしてたの!?　だったらなんのための熾し天てん使しのメモなのよ……っ」

「記述はあくまで断だん片ぺん的なものでしょう？　それに一周目を完かん璧ぺきになぞっても意味がないわ。一周目──あの時のユウヤ君は聖剣を抜ぬいて、きちんと魔導剣聖の後継者になれた。天使の転生者たちも全員揃そろっていて万ばん全ぜんだったわ。

　なのに……それでも『終焉の竜』には敵かなわなかった。すべてが滅ほろび、世界を救う物語は終わりを告げてしまった。

　あの結末を覆くつがえすには、この二周目のどこかで賭けに出なくてはならないわ。確かに権天使の駒こまを落とすのは惜おしい。だとしても、それで一年が稼かせげるのなら価値はある。今回、ユウヤ君が選ばれなかった以上、私たちには別の方法を模も索さくする時間が必要なの。セラちゃんも分かっているはずでしょう？」

「そうだけど、それは分かってるけど……っ。でも、そのためにクローディアを犠ぎ牲せいにするなんて……っ」

「──ちょ、ちょっと待ってくれ。犠牲にするってどういう意味だ？」

　反射的に扉を開けた。

　以前に訪おとずれた時と同様、床ゆかには深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれ、来客用のソファーとテーブルがあり、棚たなには高級な魔導宝石や儀ぎ式しき帚ぼうきの数々が並んでいる。

　ラグニア学院長は相変わらずのスーツに似たローブ姿で、執しつ務む机に軽く寄りかかっていた。ワイングラスを手に物もの憂うげな顔をしている。

　その正面にはセラがおり、こちらに気づいて、はっとしていた。

「ユウヤ!?　今の話聞いてたの……？」

「なんか小難しそうなこと色々言ってたな……けど、どうでもよくなった。最後の一言で全部吹ふっ飛んだ！」

　混乱したまま部屋の真ん中を突っ切った。その勢いで二人に問う。

「クローディアを犠牲にするってどういう意味だ!?　窓の向こうのあのデカブツと関係があるんだろ？　説明してくれ！」

「落ち着いてユウヤ、それはね……っ」

　セラが宥なだめようとしてくるが、彼女自身も慌あわてていた。珍めずらしくしどろもどろになっている。その肩かたを学院長がぽんっと叩たたいた。バレッタでまとめた髪をかき上げ、メガネ越ごしに見つめてくる。

「あれは神像巨兵よ。権天使が具現する、天上の尖せん兵ぺい。現代の魔術的ゴーレムのモデルともいうべきものかしらね。千年前、魔導剣けん聖せいが封ふう印いんの術式を施ほどこした時、大暴れした『終焉の竜』を押さえ込んだのが、あの神像巨兵だと言われているわ。結界の生いけ贄にえにするために権天使が具現したんでしょう」

「結界？　それに……生贄だって？」

「そうよ」

　学院長は簡潔に説明した。

　リーベルト一派は宮きゆう廷てい教会地下の結界を強化するために転生者を捜さがしていたこと。天てん黎れい契けい約やくがなければ天使の力は制せい御ぎよ出来ず、ゆえに魔導剣聖がいない今、結界の強化は急務であること。強化術式には転生者の命が必要なこと。

　クローディアはおそらく最初からすべてを知っていて、そして今、権天使と共に結界に身を投じたのだろうということ。

「あの様子なら夜明けにはすべて終わるわ。陽が昇のぼる頃ころには神像巨兵のマナはすべて結界に取り込まれ、クローディア姫ひめの命も消える。そうして世界は一年の安あん寧ねいを得るの」

「……おかしいだろ、そんなの……」

　足がもつれ、よろけた。

「一年？　たったそんだけの時間を稼ぐために、クローディアは命を投げ出したっていうのか？　たかだか一年、世界を存続させるために……？」

「たかだか、ではないわ。その一年で世界はまた別の手段を模索出来る」

「ふざけんなよ!?　そんなこと許されると思ってんのか!?」

「ユウヤ君。物事の善悪を決めるのはいつだって権力者なのよ。私はリーベルト・アッシュヴァインの行動を止めはしない。城の元老会議や他国もそう。世界には転生者を巡めぐってウチと対立していた組織もあるけど、そこでさえ邪じや魔ま立だてしようとはしていないわ」

　その言葉で、セラがはっとする。

「待って、じゃあそもそもラグニア──いいえ、学院が転生者を捜していたのは……っ」

　権力者は一いつ切さい慈じ悲ひのない目で告げた。

「リーベルト・アッシュヴァインと同じく、転生者を生贄として利用するためよ」

「──っ、そんな……っ」

　グラスが執務机に置かれた。リーベルトと同じ、温度のない瞳ひとみで学院長は言う。

「天使の黄金のマナは自然界最さい高こう峰ほう。それを邪竜に使わない手はないわ。転生者本人に制御出来ないのなら、魔術師たちの手で加工すればいい。私たち人間の技術力では倫りん理り感は度外視にならざるを得ないけれどね。

　もちろんウチだけじゃない。世界中の機関が天使を最大出力で運用するための研究をしているわ。たとえその過程で命や尊厳を奪うばうものだとしても、私たちは躊躇ためらわない。すべてはこの世界を守るためなのだから」

　セラは唇くちびるを嚙かんで俯うつむく。学院長の言葉は残ざん酷こくな事実を告げていた。




　つまりこの世界は──少女たちを犠牲にして生き長らえようとしている。




　足元が崩れるような錯さつ覚かくを覚え、ユウヤはたたらを踏ふんだ。

「は、はは……」

　乾かわいた笑いが洩もれた。どうしようもない。なんてどうしようもない世界だ。元の世界の方がまだいくらか健全に思えてくる。

　今この瞬しゆん間かんにも世界中がクローディアの命と尊厳を奪う研究をしている……想像しただけで吐はき気がしてきた。

「……っ、ざっけんなッ！」

　学院長に摑つかみかかった。だが素す早ばやくいなされ、足を払はらわれる。右手を極きわめられ、執務机に叩きつけられた。グラスが床に落ちて、けたたましく割れる。

「あなたには何も言う権利はないわよ」

　学院長は氷のような眼まな差ざしを向けてくる。

「ホシノ・ユウヤ君、あなたは選ばれなかった。つまりは偽にせ者もの。守られる側なの。危機の中心にいる者たちに対して、意見をする権利なんてないわ。私に対しても、リーベルト・アッシュヴァインに対しても。ましてやクローディア姫に対しても、ね」

　耳元に唇が近づき、残酷な言葉を告げられる。

「彼女は天使なの。世界のため、自らの意思で結界に身を投じたのよ。理解しなさい。ちょっと刺さされた程度で怯おびえているあなたとは違ちがうの」

　学院長の手が、トントン、と包帯の左肩を叩いた。そこはユウヤの弱さの象しよう徴ちようだ。言い返せず、奥歯を嚙み締しめると、学院長の眼差しから険が取れた。

「ん、それでいいわ。お姉さん、聞き分けの良い子は好きよ？」

　解放され、雑に頭を撫なでられた。

「厳しいことを言ってごめんなさいね。でも、現実を受け入れることも大人への第一歩なの。よく覚えておいて」

　返事をしようにも、言葉が喉のどから出てこない。ユウヤは執務机の上に座り込み、左肩を押さえている。学院長は肩を竦すくめ、踵きびすを返した。

「ラグニア……」

　セラが戸と惑まどった顔で見上げていた。すれ違いざまに学院長は囁ささやく。

「天使を利用すること……黙だまっていてごめんなさいね。でもセラちゃんは何が正しいか、ちゃんと判断出来るでしょう？　あなたは一周目のあの地じ獄ごくを知っているのだから」

「……ええ。分かってるわ」

「ユウヤ君に期待するのはここまでにしましょう。やっぱり彼にこの先は無理だわ。私だって、生徒に二度もあんな無残な死に方をさせるのは、さすがに寝ね覚ざめが悪いしね。少し二人にしてあげるから、彼のケアはお願いね？」

　学院長が部屋を出ていき、扉が閉まった。

　あとには二人だけが残される。蚊かの鳴くような声でつぶやいたのは、ユウヤ。

「……クローディアは最初からこんなものを抱かかえてたんだな」

　執務机からずるりと下り、そのまま床に座り込む。

「……どんな気持ちだ？　世界中が寄ってたかって自分を死なせようとしてる。そのために日々汗あせ水みず垂らして研究してる。天てん涯がい孤こ独どくなだけじゃない。城で煙けむたがられてるだけでもない。こんなの世界から存在を全否定されてるようなもんじゃねえか。あいつ、一体どんな気持ちで今日まで生きてきたんだ……っ」

　今なら分かる。二代目・魔導剣聖がきたと思って、彼女がどれほど安あん堵どしたか。実は偽者だったと知らされて、彼女がどれほどショックだったか。

「なんで……」

　心の奥からどうしようもない嘆なげきが溢あふれる。

「なんで俺は聖剣を抜けなかったんだ……っ」

　それさえ成していれば、こんなことにはならなかった。

　二代目として天黎契約が出来て、天使の力は制御でき、クローディアを犠牲にする必要も生じなかった。

　ホシノ・ユウヤが聖剣を抜いてさえいれば、彼女は助かったのだ。

「ユウヤ……」

　セラがそばにきた。しゃがみ込み、手に触ふれる。

「あなたは何も悪くない。それは仕方のないことなの……ユウヤのことも天使のことも」

「仕方ないことなんてあるかよ!?」

　気づけば叫さけんでいた。

「クローディアが何をした!?　世界中から舌なめずりで命を狙ねらわれるような罪でも犯おかしたのか!?　そんなことしてねえよ！　あいつはずっと耐たえてたんだ！　たった独りで、誰だれにも相談できず、それでも逃にげないで、ずっと耐え続けてたんだ！　それを……っ」

　ぼろっと涙なみだがこぼれた。

「それを助けられるのは、俺だったはずなのに……っ」

　何も出来ない。助けてやれない。選ばれし者にはなれなかったから。

　言い聞かせるように、セラが強く手を握にぎってくる。

「それでも仕方のないことなのよ」

　とつとつと少女は語る。

「聖剣アースロンドは意思を宿した剣だと言われてる。選定条件は聖剣自身にしか分からない。ユウヤが抜ぬけなかったとしても、それは誰にも責められることじゃないの」

「それでも俺はクローディアを……っ」

　叫びかけ、その途と中ちゆうではっとした。

「……意思を宿した剣？」

「そうよ……。聖剣アースロンドは天使たちが『神の座』から持ってきた祝福の剣。そこには天上の存在としての意思があると言われているわ。魔導剣聖も聖剣と会話しながら戦ってたって伝承が残ってる」

　口元を押さえ、ユウヤは思考の海に沈しずんでいく。

「剣が意思を持ってるだと……？　じゃあ、喋しやべりかけてこないだけで、本当は今でも物考えたりはしてるってことか？　そんなことが……いや待て、そうだ、クローディアは天使の『声』が聞こえるって言ってた。なら同じ天上の存在同士、聖剣に意思みたいなものがあっても不思議じゃない。だったら……っ」

　瞳に熱が灯ともった。そのまま勢いよく立ち上がる。

「──これだ！　まだ何も終わってねえッ！」

　左ひだり肩かたを摑み、包帯をむしり取る。嘆なげくだけの時間は終わりだ。包帯を放ほうり投げる。白線が尾おを引くように流れていった。

「ユウヤ……？」

　セラが驚おどろいた顔で見上げてくる。その髪かみを撫でた。

「クローディアを助ける方法を思いついたぞ」

「えっ!?」

「だからちょっと行ってくるわ」

「行くって……まさか城へ!?」

　笑って背を向ける。そのまま行こうとしたが、すぐに制服の裾すそを摑まれた。

「待って！　たとえ本当に何か思いついたんだとしても、生きて帰ってこられる保証はないわ。騎き士し団はユウヤの言うことなんて信じないもの！」

「かもしれない。でもやる」

「ユウヤ……っ」

「頼たのむ。行かせてくれ」

　振ふり向いて、泣きそうな少女の目元をぬぐう。不思議と声は優やさしいものになった。

「俺は魔術一つ使えない落ちこぼれだ。聖せい剣けんを抜けなかった、何も出来ない偽者だ。それでも……譲ゆずれないんだ。クローディアはきっと今この瞬間も泣いてる。たった独りで震ふるえてる。だから行かなきゃいけないんだ。今、俺が」

「世界から見たら、あなたの行動はきっと……悪よ」

「構わないさ。クローディアを死なせることが正義なら、俺は悪でいい。それが選ばれし者の役目だっていうなら、俺は偽者でいい」

　窓から三日月の光が差す。柔やわらかな明かりのなかで、ユウヤは静かに笑った。もう覚かく悟ごを決めた者の笑えみだった。

　その姿を見上げ、セラは「ああ、そっか……」と目を伏ふせる。

「……そうよね、あなたはそういう人だった。普ふ段だんは本当にダメダメなのに、いざという時には必ず立ち上がるの。そうして掲かかげる言葉は間違っていて、なのに正しい。……あたしと初めて会った時もそうだった」

　小さな体がぎゅっと抱だきついてきた。

「あたしもいく。一いつ緒しよに連れてって」

「学院長に怒おこられるぞ？」

「いいの。あなたがクローディアを助けられるっていうなら、あたしは信じる」

「……ありがとな。でも駄だ目めだ。連れてけない。生きて帰ってこられる保証がない」

「だからこそよ。あたしを誰だと思ってるの？」

「……俺の教育係？」

「違うわ」

　手を後ろに組んでバックステップ。スカートがふわりと舞まった。

「あなたの未来の結けつ婚こん相手、でしょ？」

　向けられたのは、ありったけの信しん頼らいが込められた笑顔。

「命いのち懸がけの場所にこそ、あたしを連れてかなくてどうするの？　死ぬ時は一緒よ。この年で未亡人になんてしたら許さないんだから」
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「……やめろよ。ぼっちはそういうのに弱いんだぞ」

　命懸けの告白とか反則だ……。本当は泣かしてでも置いていくつもりだった。けれど。

「わりぃ、ついてきてくれるか？　セラがいてくれると心強い」

「当然っ。最初から素す直なおにそう言えばいいの」

「ついでに、この戦いが終わったら結婚しようとか言っていい？」

「それ死亡フラグじゃない？」

「あー、確かに」

「でも実際、作戦はあるの？」

　セラは厳しい表情で告げる。

「クローディアを助ける方法を思いついたとしても……城には王国の騎士団が勢せい揃ぞろいしてるわ。対してこっちは二人だけ。まずクローディアのもとへ辿たどり着くのが至難の業わざよ。チェスで言えば最初から駒こま落おちで戦うようなものだもの。戦力差は絶望的」

「確かにそこにも一計が必要だな。んー、チェス、チェスか……」

　棚たなにちょうどチェス盤ばんがあったので、勝手に出して応接テーブルに駒を並べる。こっちにはポーンとビショップ。敵側にはその他の駒を山盛りに。

「実際、普通にやればまず勝てないよな……。あ、そうだ。でもこの手のゲームには必勝法があるんだ」

「必勝法？」

「ルールを変えるのさ」

　ユウヤはテーブルにあったワインボトルを手にすると、チェス盤にドンッと置く。

「新しい駒、ウルトラスーパーモンスターを投入！　相手は死ぬ！」

「いや聞いたことないわよ、そんな必勝法」

「え、そうか？　俺は子供の頃ころ、これでチェスでもトランプでも負けなしだったぞ？」

「友達いなくなりそうな必勝法ね……。だけどそれをどう使うのよ？　現実にはウルトラなんちゃらなんて駒は存在しないのに」

「ごもっとも。でも何か閃ひらめきそうなんだ」

　ワインボトルを見つめ、脳をフル回転。何が閃きそうなのか考える。一体、何が何が何が何が何が何が──っ。

　分かった。

「そうだよ、俺たちはこの駒を持ってるんだ！」

「え？」

　ユウヤは意味ありげに指を差す。示すのは、学院の東側。

「地じ獄ごくの支配者を助けにいくんだ。だったら相応ふさわしい駒がいるだろ？」

　意図に気づき、セラが「あっ」と声を上げる。

「どうだ？　これなら必勝法になるんじゃないか？」

「確かにそれなら……いけるかも！」

　ユウヤは我が意を得たり、と拳こぶしで手のひらを打ち鳴らす。

「決まりだ。んじゃあちょっくら行くか。このクソったれな世界から──俺たちのお姫ひめ様さまを奪うばいにな！」




　　　　◆　◇　◆




　アンフォレスト城の大庭園。

　ここには今、騎士団が展開していた。臣下たちの退たい避ひしている城館、魔ま術じゆつの測定計算が行われている騎士団宿舎を背にし、数百名の騎士たちが完全武装している。

　彼らが見上げる先、異様な巨きよ人じんが屹きつ立りつしていた。その足元、崩くずれた教会の端はしに剣筋が走り、瓦が礫れきが弾はじけ飛んだ。土つち煙けむりからリーベルトが姿を現す。

　側近の騎士たちはほっと安あん堵どして、駆かけ寄っていく。

「リーベルト騎士長、御ご無ぶ事じで……っ。あれは一体……？」

「権天使の神像巨兵だ。暴走で形が崩れているようだが問題はないよ。封ふう印いん石は機能しているから夜明けには神像巨兵のマナを吞のみ込み、結界の強化は完かん了りようするだろう」

　騎士たちは一様に感かん嘆たんの吐と息いきを洩もらした。だがリーベルトは気を緩ゆるめない。

「安心するのはまだ早いよ。今この世界に存在する魔ま獣じゆう共は『終しゆう焉えんの竜りゆう』の落とし子だ。親の危機を察知して大だい攻こう勢せいをしてこないとも限らない。夜明けまで気は抜かずにいこう」

　騎士長の激げき励れいを受け、部下たちは姿勢を正す。

　無論、備えは万ばん全ぜんだ。王都の各所には第二から第五師団を防備に置き、国境にも第六から第八師団を展開させている。万に一つも邪じや魔ま者ものはやってこない──はずだった。

「王都北側の第四師団から魔導通信！　緊きん急きゆうです！」

　設置型の通信水すい晶しようを見ていた騎士が突とつ然ぜん、声を張り上げた。

「どうした？」

「突とつ如じよ、攻こう撃げきを受け、第四師団が丸ごと無力化されたと……っ」

「無力化だって？」

　リーベルトは北側に目を向ける。城じよう壁へきがあるので街並みは見えないが、確かにいくつも黒こく煙えんが上がっていた。おかしい。あちらにはザインダレス魔導学院ぐらいしかない。魔獣がやってくるような方向ではなかった。

「第四師団に繫つないでくれ」

「駄目です。先ほどの通信を最後に回線が切れました……っ」

「何が起きてるんだ？」

　リーベルトは眉まゆを寄せる。すると今度は正門側から「伝令！」と部下が駆けてきた。

「今度はなんだ？」

「あの、正門に少年が……」

「少年？」

「リーベルト騎士長を呼べと言っています。さもなくば……北側の騎士団と同じ目に遭あわせる、と」

　表情を引き締しめ、リーベルトは素す早ばやく正門に向かった。

　アンフォレスト城には外そと堀ぼりがあり、東西南北の運河から水を引いている。内外の行き来は基本的に正門の橋を使っており、当然ながら現在門は閉めている。

　門の上部には見張り用の回かい廊ろうがあり、リーベルトはそちらにやってきた。

　橋を見下ろし、「あれは……」と表情に怪け訝げんさを浮うかべる。

「よーお、イケメン騎士様。お久しぶり」

　そこにいたのはホシノ・ユウヤだった。以前に巻いていた包帯は外し、学生服姿で、橋の真ん中に立っている。ひどく気軽な様子で手を振っていた。

「……ユウヤ君、元気そうで何よりだね」

「あー、おかげさまでな。ちょっくら肩かたにトラウマ負いかけたけど、無事に乗り越こえて、今はこの通り元気百倍よ」

「それは良かった。それで君はこんなところで何をしているんだい？」

「クローディアに会いにきたんだ。呼んでくれよ。ここまで呼んでくれれば、あとはこっちでよろしくやるからさ」

「悪いがそれは出来ない。姫殿でん下かは今、お忙いそがしくてね」

「そっか。いつなら会える？」

「もう君とお会いになることはないかな。こう言ってはなんだが、君は庶しよ民みんで姫殿下は王族だ。だから──」

「はっきり言えよ。結界の生いけ贄にえにするからもう会えないって」

　強い敵意の視線が向けられた。リーベルトの瞳ひとみから温度が消えていく。

「……どこでその話を聞いた？」

「俺も詳くわしいソースは知らね。色々怪あやしげに暗あん躍やくしてる知り合いがいてね、その人から聞いたんだ。ま、それはいい。リーベルトさんよ、実は俺、あんたに訊ききたいことが二つほどあるんだ」

　ユウヤは大おお仰ぎような仕草で人差し指を立てる。

「一つ目。俺が『クローディアを生贄にしなくていい方法』を考えた、って言ったら、お前乗ってくれる？」

「愚ぐ問もんだね。子供の遊びに付き合っている暇ひまはない。私にも、世界にも」

「……だろうな。ま、それが大局的な判断だろうさ」

　人差し指の横に中指が並ぶ。

「二つ目。お前は騎き士しで、クローディアはお姫様だ。だからこそ問いたい。──お前の行動は本当に正しいものなのかよ、ってな。騎士的にお前の行動はアリなのか？」

「さらに愚問だ」

　騎士として尋たずねられたがゆえ、リーベルトは剣けんを抜ぬいた。魔術の刃やいばを構築し、回廊に突つき刺さす。そうして何一つ恥はじることのない、威い風ふう堂どう々どうとした態度で告げた。

「私は選ばれし十二星座の騎士。我が剣は世界のために掲かかげられている。ゆえに正義は私と共にある！」

　夜風がリーベルトの前まえ髪がみを揺ゆらした。眼下、ユウヤは皮肉げに口元を歪ゆがめる。

「はは、正義の味方ってか……。迷い一つ無しとは恐おそれ入るぜ。でも……だったらやっぱり俺は悪でいい。困ったお姫様のごっこ遊びの師し匠しようで十分だ。つーわけで……ヘイセラ、カモン！」

　パチンッと指が鳴らされた。すると城下町の方からブロンドの少女が顔を出し、何かを放ほうり投げた。

「使うなら最初から持ってなさいよ！　別に意味なんてないんだし」

「何を仰おつしやいますかっての！　こうやって空中キャッチするのがロックなんだよ！」

　何かと思えば、放られたのは竪たて琴ごとだった。ユウヤはジャンプして竪琴を摑つかみ、格好つけて着地。弾ひき方を知っているとは思えないような、大仰なポーズで構える。

「レディース＆ジェントルメーン！　俺の華か麗れいなテクでお前らの度ど肝ぎもを抜いてやるぜ。聴きかせてやるよ、俺の魂たましいの８ビート。震ふるえて眠ねむりな！」

　ユウヤは自身満々な顔で腕うでを振ふり下ろす。

「イッツ、ショータイム！」




　ぼえ～ん。




　腰こしの砕くだけるようなマヌケ音が響ひびき渡わたった。騎士たちは回廊でガクッとよろめき、リーベルトさえ苦笑いを浮かべる。

「ユウヤ君、悪いが子供の遊びに付き合っている暇は本当にないんだ。これ以上、居座るというなら少々お仕置きを……、──っ!?」

　言葉の途と中ちゆうで、リーベルトは目を見開いた。

「なんだ、あれは……っ」

　外堀の湖のなかを何か巨大なものが泳いでいた。反射的にリーベルトが剣を引き抜いたのと、ユウヤが高らかにポーズをつけたのはほぼ同時だった。

「さあ開演のお時間だぜ！　やっちゃって下さい、ケルベロス先生──ッ！」

　その瞬しゆん間かん、橋が爆ばく散さんした。盛大な水柱を上げ、下方から巨大な獣けものが現れる。木もく片へんが雨のように散り、獰どう猛もうな牙きばと鋭するどい赤眼が覗のぞく。

　獣の首は三つ。その事実が示すことは一つだった。

　すなわち──神話の怪かい物ぶつ、三つ首の魔獣ケルベロス。

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯ──ッ！」

　ケルベロスが正門に突とつ撃げきした。石材には魔導加工が施ほどこされていたが、頭ず突つきの三連打で木こっ端ぱ微み塵じんに弾け飛んだ。激しい揺れに見み舞まわれ、部下たちが湖に落下していく。

　さすがのリーベルトもたたらを踏ふみ、度肝を抜かれた。

「どういうことだ!?　なぜケルベロスが出てくる!?」

　三つ首の魔獣は正門の瓦礫を踏み砕き、庭園へ侵しん入にゆうした。中央路の敷しき石いしを粉微塵にしながら疾しつ走そうしていく。その背中で高らかに哄こう笑しようを上げるのは、ユウヤだ。

「なーはっはっはっ！　見たか見たか見たか、見ちゃいましたか、この雄お々おしい姿！　さあ覚かく悟ごを決めろよ、正義の味方共！　北側にいた騎士団と同じように、泣くまで追い回してやるからよお!?」

「ああ、もう言ってることが本当に悪役……」

　隣となりにはセラと呼ばれた少女もいた。信じがたいことに、ケルベロスを飼いならしているように見える。リーベルトは啞あ然ぜんとした。

「三つ首の魔獣ケルベロス……あれはかつてこの国が総出で捕ほ獲かくした怪物だぞ？　一体どんな方法で手て懐なずけたというんだ……っ」

　高笑いするユウヤを乗せ、ケルベロスは庭園を縦断していく。まるで重戦車だ。部下たちがとっさに斬きり掛かかろうとするが、大地を震わすほどの突とつ進しん力のせいで、まともに近づけない。だが行かせるわけにはいかなかった。

「神話の怪物……相手にとって不足はない！」

　リーベルトは魔術を発動し、回廊から飛び立った。蒼あおの光をまとって飛ひ翔しようし、ケルベロスの進行方向へ躍おどり出る。

「三連撃で首を落とす！　勝負だ、ケルベロスよ！」

　全力でマナを練り上げ、ケルベロスに集中する。だがいざ斬ざん撃げきを放とうとした刹せつ那な、

「はい、セラ。あそこで超ちよう油断してるマヌケ騎士に炎えん弾だんぶっ込め。大だい丈じよう夫ぶ、正義の味方は死にはしない」

「──っ!?」

「また他人ひと事ごとだと思って……。ま、正直ユウヤが刺された時、本当に頭にきたし……今日はやっちゃう！　喰くらえーっ！」

「く……っ！」

　セラの周囲に多重魔ま法ほう陣じんが展開し、炎弾が放たれた。質も速度も申し分ない。城の騎士たちにも引けを取らない腕だった。だがリーベルトは王国最さい高こう峰ほうの騎士である。

　空中で即そく座ざに体勢を変え、炎弾を斬り裂さいた。爆炎が周囲に炸さく裂れつし、庭園樹が燃え上がる。

「甘い！　この程度で私は──」

「はい、ケルベロス。あそこで超ドヤ顔してるマヌケ騎士に頭突きかませ。庭園の端はじっこまでぶっ飛ばしちゃっていいぞ」

「なっ!?　待て──」

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯ──ッ！」

　真ん中の頭が体当たりしてきた。魔術を全開にして結界を張る。だがケルベロスには魔術の無効化能力があるらしく、結界が簡単に突き破られた。

「ぐぅぅぅぅぅっ！」

　門を粉ふん砕さいするほどの体当たりをまともに受け、リーベルトは庭園を縦断するように吹ふっ飛んだ。そのまま城館に激げき突とつ。すぐに舞まい戻もどろうとするが、足がもつれ、粉塵のなかで膝ひざをつく。

　騎士たちが愕がく然ぜんとするなか、ユウヤの哄笑が響き渡った。




　　　　◆　◇　◆




「なーはっはっはっ！　その程度か、正義の騎士様よぉ！」

　疾走するケルベロスの頸けい椎ついに足を乗せ、ユウヤは踏ん反り返る。

　この三つ首の魔ま獣じゆうこそ、ウルトラスーパーモンスターの駒こまである。

　学院長室を出た後、ユウヤたちはいくつか準備をして魔獣飼育棟とうにいき、金貨の詰つまった革かわ袋ぶくろをドンッと置いた。

　口説き文句は『最高級の酒を浴びるほど吞のませてやる！』。三つの頭は満まん場じよう一いつ致ちで協力を了りよう承しようしてくれた。

　あとは簡単だ。檻おりを開け、魔獣飼育庫の壁かべをぶち破り、ゼノフィリアの森でちょこっと悪さをして、その辺にいた騎士団を根こそぎ追い回してここまできた。

「地じ獄ごくの支配者を助けにいくんだ。やっぱり地獄の番犬にもきてもらわなきゃな！」

　芝しば生ふを踏み荒あらし、庭園樹を叩たたき折り、ケルベロスは突っ走ぱしる。

　その体には革かわベルトが巻かれ、滑かつ車しや付きの大きな籠かごを引いていた。ユウヤがゴーレム科で借りてきた輸送用の魔導籠である。それを引くケルベロスはまるで騎き馬ば戦車のようだった。

　進行方向、城館で膝をついたリーベルトが声を張り上げる。

「総員、魔術攻こう撃げき！　これ以上好き勝手させるな！」

　正面にいた騎士たちが手をかざし、一いつ斉せいに魔法陣が展開した。ユウヤはすかさず手を振り上げ、「撃うたせるな！」と指示を出す。

　真ん中の頭が応こたえ、怒ど濤とうの遠とお吠ぼえを上げた。すると声が衝しよう撃げき波はとなり、騎士たちを木の葉のように吹っ飛ばした。

「はっはーっ、ケルベロスを倒たおしたきゃ、伝説の天使でも連れてこいってんだ！」

「ユウヤ！　宿舎側の騎士たちもマナ練ってる！　たぶん土ロト属性の複合魔術っ」

「全力の土属性をこそこそやるってことは……下か！　ケルベロス、跳とべ！」

　指示するのとほぼ同時、足元に多重魔法陣が発生し、地面に亀き裂れつが走った。まるで崖がけのような大だい断だん裂れつが一瞬で形成される。だがケルベロスは素す早ばやく跳ちよう躍やくしていた。

　騎士たちが「跳んだぁ!?」と驚きよう愕がくする。

「当ったり前だ！　四本脚あしなんだからそりゃあ高く高く舞い上がるぜ！　っておうわ!?　落ちる落ちる落ちるーっ!?」

「自分で指示しといてなんで落ちかけてるの!?　ほら手！」

　危あやうく背中から振り落とされそうになり、セラにしがみついてギリギリ踏み止とどまる。同時にケルベロスが着地、再び疾走。

「ふはははっ！　この程度で俺たちを止められると思うなよ!?」

「涙なみだ目めでしがみついてきたくせによく言うわ……。──っ！　右側、今度は水レイ属性！」

「濁だく流りゆうで押し流す気だな。右の頭『ケル』、迎げい撃げき！　魔術を撃たせるな！」

　ユウヤは三つの頭に名前をつけていた。右から順に『ケル』、『ベロ』、『スー』である。

　ケルが遠吠えの衝撃波を放ち、教会側にいた騎き士したちに直撃。「馬ば鹿かなあ!?」という叫さけびが木霊こだまするなか、展開されかけていた魔法陣が砕け散る。

　しかし間かん髪はつを容いれず、セラが逆側を向く。

「今度は左側！　水星ヘルメス属性よ！」

「それってなんだっけ!?」

「水銀の使し役えきっ、ちゃんと勉強しなさい！」

「ウネウネで搦からめ捕とるつもりか。スーとセラで迎撃しろ！　衝撃波に炎を混ぜて水銀を溶とかしてやれ！」

「分かった！」

　セラが大きな魔法陣を展開し、そこへスーが衝撃波を放った。一瞬、魔術光が集束したかと思うと、直後に竜たつ巻まきのような爆炎が迸ほとばしった。

「きゃあ、なんかすごいの出た!?」

　珍めずらしくセラが驚おどろいた声を上げる。大量の水銀が触しよく手しゆのように近づいてきていたが、炎の衝撃波に包まれ、残らず融ゆう解かいした。騎士たちは「し、信じられん……っ」と叫びながら逃にげ惑まどう。

「無敵無敵無敵ぃ！　このまま城館まで突つっ込むぞ！」

「教会側にいくんじゃないの!?　神像巨きよ兵へいが立ってるのはあっちよ！」

「あのデカブツがクローディアなら足元から喋しやべったって聞こえねえだろ!?　顔面からいかなきゃよ。だから──」

　目前、庭園の噴ふん水すいが近づいてくる。

「──駆かけ登れ、ケルベロス！」

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯ──ッ！」

　四層立ての噴水柱を踏み潰つぶし、盛大な水みず飛沫しぶきを上げて大跳躍。腹の下で「な……っ」と絶句するリーベルトを飛び越こえ、ケルベロスは城を垂直に駆け登り始めた。新雪のような白はく亜あの壁に足あし跡あとをつけ、ぐんぐん登っていく。

　セラはケルベロスの毛に摑つかまりながら驚愕する。

「うっそぉ!?　ケルベロスってこんなことも出来るの!?　知ってたの、ユウヤ!?」

「なーっはっはっ！　むしろ出来ない可能性があることを今知ったぜ！」

「何その行き当たりばったり!?」

「良かった、ケルベロスが使える子で本当良かった！　偉えらいぞ、ケル、ベロ、スー」

「ＧＹＡＯ！」

　窓から顔を覗のぞかせた臣下たちが「ひぃ!?」と慄おののくなか、ケルベロスは二階テラスを越えて、三階、四階、五階……十二階と駆け登り、ついに城の斜ななめ屋根部分に到とう達たつ。もう騎士たちの魔術も届かない。

　眼下に王都の街並みが広がる。夜よ闇やみのなか、煉れん瓦がの家々が並び建ち、ほのかな明かりが灯ともっていた。だが神像巨兵の方を見ると、まだ胸部分の高さしかない。

「尖せん塔とうに登れ！　そっから飛び移る！」

　城館部分はこの屋根までだが、各所に伸のびる尖塔はもっと高い。先せん端たんまでいけば、ちょうど神像巨兵の頭部に達する。ケルベロスは屋根材を踏み砕くだきながら疾走。

　だがその矢先、空に無数の魔法陣が現れた。

「そう簡単にいくと思ってもらっては困るね」

「──っ、リーベルト!?　まだやろうってのか!?」

「当然さ。あの結界には世界の命運が懸かかっているんだ」

　蒼の剣けんを掲かかげ、リーベルトが空中に浮うかび上がってきた。刀身から光が迸り、空の魔法陣が歯車のように連動を始める。

　危険な気配を察し、ユウヤはとっさに指示を出した。

「ケルベロス、三さん位み一いつ体たいで攻こう撃げき！　あの魔術をやめさせろ！」

　しかし衝撃波は発せられない。

「おい、ケル、ベロ、スー!?」

　三つ首の顔を覗き込み、ユウヤは息をのんだ。赤かったはずの六つの瞳ひとみ、それが蒼く輝かがやいている。リーベルトの魔術の色だ。

「なんだ……？　何をした!?」

「聞いたことはないかい？　十二星座はそれぞれに『神の座』の奇き跡せきを具現するんだ」

　こちらの正面、屋根に降り立ち、リーベルトは不敵に微笑ほほえんだ。

「私の双子宮ジエミニ属性は『万ばん物ぶつを術者の半身とする』。嵐あらしを半身とすれば、暴風を人ひと里ざと離はなれた土地へ導くことが出来る。火山を半身とすれば、噴ふん火かを鎮ちん静せい化させることが出来る。もちろん滅めつ多たにやらない奥の手だが……この力をもってすれば、神話クラスの魔獣を御ぎよすることも不可能ではない」

「ちぃ、さすがは十二星座ってとこか……っ」

　どうやらケルベロスはリーベルトの術式で動けなくされたようだ。

「でも騎士様、ずいぶん辛つらそうじゃねえか。もしもケルベロスを完全に半身に出来るなら俺たちは今ごろ振ふり落とされてるはずだと思うんだけど、どうよ？」

　リーベルトは苦く笑しようする。その頰ほおには脂あぶら汗あせが流れていた。

「なかなかどうして……君は厄やつ介かいな子供だな。ご名答、意思あるものを半身とするのは恐おそろしくマナを削けずられる。加えてケルベロスの抗こう魔術能力だ。動きを止めておくだけで精せい一いつ杯ぱいだよ。だがそれでも──」

「セラ」

「喰らえーっ！」

　皆みなまで言わせず、セラに炎えん弾だんを撃たせた。ケルベロスを止めることで精一杯なら、つけ入る隙すきはある。

「人の話は最後まで聞くものだ！」

　しかし炎弾は真っ二つに引き裂かれた。蒼あおの剣に両断され、リーベルトの左右で爆ばく炎えんを上げる。煙けむりを手で払はらい、騎士は凛りんと告げた。

「続きを言わせてもらおうか。確かにケルベロスの動きを止めておくだけで精一杯だ。だがそれでも単純な火属性程度、敵ではない！」

「そうかい、じゃあ──こんなのはどうだ!?」

　煙が晴れていく先、ユウヤが空飛ぶ絨じゆう毯たんに乗って現れた。

　その手にはタコのような魔獣を持っている。ぶぎゅっと押した途と端たん、凄すさまじい勢いで水流がぶちまけられた。

　空飛ぶ絨毯もタコ魔獣も籠に括くくり付けて学院から持ってきた。セラの炎弾は目くらましで、本命はこちらである。もちろん水流に直接的な攻撃力はない。

　しかし狙ったのはリーベルトの足元。屋根材が押し流され、騎士は一気に転がり落ちていく。

「小こ癪しやくな……っ」

　剣を屋根に突き立て、リーベルトはギリギリで踏ふん張った。だが集中が解け、空の魔ま法ほう陣じんが停止。ケルベロスの瞳が蒼から赤に戻もどっていく。そして復活の嘶いななきが木霊こだまする。

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯ──ッ！」

　重戦車が再び動き始めた。屋根材を踏み抜ぬき、粉ふん塵じんを上げ、盛大に走り出す。

「ユウヤ！」

　セラが革ベルトを垂らし、疾しつ走そうするケルベロスに飛び乗った。

「ぶちかませ、ケルベロス！　二度と操あやつられないように、あの騎士を黙だまらせろ！」

　もう半身の術式は使わせない。一気に距きよ離りを詰めると、リーベルトも術式を使う猶ゆう予よがないことを悟さとり、全身を双子宮の結界で覆おおった。そして斬ざん撃げきを放ってくる。

「私は……負けない！　世界のために結界の強化は不可欠なのだ！」

　真ん中の頭が顎あぎとを開き、獰どう猛もうな牙きばと騎士の剣が激げき突とつした。直線上に神像巨兵を見み据すえ、三つ首の魔ま獣じゆうが突き進む。

「真っ向からケルベロスとやり合って勝てると思ってんのか!?」

「舐なめないでもらおうか……っ！　私は選ばれし十二星座の術者。いくらケルベロスとはいえ、不意打ちでなければ力負けしてなるものか……っ！」

　蒼の刀身が光を増した。結界が物質化していき、ケルベロスの侵しん攻こうを阻はばもうとする。渾こん身しんの力を放ちながら騎士は叫んだ。

「ユウヤ君、君も答えろ！　なぜここまでして姫ひめ殿でん下かを救おうとする!?　君の目的は一体なんだ!?」

「ああん!?　助けることに理由なんてあるかよ!?　頭沸わいてんのか!?」

「そのような戯たわ言ごとに惑わされる私と思うなッ！」

　蒼の結界がスパークを放ち、ケルベロスの勢いと拮きつ抗こうし始めた。

「人の信念には芯しんがある！　それを晒さらせと言っているのだ。この目、この剣、この力は世界を守るためにある！　我が信念を超こえる道理無くして、この先を進めると思わないでもらおう！」

「ちっ、御ご大たい層そうなこったなぁ……っ」

　ユウヤはギリギリと奥歯を嚙かむ。すると三つの頭が唸うなった。何が言いたいかは自然に伝わってきた。

　──お前の信念を見せてみろ。

　三つ首の魔獣はそう言っている。ユウヤは大きく息をはく。本音を晒すのは苦手だ。べらべら口八丁に生きてる方が面めん倒どうがなくていい。

　けれど、今日ばかりはそうもいかないらしい。

「……あのな、リーベルト」

　蒼の光と烈れつ風ぷうが巻き起こるなか、ユウヤは凪なぎのように語る。

「……俺は弱い人間だ。正直、お前みたいな強くて格好良い人間は本気で苦手なんだ。自分の駄だ目めさを突きつけられるみたいでさ。本当はお前みたいな奴やつがやることにケチはつけたくないんだよ。だってお前がやれば、どんなことも正しいことになるんだろ？

　たとえばそう、授業中にお前が寒いギャグ飛ばしたとするよな？　きっとみんなは大笑いするんだろうさ。教師もちょっと小言を言うだけで、なんやかんや許すんだ。でも俺はそういう空気に馴な染じめなくて、息を殺して寝ねたふりをするんだよ。

　だからって別に不満はないんだ。お前は強くて、俺は弱い。その力関係に逆らう気なんてまったくない。正直、お前が『パン買ってこい』って言ったら俺はダッシュで買ってくるよ。小こ銭ぜに出せって言ったら財さい布ふごと渡わたすさ。だって怖こええもん。俺は長い物には巻かれる性質だからさ。わざわざ強い奴に逆らったりしない。……ただ、困ったことになぁ」

　苦笑いを浮かべる。

「クローディアはそんな俺より弱いんだ」

　お姫様のことを思い出しながらユウヤは静かに立ち上がる。

「あいつ、何重にも心の壁かべ作らないと立ち回れないし、人と話すの苦手だし、部屋汚きたねえし、一度気持ちを許すとべったりだし、よくもまあ今日まで生きてこられたなってくらいに弱いんだ。弱者であることにかけては一家言がある俺より上、まさしくトップオブトップの弱小っぷりなんだよ。だからさ、正義の騎き士し様」

　瞳にゆらりと怒いかりが灯る。

「もしもお前がクローディアに『パン買ってこい』って言ったら、俺はお前をぶん殴なぐる。もしもクローディアに『小銭出せ』って言ったら、俺はお前を張り倒たおす。お前がクラスの人気者だろうが、正義の味方だろうが赦ゆるさねえ。だから──」

　獣けものの背で拳こぶしを握にぎる。

「もしもクローディアに『世界のために死ね』なんて言ったら、どうなるか分かってんだろうな!?　俺はお前を魔獣の餌えさにするぜ!?　そのためのケルベロスだッ！」

　承知したッ、とばかりに三つの顎が雄お叫たけびを上げた。重戦車が猛もう突とつ進しんを開始。砂すな埃ぼこりを巻き上げ、屋根材を踏み散らし、結界を削り取って突つき進む。

　暴風の化け身しんのような獣の背で、ユウヤはあらん限りの声を張り上げた。

「てめえが正義の味方なら、俺は『俺より弱い奴』の味方だ！　他ほかの誰だれでもない、クローディアの味方だ！　たとえ世界全部を敵にしようが、この一線だけは譲ゆずらねえッ！」

　左右の頭がギュルッとリーベルトを捕ほ捉そくした。騎士が息をのんだ刹せつ那な、衝しよう撃げき波はが炸さく裂れつする。

「あいつを殺そうとする世界なんて認めてたまるか──ッ！」

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯ──ッ！」

「ぐ──っ!?　あ、あああああああっ！」

　三重の衝撃波が爆はぜ、リーベルトは結界ごと吹ふっ飛んだ。鎧よろいの身が夜空に放ほうり出され、手のなかで魔術の刀身が崩くずれていく。

　同時、ユウヤの指示でケルベロスも屋根から飛び出した。迫せまりくる獣を見据え、騎士は敗北を悟った表情で苦笑いする。

「……なるほど。ただ一人の弱者すら切り捨てることを赦さない正義か」

「正義じゃねえよ。悪で十分だ」

「だが君は『姫殿下を生いけ贄にえにしなくていい方法』を考えたのだろう？　ならば、見せてみろ。それが果たして……世界に届くかどうか」

　ケルベロスの足が空中でリーベルトの結界に触ふれた。

「上等ッ！　もとからそのつもりだ！」

　結界を足場にして跳ちよう躍やく。最後まで笑えみを湛たたえたまま落下していくリーベルトを見下ろし、尖せん塔とうの高さを凌りよう駕がする。

　三日月を背にして、三つ首の魔獣が空を駆かけた。

　そしてついに神像巨きよ兵へいの頭部へ迫る。軟なん性せいの刃やいばが髪かみのようになびき、鉄と銀の歯車が顔面で絶えず駆く動どうしている。

　とてもではないが、クローディアだとは思えない禍まが々まがしさだ。

　目前に迫ると、突然、顔面の下半分が裂さけるように開き、声が響ひびいた。

「『来るな。人間たちよ。我の邪じや魔まをするでない……っ』」

「セラ、この『声』……っ」

「クローディアの言ってた『声』よ。権天使だわ……っ」

「つまり乗っ取られてるってわけだな。だったら遠えん慮りよはいらねえ、ぶちかませ！」

　ケルベロスが衝撃波を、セラが業ごう火かを放った。封ふう印いん石に吸収されているせいで防ぼう御ぎよ手段はないらしく、神像巨兵の顔面が大爆発を巻き起こす。

　ユウヤは身を乗り出し、真っ直すぐ前だけ見据え、叫さけんだ。

「迎むかえにきたぜ、クローディア──ッ！」

　三つ首の巨体が体当たりし、ひび割れた顔面をぶち破った。




　　　　◆　◇　◆




　神像巨兵内部。暗くら闇やみに黄金のマナが激流のように入り乱れている。空間は捩ねじれ、無限に広がっていた。

　クローディアは無数の鎖くさりに拘こう束そくされている。権天使が自じ戒かいのために封印石から引き入れた鎖だった。細い両手両足、華きや奢しやな腰こし、豊かな胸、ありとあらゆるところに鎖が巻きついている。

　唯ゆい一いつ、束そく縛ばくを受けていないのは背中の翼つばさ。そこからは黄金の羽根が舞まい散っており、暗闇に吸い込まれていく。

　肉体の主導権はすでに権天使が得ているはずだった。しかし突然、ノイズが走る。

「『ぐ……っ、愚おろか者共め……っ』」

　権天使が呻うめき、クローディアの意識が浮ふ上じようしてくる。前まえ髪がみが揺ゆれ、瞼まぶたが開いた。

「……わたし、は……」

「『我が意識体よ。聞け』」

　鎖で繫つながれたクローディアの背後にもう一人の彼女──権天使が陽炎かげろうのように現れる。まとわりつくように抱だき着く権天使に鎖はなかった。

「『人間たちがくる。だがおもねるな。拒きよ絶ぜつせよ』」

「……にんげん？」

　上手うまく頭がまわらない。言われたことの意味が分からない。人間がくる？　こんな世界の果てのような場所に？　信じられなかった。それこそ伝承の魔導剣けん聖せいでもない限り、こんなところにやってくるなんてことは……。

　その時だった。

　暗闇の上空に光が灯ともった。赤い光だ。そこから亀き裂れつが生まれ、業火が噴ふき出す。直後、空間がガラスのように割れ、巨大な獣が飛び込んできた。

「え……」

　三つ首の魔獣、ケルベロスだ。体に革かわベルトを巻き、大きな籠かごのようなものを引いている。なんで魔獣がここに？　という驚おどろきはさらなる驚きでかき消された。

　なぜなら魔獣の背にはセラがいて、そして隣となりには──。

「ユウヤさんっ!?」

　ホシノ・ユウヤがそこにいた。意識が一気に覚かく醒せいする。落下するケルベロスの背で、ユウヤは豪ごう快かいに高笑いを上げた。

「ふははははっ！　いいぜいいぜ、その驚き顔っ。苦労してここまできた甲か斐いがあったってもんだ！」

「な、なん、なんで……っ」

　驚き過ぎて上手く喋しやべれない。だがこっちのことなどお構いなく、ユウヤは落下しながらまくし立てる。

「なんでも何もあるかよ!?　天使だったら死ななきゃなんないとか、そんな話、俺は聞いてねえぞ!?　どうせビビって震ふるえて泣いてたんだろ？　だから！」

　ケルベロスの頭から勢いよく飛び出した。

「そのやせ我が慢まんをぶっ壊こわしにきてやった！」

「そんな……っ」

　また会えたのが嬉うれしくて、気持ちが溢あふれそうになる。だが背後から戒いましめるように峻しゆん厳げんな声が響く。

「『拒絶せよ！　甘言に惑まどわされるな。汝なんじの使命を思い出せ！』」

　そう言われ、必死に涙なみだを堪こらえた。この身が犠ぎ牲せいにならなければ、いずれ『終しゆう焉えんの竜りゆう』が復活してしまう。正しいのは権天使の方だ。身み震ぶるいするように叫ぶ。

「来ないで！」

　大声で拒絶した瞬しゆん間かん、周囲の鎖が反応した。一いつ斉せいに蠢うごめき、ユウヤたちへ向かっていく。

　巨体のケルベロスは四方八方から鎖に巻かれ、空中に縫ぬいつけられた。

　権天使が「『造作もない』」とほくそ笑む。だが次の瞬間、ユウヤが空中で体を捻ひねり、

「うおらあああああああっ！」

　鎖の上を突っ走ぱしってきた。

「『なんだと!?』」

「どうして避よけられるんですか!?」

「どうしても何もあるか！　お前が逃にげたり避けたり拒こばんだりするのなんて、最初から予想済みなんだよ！　常とこ闇やみの女王で謁えつ見けんした時もそうだったろ!?　お前はビビリの弱虫だから、とにかく最初にガツンッとかまそうとしてくるんだ。お見通しだっての！　このヘタレ姫ひめ！」

「ひ、ひど……っ」

　迫ってくるユウヤへ、思わず言い返す。呼応してさらなる鎖が向かっていく。

「なんでそんなひどいこと言うんですかーっ！　来ないで下さい、帰って下さい！　わたしもうユウヤさんとは会わないって言いました！」

「んなもん『実は死ぬ』とか聞いたら、『あー、わざとだな』ってすぐ分かるっての！」

「わざとですけど、確かに冷たい態度を取ったのはわざとですけど、でも……言った内容は事実です！」

　鎖に繫がれた手を握り締しめた。胸が張り裂けそうになりながら言うのは、拒絶と決別の言葉。

「わたしは天使だったんです。……魔導剣聖ではなかった、あなたと違ちがって。わたしは本物だったんです」

　四方八方から鎖に囲まれ、ユウヤもとうとう捕つかまった。雁がん字じ搦がらめになっていく彼へ、クローディアは決然とした表情を作る。

「選ばれし者には役目があります。わたしにしか出来ない大切な役目です。だから……」

「だから世界のために死ななきゃならないってか？　さっきも言ったろ。俺は──そのやせ我慢をぶっ壊しにきたんだよッ！」

　鎖のなかでもがきながら、ユウヤは天を仰あおいだ。

「籠を外せ！」

　ケルベロスが大きく身を捻った。鎖を引き千切らんばかりの勢いがつき、籠が遠心力を得る。すると頭上のセラが炎ほのおを放ち、籠を吹ふっ飛ばした。

　爆ばく炎えんのなかから中身が放り出され、クローディアはそれを見て、

「え？」

　目を疑った。

　木もく片へんが飛び散るなか、現れたのは──千年岩。

　世間知らずのクローディアでも絵や魔導映像で知っている。魔導剣聖の聖剣アースロンドが突き立てられているという、魔導学院の千年岩だ。

　山脈から削けずり取ってきたかのように武骨で荒あら々あらしい岩だった。しかもなぜか下半分は土塗まみれである。背後の権天使が正気を失いそうな悲鳴を上げた。

「『千年岩だと!?　なぜここにある!?　一体どうして!?』」

「森から引っこ抜いてきたんだよ！」

　権天使の動どう揺ようで緩ゆるんだ鎖をユウヤは撥はね飛ばす。

「ケルベロスが引っ張ったらすぐ引っこ抜けたぜ。剣は抜けなくても、岩なら抜けたから大笑いだ！」

「『引っこ抜いてきた!?　伝説の千年岩をか!?』」

　天上の存在が混乱しまくっていた。クローディアにもユウヤがとんでもないことをしたのは理解出来る。

「なんで、そんなこと……」

「決まってんだろ」

　ユウヤは口の端はしをつり上げ、

「何がなんでもお前を死なせないためだ──ッ！」

　再び鎖の上を走りだした。もはや落下しているのと変わらず、どんどん近づいてくる。

　その横を巨大な千年岩も落ちてくる。当然、聖剣アースロンドも突つき刺ささっていた。

「いいか!?　お前が犠牲にならなきゃならないのは、魔導剣聖がいなくて天てん黎れい契けい約やくが出来ないからだ！　誰だれかと契約が出来て、邪竜と戦う役に立つなら生贄になんてなる必要はない！　違うか!?」

「そ、それはそうです。そうですけど……っ」

「天黎祭の時にお前言ってたよな？　天黎契約に必要なのは『聖剣アースロンド』と『天使の祝福のキス』。間違ってないな!?」

「それも合ってますけど……っ。え──っ!?　まさか……っ」

「やるぞ、ここで天黎契約を！　俺と、お前で！」

「ええっ!?」

「これが俺の考えた、お前を助ける方法だ！」

　とんでもないことを言われた。それはつまりこの場で──をするということだ。

「無む茶ちや苦く茶ちやですっ。そんなこと、だって、ユウヤさんは……魔導剣聖じゃないのに！」

「おう！　俺は魔導剣聖でもなんでもない、選ばれなかった、ただの偽にせ者もののクズ野や郎ろうだ。けどな、その選んでくれる奴やつってのはたぶんすぐ隣にいるんじゃないか？」

　自由落下をしながら、ユウヤは視線を隣に向ける。

　そこにあるのは聖剣アースロンド。柄つかが翼のごとく優美な弧こを描えがいた、美しい剣だ。

　クローディアははっとした。

　今、この暗闇は捩じれた異空間となっている。しかも神像巨きよ兵へいごと封印石に吸収され続けており、非常に不安定だ。落下し続ければ、どこに消えてしまうか分からない。

　つまりユウヤは今、聖剣に脅おどしを掛かけているのだ。

　天黎契約を認めないとこのまま消えることになるぞ、と。

　無茶苦茶だった。確かに聖剣は『意思を宿した剣』だと伝えられている。だがこの千年間、聖剣がそれらしい動きを見せたことはない。

　しかし一方で、クローディアはケルベロスのような魔ま獣じゆうを飼いならせるという話も聞いたことがなかった。

　ひょっとして。あるいは。もしかすると。

　希望を示し唆さする言葉が脳のう裏りに浮うかび、この状じよう況きようでそんな言葉が浮かぶこと自体、すでに奇き跡せきだと気づいた。

「クローディア！」

　名を呼ばれ、見上げる。あの人が手を伸のばしていた。

「押しつけられた運命なんかで死ぬな！　天使だとか選ばれし者だとか、そんなもんは関係ねえ。他ほかの誰でもない、俺はお前にいてほしいんだ！　お前を泣かせるような世界は俺がぶっ壊してやる！　だから泣くな。そばにいろ。んで──俺と一いつ緒しよに生きろッ！」

「……っ」

　手を伸ばそうと思った。でも出来なかった。気持ちを阻はばむように、背後から羽根が乱れ飛ぶ。

「『許さんッ！　天黎契約など、我が絶対に許さんぞ!?』」

「ああん!?　天使のてめえにとっても悪い話じゃないだろうが!?　……ぐう!?」

　羽根が光の濁だく流りゆうとなった。周囲の鎖くさりごとユウヤを押し流す。

「『消えろ！　聖剣などこの身には必要ないのだ！』」

「ぐっ!?　ちくしょう、あと少しのところで……っ！」

　光の濁流が暗闇を染め上げた。ユウヤは最初に入ってきた空間の亀裂まで押し流されてしまう。千年岩やケルベロス、セラも一緒だ。

　亀き裂れつの向こうは空だった。ユウヤたちは無防備に大空へ放ほうり出された。

　クローディアは鎖を軋きしませて叫さけぶ。

「嫌いやぁ！　ユウヤさん！　セラさん……っ」

「『ふはははっ！　愚おろか者共め、我に歯向かった者の末路だ！』」

「どうして!?　どうしてこんなこと……っ。鎖を解いて！　わたしの翼つばさがあればまだ間に合います！　ユウヤさんたちを助けにいかせて……っ」

「『ならぬ。汝はここで露つゆと消える身だ』」

　鎖が蠢き、身を引き裂さかんばかりに締め付けてきた。

「ぁ……っ！」

　骨の軋む音が聞こえた。それと共に、権天使が肉体の主導権を取り戻もどそうとしてくる。

　背後の陽炎かげろうが肉体に重なっていく。手足の感覚が無くなり、意識が深い眠ねむりへ沈しずみ始める。

「あ、あ……」

「『抗あらがうな。受け入れ、覚かく悟ごを決めよ。これは運命だ。汝は──天使なのだから』」

　意識が霞かすんでいく。だがそこへ声が届いた。

「…………ざけんな」

　ユウヤの声だ。大空の向こう、彼は濁流でボロボロになりながら、それでも掠かすれた声を絞しぼり出した。

「……クローディアは天使なんかじゃねえ。笑わせんな。天使が地じ獄ごくを支配するかよ」

　意識の水面に雫しずくが落ちた。ぴくっと指先が動く。

「俺は知ってるぞ。二億と四千年前に行われた冥めい業ごう斬ざん詩し大戦を。それを征せいし、地獄の九つ圏けんを統一した大悪魔を」

　心に波は紋もんが広がっていく。体に熱が灯ともり始めた。

「第二圏のウェーラロスを焦しよう土どと化したのは誰だ!?　凍とう土ど地獄の大巨人を倒たおしたのは誰だ!?　名乗りを上げろ、お前が何者なのか教えてやれ！　さあ──常闇の女王よ！」

　カッと両目が開いた。

「呼んだな!?　我の名を呼んだな!?」

　体中の鎖が弾はじけ飛んだ。両手両足、胸や腰こし、すべての鎖を振ふり払はらい、クローディアは純白の翼を広げる。

「『なんだ!?　何事だ……っ』」

　重なりかけていた権天使が手を伸ばして押さえつけようとする。しかし懐ふところから扇おうぎを取り出し、即そく座ざに叩たたき落とした。

「触ふれるでない、無礼者が！」

「『な……っ』」

　啞あ然ぜんとする権天使へ扇せん頭とうを突きつける。

　弱さも、強さも、情けなさも、負けん気も、すべて総動員し、クローディアは胸を張った。扇を開き、今こそ高らかに名乗りを上げる。

「我は常とこ闇やみの女王デッドブラッド・ゴッドメサイア・十三世！　天使如ごときが我が運命を語るなど言語道断！　この身もこの命もすべては我の物と知るがいい！」

　意思ある羽ばたきによって、権天使の陽炎が揺ゆらぐ。

「『馬ば鹿かな!?　転生者如きが我を撥ねのけるなど──』」

「如きではない！　消え失うせよ！　我こそは──地獄の九つ圏を征した大悪魔である！」

「『ぐぅ……っ』」

　権天使の姿が完全に吹ふき飛んだ。クローディアは翼を広げて飛ひ翔しようする。

　空間の亀裂を抜け、星が瞬またたく夜空へ。セラとケルベロスは城館の壁かべに摑つかまっていた。だがユウヤは現在も真っ逆さまに落下中。クローディアは一いつ瞬しゆんで彼のもとへ駆かけつける。

「お待たせしました、ユウヤさんっ」

「やっときたか。待ちくたびれたぜ、お姫ひめ様さま」

　空中で抱だき締め合った。天黎祭の夜のダンスのように、くるくると弧を描く。

「ごめんなさい、わたし……っ」

「いいんだ、皆みなまで言うな」

　彼の手が頰ほおに添そえられた。

「あの夜から多少時間は空いたけど、どうよ？　もう受け入れられそうか？」

「……はい、ユウヤさんだったら大だい丈じよう夫ぶ。むしろ嬉うれしい、かも」

「かも？」

「……いいえ」

　今のはわざと同じ台詞せりふを言っただけ。一いつ拍ぱく置いて、言い直す。手を添えられた頰を赤く染めて。

「嬉しい、です」

　髪かみが舞まい、羽根が舞い、そして──唇くちびるが重なった。

　するとほぼ同時、神像巨兵が激高するように身み震ぶるいを始めた。教会からの鎖を引き千切り、蒸気の翼を揺らして咆ほう哮こうする。轟とどろくのは権天使の声。

「『我を虚こ仮けにしおって！　許さん、許さんぞ、人間共。そして権天使よ！』」

　全身の歯車が肥大化し、管が割れて液体が溢あふれ、神像巨兵の姿が変わっていく。そうして夜闇に現れたのは、

「……え、竜りゆう!?」

　セラが驚おどろきの声を上げた。人型だった神像巨兵の頭部は今や爬は虫ちゆう類るいめいていて、両手には鋭するどい爪つめが生え、全身の歯車は鱗うろこと化している。翼のような蒸気の色は黒。その姿は紛まぎれもなく竜だった。セラの瞳ひとみに恐きよう怖ふが浮かぶ。

「噓うそでしょ、あの姿はまさか……『終しゆう焉えんの竜』なの!?」

　少女の言葉に、竜はあざ笑うように巨きよ軀くを揺らして答えた。

「『肯こう定ていであり、また否定でもある。我は大だい封ふう印いんの綻ほころびから遣つかわされた、邪じや竜りゆうグランドヴァイスの欠片かけら。汝なんじらの宿敵の一いつ端たんよ！』」

「邪竜の眷けん属ぞくってこと!?　じゃあクローディアが聞いてた『声』は……っ」

「『我の声だ。権天使を装よそおって圧を掛けたのだ。転生者は容易たやすく力を暴走させ、それによって騎き士しは転生者に気づき、新たな結界を敷しこうとした。なんとも脆もろく、取り込みやすい結界をな。おかげで──我はこうして神像巨兵を手に入れた！』」

「そんな……っ。権天使の力を取り込んだって言うの!?」

　唇を震ふるわせ、セラは青ざめる。

　すべては宿敵の手のひらの上だったのだ。邪竜は綻び始めた封印の隙すき間まから眷属を遣わせており、クローディアの聞いていた『声』はこの眷属のものだった。

　度たび々たび暴走していた『力』自体は権天使のものだが、リーベルトの術式は眷属に乗っ取られており、それを介かいして権天使の『力』の具現である神像巨兵も今、邪竜の眷属に乗っ取られてしまった。

　狙ねらいは封印の完全破は壊かいだろう。神像巨兵の力があれば、綻びかけた封印をこの場で破壊することも出来るはずだ。そうなれば恐おそるべき『終焉の竜』が復活してしまう。

「『我を虚仮にしたこと、とくと後こう悔かいするがいい。さあ、我が王の復活を見届けよ！』」

　排はい熱ねつ機関が唸うなりを上げ、竜の顎あぎとにドス黒い光が集束していく。庭園の騎士たちは愕がく然ぜんとしたまま動けない。セラは悲鳴を上げる。

「駄だ目めっ、神像巨兵の攻こう撃げきなんて巻き込まれたら助からない！　みんな逃にげて！」

　だがそこへ声が掛かった。三日月の下、遥はるかな天からだ。

「大丈夫だ、セラ」

「邪竜の力の一部程度、もはやわたしたちの敵ではありません」

　え、とセラが顔を上げる。そこには抱き合ったユウヤとクローディアの姿。

　ダンスのホールドを解くように学生服とドレスがゆっくりと離はなれ、背後に見えたのは千年岩。クローディアの羽根が集まって岩は浮ふ遊ゆうしており、そこに突つき立つ聖せい剣けんは今──黄金に輝かがやいていた。

　セラが「まさか……っ」と目を見開く。ユウヤとクローディアは大きく頷うなずいた。

「おうともよ！」

「天てん黎れい契けい約やく完かん了りようです！」

　ユウヤの全身に黄金の光が迸ほとばしった。

　クローディアの翼からも羽根が舞う。荒あら々あらしかった今までと違ちがい、羽根の挙動は慈じ愛あいと穏おだやかさに満ちていた。もう暴走していない。クローディアは天使の力を制せい御ぎよ出来るようになっていた。竜の巨兵を見み据すえ、クローディアは勝気に笑えむ。

「ここはアレですよね、師し匠しよう？」

「そうだな、アレしかねえよな、我が弟で子しよ」

「え？　なに？　二人とも何する気なのっ？」

「決まってるだろ。新たな力に覚かく醒せいして、目の前に邪悪な敵がいるんだぜ!?」

「もうやることは一つに決まってます！」

　ノリノリの声が重なる。

「「超ちよう必殺技！」」

「ここで!?」

　少女の困こん惑わくと同時、竜の巨兵が顎を向けた。

「『本当に天黎契約を成したのか!?　だがそれでも我が敵ではない！』」

　暗黒の光が発射されようとする。

　だが二人の顔に焦あせりはなく、心に流れるのは主題歌ＢＧＭ。

　最初に動き出したのはクローディアだった。手を掲かかげると扇が輝き、長なが柄えのクロススタップ──十字杖つえに変化。それを華か麗れいに振りながら呪じゆ文もんを唱える。

「闇の玉座より告げる！　暗黒の四大霊れいは九つ圏より励れい起きせよ！」

　口にしたのは、二人が超必殺技談義で考えたオリジナルの中二呪文。

　黄金の輝きから火、水、風が生まれ、円を描えがく。同時、地じ響ひびきが起こって土も応こたえた。

　次いでユウヤが光をきらめかせ、髪をかき上げながら呪文を唱える。

「災さい禍かの帝てい位いより命ず！　螺ら旋せん巡めぐる七つ星は鏡面の異界に屹きつ立りつすべし！」

　すると七種の文字列が乱らん舞ぶし、城内のあちこちから七惑わく星せいに対応した金属──金、銀、銅、鉄、水銀、錫すず、鉛なまりが嵐あらしのように集つどい、魔ま法ほう陣じんを形成した。

「しかして十二の魔ま弾だんは──」

　クローディアが手を差し伸のべ、

「──悉ことごとく堕おち、蘇よみがえれ！」

　ユウヤがその手を握にぎる。

　舞い上がった羽根が十二の星座を模かたどり、魔法陣と共鳴。天使の黄金のマナが迸る。輝きが最高潮に達した時、二人は重ねた手を大きく引いた。

　構えたのは、身の丈たけほどもある十字杖。その姿はまるで矢を番つがえた弓のよう。

　だが竜の巨兵が一瞬早く、顎から暗黒の光を放つ。

「『消え失せるがいい！』」

　まるで暗黒天体のような巨大な闇が向かってきた。それでも二人に焦りはない。紡つむがれるは呪文の最後の一小節。

「今こそ受けよ！」

「天地貫つらぬく混こん沌とんの刃やいば！」

　翼つばさがはためき、光が輝き、重ねた両手が突き出された。




「「超必殺！　双デツ獄ドブ覇ラツ者ド・閃光スター破ゲ壊イ十ザ字ー──ッ！」」
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　輝く閃せん光こうをまとい、十字杖が発射された。迸る勢いはさながら流星。夜空を切り裂さくように突き進み、暗黒天体と激げき突とつする。

　拮きつ抗こうは一瞬。流星は暗黒を見る間に吹き飛ばしていく。

「『馬鹿な!?　我が圧あつ倒とうされているだと……っ!?』」

「当然よ、こいつは俺たちが議論に議論を重ねた超必殺技だぜ！」

「汝のような小物に受け止められる道理無し！　なぜならこれは究極無敵・地じ獄ごくと煉れん獄ごくの力ゆえ！」

「そこは天黎契約の力じゃないの!?」

　セラの声が響ひびくなか、流星が暗黒天体を撃うち抜ぬいた。そのまま黄金の輝きで竜の巨兵を吞のみ込んでいく。鱗が砕くだけ、全身がひび割れ、雄お々おしい巨軀が崩くずれていく。

「『あ、ああ、あああ、馬鹿な馬鹿な馬鹿な馬鹿な──っ』」

　混乱の声が響くなか、二人は重ねた手を振ふり上げる。

「「フィナーレッ！」」

　声に呼応し、流星が大だい爆ばく発はつ。カッと夜空が燃え上がり、竜の巨兵は断末魔を上げて消しよう滅めつする。二人は爆ばく炎えんを背に勝利のポーズ。

　十字杖が回転しながら戻もどってきて、二人の正面に突き刺ささり、キランッと光った。

　黄金の光が雪のように夜風に舞う。

　ここに勝敗は決した。地獄と煉獄の支配者たちの勝利である──。




　　　　◆　◇　◆




　宮きゆう廷てい教会の地下。千年前の魔法陣群は綻びつつも、まだ機能していた。『終焉の竜』は自らの眷属が葬ほうむられたことを知り、闇やみのなかで唸りを上げる。

　深い怒いかりのなか、復活の時を待つように。




　　　　◆　◇　◆




　やがて夜明けがきた。東の空から陽ひが昇のぼり、荒あれ果てた城を照らしだす。庭園は穴だらけ、宮廷教会は崩れ落ち、城館もあちこちひび割れている。

　竜の眷属の言葉は騎士たちも聞いていた。よって時間が経たつにつれて、理解は浸しん透とうしていった。

　リーベルトも落下先の瓦が礫れきに背を預け、忸じく怩じたる顔をしている。

　状じよう況きようが落ち着いた頃ころ、臣下たちも城館から出てきた。

　そしてクローディアは朝あさ陽ひのなか、今夜の一連の出来事について終結宣言をした。

　リーベルトを始めとした騎士たちに対しては罰ばつしないと告げた。代わりにこれからのことを共に考えてほしい、と頼たのむと、断る者はいなかった。

　姫ひめ君ぎみは最初、やはり常とこ闇やみの女王の口調で話していた。しかし少し迷うような間を置いた後、少したどたどしい、彼女自身の言葉で話し始めた。

　一いつ生しよう懸けん命めい伝えようとする一言一言に皆みな、次し第だいに耳を傾かたむけていった。

　そうして青空の下、城の人々は──これからのことを語り合った。








エピローグ　そして彼は覚悟する






　ザインダレス魔導学院。学院長室。

　ラグニア学院長が執しつ務む机に座っており、その向かいにはかったるそうなユウヤ、しゃんとしなさいよと肘ひじで小こ突づくセラがいる。

　学院長は軽くため息をつき、メガネを押し上げた。

「……なるほどね。まさかすでに『終しゆう焉えんの竜りゆう』の眷けん属ぞくが動いていたとは思わなかったわ。しかも結界の延命術式が利用されていただなんて……リーベルト・アッシュヴァインの計画は根底から失敗だったというわけね」

「だな。はた迷めい惑わくな奴やつだぜ。あのイケメン騎き士し」

「取り込まれたのが神像巨きよ兵へいだけでよかったわ。もしもクローディア姫──権天使まで乗っ取られていたら、それこそ取り返しのつかない事態になってた。結果論だから正直認めたくはないけれど……ユウヤ君の無む茶ちやは正解だったと言えるわね」

「はっはっは、気にすんなよ。教師だって間違うことはあるって！」

「これ見よがしのドヤ顔ね……。一応、あの時はお姉さんもキミのことを思って止めたのよ？」

　ため息交じりにワインを注ごうとするので、すかさずセラが横からグラスを奪うばう。むう、と年とし甲が斐いもなく唇くちびるを尖とがらせ、学院長は椅い子すに背を預けた。

「まあ、わざわざ眷属まで使って壊こわそうとしたってことは、封ふう印いんもまだ多少は保もつということよね」

　それが分かっただけでも収しゆう穫かくだわ……、とつぶやき、長い脚あしが組まれる。

「さて、それじゃあ今後のことだけど」

「あー、それな。とりあえず……これ見てくれ」

　シャツのボタンを開けて、胸むな元もとを見せる。そこには剣けんのような模様が浮うかんでいた。

　学院長が興味深そうにのぞき込む。

「聖せい痕こんね。天てん黎れい契けい約やくを交かわした証あかしだわ」

「らしいな。気づいたら浮かんでた。クローディアにも翼みたいな模様が浮かんでる。というわけでだ。これで聖せい剣けん抜ぬかなくても天黎契約は出来るって証明された。もう転生者を犠ぎ牲せいにする必要はない。だろ？」

「……一理あるわね。封印はまだ保つようだし、今後の研究によっては私や他ほかの魔術師も天黎契約が出来るようになるかもしれない。悪い話じゃないわ。……いいでしょう。我が学院は方針を改め、クローディア姫を生いけ贄にえではなく、保護対象とすることとします。他の機関にもその方向で交こう渉しようしてみましょう」

「頼んだ。じゃあ、あとはヨロシク！」

　ユウヤは颯さつ爽そうと背を向けた。また他に面めん倒どうごとを言いつけられたら堪たまらない。用が済んだらとっとと出ていくに限る。と思ったのだが、

「待ちなさい♪」

　笑え顔がおで止められた。学院長が流し目を送ってくる。

「このままお役やく御ご免めんなんてことあるわけないでしょう？　だってユウヤ君は二十三属性持ちなんだから」

「あー、やっぱり？」

　千年前の魔導剣聖ゼノフィリアは二十三属性持ちだった。ユウヤも同じくなので、それが天黎契約の鍵かぎになっている可能性は否いなめない。実際、城では意識してなかったが、クローディアと撃った超ちよう必殺技は二十三属性の融ゆう合ごう攻こう撃げきだった気がする。

「でもよ、あれから何回か試ためしてみたんだけど、俺、城の時みたいな力ぜんぜん出ないんだよ。俺がいても正直、あんま役に立たないと思うぜ？」

「イレギュラーな契約だもの。その辺りは予想済みよ。そうそう、思い通りになるはずがないわ。だとしても知らんぷりはさせないわよ」

「えー……」

「ユウヤ君には今後も特務課題──天使の転生者捜さがしを行ってもらいます。そのなかで天黎契約の条件も探さぐってちょうだいね？」

「それ……拒きよ否ひ権ある？」

「拒否してもいいけど、その場合はこれを一いつ括かつ払ばらいしてもらうわよ？」

　執務机の引き出しを開け、学院長は分厚い紙束を取り出した。

「なんぞ、それ？」

「請せい求きゆう書♪」

「はあ!?　それ全部!?」

「そうよ？　最初に溶とかした魔ま獣じゆう飼育棟とうの天てん井じようと、ケルベロスを持ち出した時に壊した壁かべの修しゆう繕ぜん費用、勝手に持ち出した千年岩の埋うめ直し費用に、こっちは未払いの授業料と寮りよう費ひね。全部ユウヤ君払いだから」

「ちょ、そんなん払はらう金ねえよ！　──と、いつもなら言うところだが」

　一転、ユウヤは髪かみをかき上げ、余よ裕ゆうの笑みを見せる。

「ふっ、今すぐこの場で払ってやるぜ。なぜならリーベルトの野や郎ろうからもらったプラチナ金貨がまだたんまりあるからな！」

「え？　それならもう使っちゃったわよ？」

「…………セラさんや。今なんと？」

「だって約束だったじゃない」

　セラの指が窓の方を差す。そこには中庭で大量の酒さか樽だるに囲まれ、ほろ酔よい気分になっているケルベロスの姿があった。人に馴なれたので、今や普ふ通つうに放し飼いである。

「クローディアに頼んでお城の高級酒を売ってもらったの。領地が買えるレベルの百年物まで山ほどね。だからもう銅貨一枚だって残ってないわよ？」

　革かわ袋ぶくろが逆さで振られる。本当に銅貨一枚落ちてこない。正しよう真しん正しよう銘めい、空っぽだった。

　ユウヤはカタカタと震ふるえだし、窓の方を見て「あらー、ご相しよう伴ばんに与あずかりたいわ」とか言っている学院長の手から請求書をふんだくり、合計金額を計算。──鼻血も出なくなるような金額だった。

「あは、あはははは……」

「で、どうするの、ユウヤ君？」

「……今後も特務課題に誠心誠意従事させて頂きます」

　がっくりと膝ひざをつき、そのままべたーと土下座した。学院長はご機き嫌げんに微笑ほほえむ。

「ん、よろしい♪　とりあえずは出世払いってことにしといてあげるわね」

「……汚きたねえ。やっぱり大人は汚ねえよ……っ」

　床ゆかを叩たたいて涙なみだする。だがユウヤは気づいていない。真の策士は請求書を盾たてにしてきた学院長ではなく、ユウヤの財さい布ふを管理し、この展開を見み越こしてあらかじめ全額使い果たしておいたセラだということを。

「ま、借金ぐらいないと、ユウヤは働かないしね？」

　実は『今後のユウヤの活動資金』として数枚残しておいたプラチナ金貨をポシェットへしまいつつ、有能な結けつ婚こん相手はひそかに微笑んだ。







　学院長室を出た後、二人は学生寮への廊ろう下かを歩いている。

　ユウヤはこの世の終わりのようなうんざり顔。

「おのれ、学院長め。生徒を借金まみれにするとか教師の風上にも置けん……」

「いい加減、諦あきらめなさいよ。だいたいユウヤ、クローディアに『一いつ緒しよに生きろ』みたいなこと言ってたじゃない。クローディアが転生者であることは変わらないんだから『終焉の竜』絡がらみのことからは逃にげられないでしょ？」

「……あー、まあな。分かってるよ」

　ため息をつき、頭をかく。嫌いやがってみせたのは学院長の思おも惑わく通りになることが癪しやくだったからだ。

　本当は理解している。もうそろそろ、やさぐれて逃げてるわけにもいかないと。

　だがそれは『終焉の竜』からではない。

　この世界の不条理からだ。

　今回はどうにか学院長を丸め込めたが、もしも天黎契約の件が頓とん挫ざすれば、世界はまたクローディアや他の転生者たちを犠牲にしようとするだろう。それは見過ごせなかった。

　もうこんな世界は懲こり懲ごりだ。出来るならぶっ壊して、クローディアや少女たちを救いたい。

　手段はいくつか考えてある。

　たとえば──『終焉の竜』を味方につけることは出来ないだろうか。

　今回現れた眷属は言葉を話していた。ならば大本の邪じや竜りゆうとも会話は通じるはずだ。

　学院長からの特務課題で転生者を捜しながら、邪竜とのコンタクトの方法を見つける。今後の方針としてはこんなところだろう。ただ憂ゆう慮りよすることがあるとすれば──。

「セラ」

　足を止め、隣となりの少女へ問う。

「もしも俺がこの世界をぶっ壊そうとしたら……どうする？」

「あなたを倒たおすわ」

　即そく答とうだった。ブロンドの髪を揺ゆらし、セラは足を止めずに進んでいく。

「ユウヤは正義の味方じゃなくて『自分より弱い人』の味方だもの。そんなあなたが世界を壊すとしたら、それはきっとそうしなければ生きられないほど大変な人たちのためよ。だとしたらたぶん言葉じゃ止められない」

「……」

「それにあなたは自分で思っているよりすごい人だから……本気になったら成し遂とげてしまうかもしれない。でもあなたは自分が思っている通りに弱い人だから……きっと最後は罪悪感で潰つぶれてしまう。そんな哀かなしい結末にはさせたくない。だからユウヤが世界を壊そうとしたら、その前にあたしが焼き尽つくして倒してあげる」

「物ぶつ騒そうな幼女さんだな……」

　だが、なぜかほっとした。小さな背中を見つめ、心の底からつぶやく。

「愛してるぜ、セラ」

「え、なに？　真ま面じ目めな口調で……。今のって中二病の話でしょ？」

　振ふり向いたのは、いつもの呆あきれ顔。だからユウヤもいつもの調子で肩かたを竦すくめた。

「そーそー、俺ことスターゲイザーがいよいよ煉れん獄ごくから現世へ飛び出そうって話。我輩の野望に立ちはだかるのなら、貴公にもそれなりの設定を与あたえんとな？」

「え、やだ、本気でいらないっ。ユウヤとクローディアの世界観には巻き込まれたくないんだけど！」

「まあまあ、せっかくだから三人で考えようぜ。セラと俺とクローディアの三人でさ」

　じゃれ合いながら歩いていく。こんな日々が少しでも長く続けばいい。そう願いながら、ユウヤはいつもの顔で笑い続けた。







　それから数日後、クローディアが転入してくることになった。

　城が半はん壊かいしたため、アンフォレスト王国は現在、諸もろ々もろの城内機能を王都の各所に分散させている。

　その一いつ環かんでクローディアの居室が学院の学生寮になった──というのが表の理由。裏の理由は当然、学院による保護である。

　学生寮は改装され、新しい部屋が出来た。名めい称しようは王族寮。お姫ひめ様さまの専用部屋である。

　移動の当日、ユウヤとセラは早さつ速そく、クローディアの王族寮を訪ねた。ノックをすると、

「はーい、お待ちしてましたーっ！　ユウヤさん、セラさんっ」

　クローディアがキラキラした笑顔で扉とびらを開けた。学生服姿で、翼つばさは消している。

「よう、クローディア。引ひつ越こしの様子見にきたぞ」

「何か手伝うことはある？　……あ。でももう荷に解ほどきも終わってる感じね」

「はい、実はお二人に新しい部屋を見てもらいたくて頑がん張ばっちゃいました。見て下さい、せっかくなので地じ獄ごく＆煉獄仕様にしてみたんです！」

　自じ慢まんげに手で示された先、そこにはかつての私室のようなカオスが広がっていた。

　調度品は高級なのに、血ち糊のりやら謎なぞ文字などが乱らん舞ぶし、ガイコツとコウモリ人形があちこちに散乱している。天てん黎れい祭さいでセラがゲットしたドクロもあった。

　ちなみに部屋の右半分は赤系統の家具でまとめられ、左半分は黒系統が多い。クローディアの趣しゆ味みから察するに、たぶん右が地獄で左が煉獄だ。

　ユウヤとセラは同時に、うわぁ……と呻うめいた。

「……ユウヤ、師し匠しようなんだからなんとかしなさいよ、これ。放ほうっておいたら今度は学院で悪魔憑つきとか言われちゃうわよ」

「いやぁ……師匠だからこそ、弟で子しの頑張りを無下には出来ないと申しますかね」

　どうしたもんかと思っていると、クローディアが子犬のような目でソワソワしている。表情が『褒ほめて褒めて』と言っていた。それを見てユウヤは即そく断だん。

「素す晴ばらしい！　クローディアちゃん、百点！」

「やったーっ、また百点もらっちゃいました！」

「甘々な師匠ね……」

　セラに呆れ顔をされるが、しょうがない。多少甘くてもいいだろうと思う。

　クローディアは今後、王族として積極的に国政に参加していくことを決めた。当面、何かと気苦労も多いだろうから、せめて寮にいる間は気楽にさせてやりたい。

「ま、とりあえずは……よくきたな。ようこそ俺らの魔導学院へ」

「はいっ、これからしばらくお世話になります」

「うむ」

　親愛の意味を込めて髪をわしゃわしゃしてやると、お姫様は「きゃー」と嬉うれしそうに悲鳴を上げた。

　一方、セラは「実際、どうやって片付けたのかしら……」と思案顔で部屋の真ん中にいき、首を傾かしげた。

「どうでもいいけど、なんでベッドが二つあるの？」

　セラの言う通り、地獄側と煉獄側、両方に天てん蓋がい付きのベッドがあった。

「あ、それはですね」

　髪を手て櫛ぐしで整え、えへへ、と相好を崩くずす。

「煉獄側はユウヤさんの分です♪」

「ん!?」

「あー……」

「第九圏けんの境界線みたいに並べちゃってもよかったんですけど、さすがにそれはまだ早いかなと思って地獄と煉獄に分けました。あ、でも最新の設定だと、いずれ地獄と煉獄は融ゆう合ごうする予定なので、師匠にダブルベッドにしろって命令されちゃったら、わたしは逆らえないですけれども……」

　チラッチラッとクローディアから視線を向けられ、セラからもジト目を頂ちよう戴だいし、冷や汗あせが流れる。

「い、いやいやいや、ちょっと待て。お前のなかでは俺もここで一緒に住む感じなの？」

「あ、はい。だって……」

　お姫様は恥はずかしそうに俯うつむき、頰ほおを朱しゆに染めた。

「……もう唇くちびるも捧ささげましたので」

　制服の裾すそをちょこんと摘つままれた。耳まで赤くし、彼女は内ない緒しよ話ばなしをするように囁ささやく。

「もういつでも鷲わし摑づかんでくれちゃっていいですからね？　……わたし、待ってます」

　ぱっつんぱっつんの胸むな元もとがたゆんっと揺れた。

　鷲摑みたい。許されるなら、それはもう鷲摑みたい。だが、バット、しかし。

　セラのジト目が、ゴゴゴ……ッ、と謎の威い圧あつ感かんを発していた。

「いいんじゃなーい？　キスしちゃった責任は取らなきゃね？　もうそのまま結婚しちゃえばー？」

「セ、セラさんっ。それはまだ早いですっ。時じ期き尚しよう早そうですっ」

「いやいやあたしは本気よ、クローディア。ご祝しゆう儀ぎいっぱい用意しちゃうわよー？」

「…………やべえ」

　これはマズい。とにかくすっごくマズいやつだ。

　いずれ世界を壊こわすとしても、それはそれ、これはこれである。

　クローディアの好意はもちろんとてつもなく嬉しい。もしもセラと出で逢あっていなければ一も二もなくこの場で求きゆう婚こんしていただろう。だがそれはセラも同じで、もしもクローディアと出逢っていなければ、一生懸かけてでも口説いて結婚するつもりだった。

　つまり──この場で答えを出してはいけない。なんとしても誤ご魔ま化かさねばならない！

　切り札を使う覚かく悟ごを決めた。ユウヤはキリッとした顔でクローディアを見つめる。

「今、セラが良いことを言った。キスした責任は取らなきゃいけない。まったくその通りだ。だからクローディア」

　細い肩をガシッと摑つかむ。彼女は飛び上がりそうなほど驚おどろいた。

「ふえっ!?　え、え、え？　もしかして……っ」

「心して聞いてほしい」

「はいっ！　な、なんなりとお聞きしますっ」

　ただならぬ空気を感じ、緊きん張ちようした面おも持もちで背筋を伸のばす。セラもまさかという顔でこっちを見ている。ユウヤはカッと両目を見開き、高らかに告げた。

「俺のファーストキスの相手はセラだ──ッ！」

「えっ」

「ちょっとぉぉぉぉぉぉーっ!?」

　床ゆかのコウモリ人形を踏ふみ潰し、凄すさまじい速度で詰つめ寄ってきた。

「何言ってんの、何言ってんの、何言ってんのーっ!?　何今さら昔のこと蒸むし返してるのよーっ!?」

「でも事実だろ？　半年前、確かにキスしたし」

「あ、あれは不ふ可か抗こう力りよくだったじゃない！　っていうか、お互たがい無かったことにしようって約束したでしょーっ!?」

「何を焦あせってるんだよ。城にいく直前なんて『あなたの未来の結婚相手、でしょ？』とか可愛かわいく言ってくれたのに」

「あ、ああ、あれはそういうのじゃなくて！　ユウヤが一人で行かないように説得するための小こ粋いきな言い回しみたいなやつで……！」

「でもキスは本当だろ？」

「だからそれは言わない約束ーっ！」

　セラは髪かみをぶんぶん振り乱す。もう見たことないくらい真っ赤だった。

　半年前、異世界召しよう喚かんされてまだ日が浅い頃ころのことである。セラと初めて逢あった時、今回のクローディアのような騒さわぎがあって、なんやかんやセラが教育係になったのだが、その際、いざこざのなかでユウヤとセラはキスをしている。

　紳しん士し協定でお互いこれまで触ふれずにきたのだが、もう背に腹は替えられない。どうにかこの場を誤魔化すため、ユウヤは堂々とぶっちゃける。

「実は俺、あの時からずっとセラに操みさおを立ててたんだ。だからセラもキスしちゃった責任は取らなきゃね☆」

「馬ば鹿かじゃないのーっ。操ってなに!?　そんなこと一度も言ってなかったじゃない。っていうか、クローディアともキスしたんだから立てられてないでしょーっ」

「だから俺がクローディアの責任を取って、セラが俺の責任を取る。ほら完かん璧ぺき」

「それどういう状態なの!?　ああ、もうワケ分かんなーい！」

「あのあのあのっ、セラさん、本当なんですかっ？　ユウヤさんとキスしたって！」

「──っ!?　や、ち、違ちがうのよ、クローディアっ。あれはもう半年も前のことだし、それに事故みたいなもので……っ」

「つまり真実っ!?　セラさんもユウヤさんのこと好きってことですね!?」

「へっ!?」

　ド直球で問われ、固まるセラ。さすがの天才児も処理限界らしく、目がぐるぐるしてきた。

「あ、あ、あ、あたしは……」

　突とつ然ぜん、周囲に多重魔ま法ほう陣じんが出現。部屋を埋うめ尽つくさんばかりにガンガン増えていく。

「セ、セラっ？」

「セラさん!?」

「もう今すぐユウヤを焼いてあたしも死ぬーっ！」

「「ええええええっ!?」」

　業ごう火かが炸さく裂れつした。

　中庭でケルベロスが幸せそうにいびきをかくなか、王族寮りようの窓が爆ばく散さん。間かん一いつ髪ぱつでクローディアは翼で飛び出したが、遅おくれたユウヤは空中で頭とう髪はつが燃え上がる。

「ぎゃああああっ、アフロは嫌いやだぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　青空の下、自じ業ごう自じ得とくな悲鳴がいつまでもいつまでも木霊こだました──。







　後日、アンフォレスト王室とザインダレス魔導学院は世界中の各機関へ向けて『天黎契けい約やくの仮成功』の発表を行った。『終しゆう焉えんの竜りゆう』復活を前にして、このニュースは一いち縷るの希望となり、多くの人々が沸わき立った。

　そしてこれこそが後に世界を震しん撼かんさせる、偽ぎ・魔導剣けん聖せいの最初の公式記録である。ただその写真はなぜか包帯だらけで、さらには──なぜか強きよう烈れつなアフロ頭だったという。


〈おわり〉










あとがき






　こんにちは、またはこんばんは、もしくはおはようございます。永なが菜な葉よう一いちです。

　本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　カバーのプロフィール欄らんから引き続き、ルーティーンの話なのですが、実はこの永菜、原げん稿こうを書く際に踊おどります。それはもう全力で。本能の赴おもむくまま即そつ興きようで歌って踊って、そして書きます。踊るとテンション上がるので一行目から集中して書けまして。

　もちろん世間様には絶対見せられない姿なんですが、ある日のこと。

　いつものごとくパソコンの前で独りフィーバーしていると、突とつ然ぜん、窓の向こうに知らないおじさんの姿が。え、ここマンションの二階なんだけど!?

　正体は工事のおじさんでした。なんでも修しゆう繕ぜん工事で足場を組み立ててるとか。

　天を指差して硬こう直ちよくした永菜、パイプを小こ脇わきに啞あ然ぜんとしているおじさん。

　数秒見つめ合った後、気まずそうな笑顔で拍はく手しゆをいただきました。ありがとう、おじさん。でもアンコールはないぜ……（と言いつつ、後日また見られた）。

　そんなこんなで本作は出来上がりました。主人公のテンションが高いのは冒ぼう頭とうからおじさんにダンスを見られたからとか違ちがうとか。とにもかくにも少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　担当様には試行錯さく誤ごの連続だった本作へ親身に寄より添そっていただきまして、感謝の念に堪たえません。物語が迷走しそうになる度たび、担当様の情熱に助けていただきました。ちなみに一回お電話もらった時も踊ってました。あの時、声が枯かれていたのは実は息切れです。

　イラストをご担当いただいた、るろお様。初しよ稿こうから内容が百八十度変わったり、ご面めん倒どうをお掛かけしました。迷走しつつもクローディアがどうにかヒロインになれたのは、最初にいただいたイメージイラストのおかげです。本当にありがとうございました。

　そして営業様、校正様、書店の皆みな様さま、お力ちから添ぞえをいただいたすべての方々に心より御お礼れい申し上げます。

　それから一番の大感謝は工事のおじさん……と！　もちろん今このページを読んでるあなた様！　ありがとうございます。今、こうして読んでいただいている瞬しゆん間かんが私の何よりの励はげみです。

　それではまたお会い出来ることを星に願いまして。


永菜葉一









※電子版には、カバー袖のプロフィールは収録されておりません
















『もう異世界に懲りたので破壊して少女だけ救いたい』　電子版特別ショートストーリー

特別課題（聖水プール編）










「特別課題？　あー、あれか。課題という名のただの雑用」

「そうそう。ちゃんとやらないと学院を追い出されちゃうわよ？　ユウヤは雑用する代わりに授業料を免除してもらってるんだから」

　ここはザインダレス魔導学院。魔術の学び舎である。

　いいわね？　と念押ししてくるのはブロンドの美少女。

　名前はセラ。制服に身を包んだ小柄な女の子で、百年ぶりに魔導学院の飛び級を果たした、十二歳の天才児である。

「分かってるって。でも正直めんどい」

　気だるげに頭をかく少年はユウヤ。魔導学院の落ちこぼれである。

「面倒でもやるの。ただでさえ失敗続きなんだから今日こそ成功させるわよ」

　飛び級の優等生であるセラは落ちこぼれなユウヤの教育係をしている。

「今回の課題はここ。聖水の貯蔵プールよ」

　手で示された先、そこには広大なプールがあった。水はすでに抜かれているが、ところどころ虹色に輝いている。聖水の残りだろう。

「聖水プールはたまに掃除しないと澱みが出ちゃうの。これも魔術師としての大切な仕事よ」

「本当に大切な仕事なら生徒に任せるんじゃなく、教師直々にやるべきだと思うんだが、どうよ」

「直談判したいなら止めないけど、授業料払わなきゃいけなくなるわよ？　お金あるの？」

「よーし、頑張って掃除するか！」

「分かりやすいわね……」

　立てかけてあったデッキブラシを手にし、靴を脱いでプールに下りた。

「おーい、セラも早くこいよ。競争しようぜ」

「ユウヤの課題なのに、なんであたしも一緒にやる前提なのかしら」

「でも手伝ってくれるんだろ？　セラはそういう面倒見のいい娘さんだって俺知ってる」

「はいはい、手伝ってあげるわよ。服脱ぐからちょっと待って」

「ん？　脱ぐの？」

　プールの底から見上げると、セラは極めて自然にスカートのホックを外し、ブレザーを脱いでシャツも脱ぐ。そうして出てきたのは、白のスクール水着である。

「あー、水着か」

「なんだと思ったのよ？」

「いやてっきり裸で掃除するつもりかと」

「そんなわけないでしょっ」

「しかしこれはこれで犯罪的な……」

　デッキブラシにあごを乗せてまじまじと見る。

　まだ成長途上の幼い体が白スク水にぴったりと包まれ、ブロンドの髪とのコントラストが目に眩しい。

「あー、俺、そっち系の趣味じゃなくてよかった。もしそうだったらこの瞬間に告白してた」

「やめてよ、おぞましい」

「おぞましいは酷くない!?　でも似合ってる。セラ、超可愛いぜ！」

「この流れで言われても嬉しくないわよっ。っていうか、ただの学院指定の水着よ、これ」

「病的だな。大丈夫なのかよ、この学院」

　さては学院長の趣味か……。と、ユウヤはいつも酔いどれのどうしようもないお姉さんを思い浮かべる。

「さ、喋ってないで始めるわよ。急がないと陽が暮れちゃう」

「へーい」

　と、そんなこんなで始めたのだが、想像以上に手間取った。なんせ広い。二十五メートルどころか、聖水プールは百メートル以上ある。一時間やったが半分もいかなかった。

「えーい、埒が明かん！　セラのスク水姿に免じて頑張れるのもここまでだ！」

「どういう理屈なのそれ。あとなんか失礼！」

「ちょっと待ってろ。策を講じてくる！」

「え、どこいくのよ、ユウヤっ」

　デッキブラシを投げ出し、プールから出ていく。

　十五分後。

　まったくもう、と一人でゴシゴシしているセラの頭上にさっと影が走った。「え？」と見上げると、そこにユウヤの姿が。

「待たせたな、セラ！　俺の颯爽とした凱旋だ！」

「何が凱旋よ……ってどうしたのそれ!?」

　ユウヤは空を飛んでいた。魔法陣の描かれた絨毯で風を切り、颯爽とポーズをつけている。空飛ぶ絨毯だった。

「魔道具倉庫から借りてきた！　後ろに乗れ。これで一気に掃除するぞ！」

「一気にってどうするの？」

「こうするのさ！」

　セラを後ろに乗せ、プール内を滑る。気分は足で雑巾がけする要領だ。水しぶきを上げ、縦横無尽に飛び回る。

「すごい、どんどんきれいになってく！　ユウヤにしては珍しくまっとうに名案じゃない」

「だろ？　多少汚れても絨毯なら洗えばいいしな」

「でも聖水コーティングされた絨毯なんてよくあったわね。普通、聖水被ったら魔術は解除されちゃうのに」

「え？」

「……待って、何そのリアクション」

　二人の足元、絨毯の魔法陣が掠れるように消えていく。ついでにブレーキが利かなかった。

「やべえ、止まんない！」

「噓でしょ!?　どどどどどどうするの!?」

「すまんセラ、俺と一緒に死んでくれ！」

「絶対いやぁ！」

　絨毯はノンストップで突き進み、プールの縁に激突。二人はギリギリで飛び降りて無事だったが、あとで教師陣にしこたま怒られた。魔術の解除された絨毯もそのまま粗大ゴミになったという。




　本日の特別課題──失敗。





〈本編一章へつづく〉


















カバー・口絵・本文イラスト／るろお

カバー・口絵デザイン／草野剛










もう異い世せ界かいに懲こりたので破は壊かいして少しよう女じよだけ救すくいたい




【電でん子し特とく別べつ版ばん】
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